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　深夜の森に、ふくろうの声──

　太く息を吐はくような調子で、ときおり休みがちに、夜行性の長老が鳴き続ける。

　他に音らしい音はない。

　穏おだやかな、静かな夜だった。

　ふくろうを除く全すべてが眠りについたようなその夜の森を、銀色の満月が煌こう々こうと見下ろしている。

　丸く丸く、抉えぐれたクレーターの形までがくっきりと──

　兎うさぎの餅もちつき、鋏はさみが一つの蟹かに、吼ほえる獅し子し、鰐わに、人の手、蜥蜴とかげ──

　そして、美女の横顔。

　月は見上げる人々によって、その模様を様々に見せていた。しかし模様そのものの形は、場所と時間を問わず常に変わらない。満ち欠けによって見える範囲こそ変われど、月はいつも一つの顔しか地球に見せてはいなかった。

　まるで本ほん性しようを隠かくし、偽いつわりの仮面ペルソナだけを人に向ける貴族を思わせる。

　満月が見下ろす森の傍そばには、木々に囲まれた湖があった。

　水みな面もは氷のように平らで動かない。月光を反射して、その湖こ底ていにはもう一つ、別の地表が存在するような影を映している。

　湖の脇わきには、古びた小屋があった。

　一見すると、猟りよう師しが使う森の小屋にも見える。よく見れば、ログハウス調の外壁はところどころが腐くさり果て、空き家と見み紛まがうほどに荒れている。

　しかし住人がいる証しよう拠こに、小屋の外には割りたての薪まきと、台に突き立った手て斧おのがあった。

　窓は開け放たれている。木製の雨戸は、もう随ずい分ぶんと前に壊こわれたらしく、かつての面おも影かげすらも見えない。

　その小屋の中には、独ひとりの老人がいた。

　明かりもつけず、ただ窓から差し込む青白い月光の下に、枯れかけた身体からだをさらしている。

　老人は絵筆を手に、睨にらみに近い眼まな差ざしでキャンバスを見み据すえていた。

　人と闘い、病やまいと闘い、そして孤独と闘い続けたその顔には、硬かたく険けわしい皺しわが目立つ。落おち窪くぼんだ眼めにもはや生気はなく、死神に憑つかれたような悲ひ愴そうさえ漂っていた。

　月下の老人は背を丸め、全面が色で埋まったキャンバスに、ひたすら絵筆を揮ふるう──

　殴なぐりつけるような動作の割に、その筆先だけは子供を撫なでるように繊せん細さいだった。

　老人の筆は絵の具を補給しないまま、次々にキャンバスへ新しい色を塗り込めていく。そして油絵の具の質感をもって、生きた色彩はキャンバスを覆おおい、その奥にある別の世界をも彩いろどっていく。

　老人の呼吸は荒く、肩は走り続けるように激しく上下していた。夜の冷気に包まれた身には、べっとりと脂あぶら汗あせが浮いている。

　肩を揺らし、老人は喘あえぐように息を吐はく。

　森のふくろうより、なお低く暗い吐と息いき──

　それは夜に棲すむ魔ま物ものの息吹いぶきを思わせた。

　ひやりと冷たい風が、木々の葉をさやさやと揺らす。

　老人の呼吸とふくろうの声、風の鳴らす葉音──それらを聞く森と湖面は、あくまで平へい穏おんだった。

　月下の静かな夜景とキャンバスを、同時にその窪くぼんだ両目で捉とらえつつ、老人の暗く激しい創作活動は続く。

　白いキャンバスの奥には、別の世界──彼だけの〝画が廊ろう〟が体現されつつあった。

　それはただの『絵』ではない。

　むろん表面上は、〝二次元〟のものとして描かれた絵にすぎない。しかしその実、老人が真に描いているのは、表面の絵を〝扉とびら〟としたその奥──『向こう側』だった。その奥にこそ、老人の作品、その本質がある。

　それは間違いなく『一つ』の作品でありながら、その広さと多様さのために、彼だけの〝画廊〟とも呼べるものに仕上がりつつあった。

　老人にとってその風景画を描くことは、その奥の〝画廊〟を描くための手段にすぎない。絵を描くことで想像力と感性を刺激し、自らの『力』をその奥へ到達させる──それがこの数十年、老人が毎日続けてきた作業だった。作業と割り切っているゆえか、老人の眼めに、その絵は常に〝無関心〟の白を発色して映っている。

　風景画に描かれた森、湖、そして遠く雪をかぶった山の稜りよう線せん──

　それらの描線と彩色は生気に満ち溢あふれ、それそのものとしての完成度は決して低くない。

　しかし一方で描き手の側には、絵とは対照的に生気が薄い。絵に自らの魂たましいを捧げた末の、抜ぬけ殻がらにも見える。

　老人は水気も油っ気もない乾いた筆を走らせる。

　深夜の森に、筆は滑なめらかに疾はしり続け──

　不意に、その動きを止めた。

　湖を眺める老人の視線が、ある一点に固まる。

　今の今まで無人だった湖面に、細い人影が立っていた。

　淡あわい藤ふじ色いろの髪の、若い娘──顔立ちは少女のように幼い。華きや奢しやでなめらかな体の線が、湖の上で不自然に浮いている。

　飾りとしてまとった薄い布をなびかせ、いつあらわれたとも知れない娘は、全身に青い月光を受けていた。

　老人が声もなく凝ぎよう視しするうちに、娘はするすると水みな面もを滑すべってきた。

　わずかな細さざ波なみを立てることもなく、その薄うす絹ぎぬをまとっただけの肢し体たいはたちまち、開け放った窓の正面にまでやってくる。

　藤ふじ色いろの髪の少女は、石造りの女め神がみ像ぞうに似た、感情のない微笑を老人に投げかけた。

「──リ、リセル……いや──」

　それまで呆ぼう然ぜんとしていた老人は、きっと顔色を改め、少女を強く睨にらみつけた。

「──貴き様さま、フェルディナンか。その姿はよせ。私のリセルが汚けがれる」

　フェルディナンと呼ばれた少女は、柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「あら、冷たいのね。もう少し、喜んでくれるかと思ったのに」

　その声は、老人の知る彼女──〝リセル〟のものではない。誰だれのものとも知れない、女のものである。

「ふざけるな。形なぞいくら真似まねても、中身が違えば何の意味もない。リセルの魂たましいは、もう貴様如ごときに汚されぬ地にある」

　老人は掠かすれ声で、邪じや険けんに呟つぶやいた。

　しばらくして、やや眉まゆをひそめる。

「いつ──彼女の血を吸った？　貴様は血を吸わぬと化ばけられぬのだろうが？」

「血を吸うのは骨格や声まで変える時だけ。顔ぐらいなら、別の方法でいくらでも造れるの。モデルはあなたの絵だから、ちょっと細部は違うでしょうけれどね」

　老人は鼻で嗤わらった。

「は、違うどころか──私の知るリセルは、貴様のような冷たい色は浮かべんよ。絶対にな」

　老人は不快感も露あらわに呟く。

　少女の姿は、しかし老人にとって懐なつかしいものだった。それが偽にせ者ものと知りつつ、久々に見たその『外見』に心が和なごんだことは否定できない。

　しかし、その姿の〝本当の持ち主〟は、もう数十年も昔にこの世を去っている。いま目の前にいるのは、老人が若き日に愛した娘の姿を真似た、大嫌いな人物でしかない。

「おひさしぶりね。ずいぶん老ふけちゃって──もう何年ぶりかしら？」

　涼すずやかな少女の声には、人を魅み惑わくする艶つやがあった。

　老人は暗い眼まな差ざしのまま、裸ら体たいに近い少女をじっと見つめた。体にまとう薄布は、月光を吸って微かすかに透すけている。しかし少女はそのことに頓とん着ちやくするでもなく、むしろ自らの肢体を誇るようにさらしていた。

「老けもするさ。私は人間でな。夢ゆめ路じや貴様とは違う」

　乾いた喉のどから、老人は喘あえぎに近い声を絞しぼり出した。

　少女は微笑で頷うなずき、その両手で胸を隠かくす。結果として、その動作は余よ計けいに彼女の美しさを際きわ立だたせた。

　あくまで『つくりもの』の、美しさを──

　真しん贋がんを見抜くに足る審しん美び眼がんを備えた老人は、その程度にしか感じない。

「そうね。あなたは人間──」

　少女は囁ささやいた。

「──って、自分では思っているのよね？」

「──出ていけ。貴き様さまに用はない」

　低く呟つぶやき、老人は瘦やせぎすの体を椅い子すから起こした。しかし娘に詰め寄るでもなく、脚はその場にとどまっている。間に漂う緊きん迫ぱく感かんは、間合いを測はかる剣けん客かくの立会いにも似ていた。

　それはしかし、老人側だけが抱く一方的な〝緊迫感〟でもある。

　少女は頓とん着ちやくもせずに、つ──と空くうを滑すべるように近づいた。

「気に障さわったなら、ごめんなさい。私は喧けん嘩かしにきたわけじゃないの。だから、こんな格かつ好こうしてきてあげたんだし」

「どうだかな。貴様の言葉は全すべてが虚うつろだ、信用できん。大おお方かた、私が貴様を『リセルの魂たましい』とでも勘かん違ちがいするのを期待して、そんな姿をしてきたんだろう。残念だが、まだもうろくはしとらんぞ」

　少女は軽く肩をすくめる。

「お見通しか──怒った？」

　老人を騙だまそうとしていた割に、悪びれる様子もない。

「ふん。私が怒りを向ける矛ほこ先さきは、もうこの世にない。貴様如ごときに怒るなど、時間の無む駄だよ」

　老人は再び、軋きしむ椅子に座った。

　少女は片手を心臓の上にあて、誠意をポーズであらわした。

「でも、誤解しないで。私もこの子の姿は気に入っているの。あなたの絵で見ただけだけれど、すごく綺き麗れいな子だったから」

　少女は微笑した。老人はその笑顔が『偽にせ物もの』と知りつつ、しかし眼めが離せない。

　目の前にいる娘──〝満月のフェルディナン〟と呼ばれる彼女は、旧きゆう知ちの仲ながら得え体たいの知れない存在だった。折に触ふれて姿を変えるために、男か女かすらも判然としない。あるいは、性別に縛しばられる存在ではない可能性もある。

　少なくとも──人間ではない。

　名めい匠しようによって創つくられたような美と神こう々ごうしさを兼ね備え、人に似ながら人を超えた存在として、彼女はそこにいた。

「──あなたに、お願いがあるの」

　少女は媚こびを売るように、微笑を歪ゆがめる。

「ことわる」

　老人はただの一言ではねつけた。少女は、なおも食い下がる。

「お願い。彼を──オルタフを解放して」

　老人の筆が止まった。

「ことわると、言ったろう？」

　それだけを呟つぶやいて、またすぐに筆は動き出す。

「あなたがオルタフを怨うらんでいるのはわかるわ。だけど、なにもいまさら、封じなくたっていいでしょう？　彼に罪はないわ。彼はただいただけ。あなたやリセルが異い能のうを得たのも、彼の影響ではあっても彼の意志じゃない」

　少女の語気がわずかに強くなった。老人は鼻先で笑う。

「怨みなぞ、とうの昔に忘れたよ」

　老人の言葉は、数十年分の重みをもって静かに響いた。

「私は、奴やつを封じることにこの一生を費ついやした。リセルも、もし生きておれば、それを望んだはずでな」

　老人は引きつった笑いを見せ、乾いた絵筆の先でキャンバスを叩たたいた。絵の具ではない色が張りつき、キャンバスの向こう側に染しみて新たな世界を創つくる。

　少女の表情が曇くもるのを横目に、老人は言葉を続けた。

「生なま身みの人間如ごときに、神しん群ぐんを封じることなどできるわけがない──どうせ貴き様さまはそう思って、たかをくくっておったのだろ？」

　老人は、くっくっと肩を揺らして笑った。少女は緩ゆるく唇くちびるを嚙かむ。

「見通しが甘あまかったな。確かに、この私でも五十年という月日はかかったが──もうじきに、その仕事も終わるわ」

　少女を無視して絵筆を揮ふるうその動きに、迷いは微み塵じんもない。

「言っておくが、向こうの世界、〝画が廊ろう〟では、わしが創造主だ。オルタフを封じた枷かせは貴様にも外はずせぬ。いかな〝満月のフェルディナン〟も、月の光も届かぬ向こう側では、大きな力は使えまい？　まぁ、貴様の魔力だかなんだかがあれば、ある程度の手品は使えるのだろうが……わしの造った枷は外せぬ。貴様にはな」

　老人は嗤わらった。

　少女の悔くやしげな無言が、その言葉を肯こう定ていしていた。

「諦あきらめろ。オルタフをこちら側に導きだすことは、貴様には不可能なのだ。奴を利用するつもりだろうが、そうはいかん。向こうに月はない。そしてこの絵は、月の力を向こうにまで通さぬ〝障しよう壁へき〟としての役割を果たしている」

　老人の声は自じ慢まんげで──わずかに、自じ嘲ちよう気味でもあった。

「…………あなたは──天才よ」

　少女は表情を曇らせた。

「『芸術は、人間の中に再創造された全宇宙』──誰だれの言葉だったかしら？　でもあなたは自分の中どころか、この世界とは別の場所に新しい宇宙を創つくった──そこに神しん群ぐんをも封じるあなたの能力には、確かに私でも干かん渉しようできないわ。長く生きてきたつもりだけど、あなたみたいに、私にとって厄やつ介かいな力は珍めずらしい──」

「お褒ほめに与あずかり光栄だ。さぁ、消えろ。さもなくば貴き様さまも絵の中に封じてやろうか？　今の私になら、無む理りな仕事でもない」

　老人はおもしろくもなさそうに呟つぶやいた。筆は止まらない。

「どうしても──彼を、解放してはくれないのね？」

「くどい。私の最後の仕事を邪じや魔まするな」

「そう──残念だわ」

　説せつ得とくを諦あきらめた少女は、老人に背を向けた。

「さようなら」

　帰ると見せて、少女が呟いた瞬間──

　月光に照らされた老人の身体からだから、蛾がの鱗りん粉ぷんのような白く細こまかい粉が舞った。たちまちに水に溶けるようにして、肉体が空中に散っていく。

　老人は薄くなっていく我が身に眼めを見開いた。

「フェルディナン！　貴様っ！」

「あなたなんかに、あの子を封じさせるわけにはいかないの。

　──さようなら」

「よせっ！　私は、まだ……────」

　言葉の途中で融とけた喉のどは、悲痛な声をそこで途と切ぎれさせた。

　皮ひ膚ふが融け、顔が融け、剝むき出しになった眼球が融けていく。歯は茎ぐきから零こぼれ落ちた歯は、床ゆかに落ちる前に粉と化した。散った粉もまた、より細かな粒りゆう子しとなって跡あと形かたもなくなる。

　骨の見え始めた手が、絵筆を握ったまま最後の動きを見せた。

　上から下へ──斬きりつけるように、筆が疾はしる。

　振り返った少女は眉まゆをひそめた。

　──何も起きてはいない。

　しかし確かに、老人は最後に何かをした。何をしたのかは少女にもわからなかったが、ただの一瞬に、残っていた老人の生命が、すべて絵に乗り移ったような強い力を感じた。

　老人の身体は、骨も残さずに搔かき消えていた。




　ことん──




　小さな物音が、老人の消えた後に落ちた。

　少女が覗のぞき込むと、そこには変わった形のペンダントが落ちていた。細い鎖くさりにつながれたヘッドの部分は、得え体たいの知れない生物の軟骨を器き用ように編み合わせた、小さな籠かごの形をしている。

　それは、掌てのひらで包めるほどに小さな〝虫籠〟だった。

　外がい見けんはひどく脆もろそうだったが、少女が手に取ると、それは見た目よりも遥はるかに硬かたい感触を指先に与えた。

「これって──まさか〝マリアンヌの虫籠〟？　なんで、こんなところに……」

　少女は立ちすくみ、もう一つの老人の遺い物ぶつ──描きかけの絵画を見つめなおす。

　キャンバスの上には、湖と森、そして木こ陰かげの十じゆう字じ架かが描かれていた。遠くには雪をかぶった山の稜りよう線せんも見える。

　風景画としては、ほぼ完成していた。

　その奥には、老人が絵を描くことで『創造』していった別の世界が存在する。少女が求める迷めい宮きゆう神しん群ぐん〝虹にじの屍しかばね・オルタフ〟を封じた〝画が廊ろう〟──

　老人の言を信じれば、その封ふう印いんはまだ、完全には機能していないはずだった。最後の一筆をもってしても、完成には至っていない。

　老人は神群を、自ら創つくり出した世界に閉じ込め──いうなれば彼に枷かせをはめ、そこに鍵かぎをつけようとした。しかし、肝かん心じんの鍵が完成する前に、画家は筆を落とした。

　鍵は、まだ未完成──

　素人しろうと相手には役を果たしても、少し慣れた泥どろ棒ぼうならば開けられる可能性が残っている。

　老人の最後の仕事は、その鍵を開けられないものに細さい工くすることだったはずだが──その前に、彼は少女の手によって天に召めされた。

「生かしておいたのが、そもそもの間違いだったかもね──」

　少女は愚ぐ痴ちっぽく呟つぶやき、軽く脚の爪つま先さきで床ゆか板いたを撫なでた。命令を受けた生物のように、床板がばくんと跳はね上がる。

　床下に広がった地下室──そこには、まったく同じ風景画が大量に存在していた。埃ほこりの中に、積み重なった無数のキャンバスが浮かび上がる。

　湖畔と森。朽くちかけた十字架──

　少女は薄く笑った。

　絵の奥から、何者かの鼓こ動どうと吐と息いきを確かに感じる。『彼』は、確かに『その奥』にいるはずだった。

　迷宮神群──〝虹の屍・オルタフ〟の力を、老人はまだ完全に封じてはいない──それはつまり、これらの絵を媒ばい介かいとして、彼かの神群の影響が人に及びうる可能性を示し唆さしている。すべての作業が終わった後で、老人はこれらの絵を焼却するつもりだったのだろうと少女は推察した。

　それらの絵は全すべて、老人が自らの手で『異い界かい』を創る過程で、その手段として描かれたものだった。

　絵を描くことで想像力を刺激し、魂たましいを絵の奥へと到達させ、そこに現げん界かいとは異質の空間を創つくり上げていく──そのために描かれた絵は、彼が構築した異い界かいへと続く扉とびらにもなる。

　百を優ゆうに超える数の扉に、少女は笑いかけた。

「グランレイス──この遺い産さんは、私が受け継いであげる」

　少女の固まった微笑は、彫ちよう像ぞうじみた美しさを湛たたえていた。

　満月が煌こう々こうと、小屋と少女を照らしだし──

　月光がつくる天てん幕まくの下、少女はやがて、空気に融とけるようにして姿を消した。

　同時に老人の描いた風景画達もまた、その存在感を消していく。

　人ひと気けのなくなった森に、ふくろうが鳴き続ける。

　魔ま物ものの息吹いぶきに似た吐と息いきを、ただ低く吐はき続ける。

　やがて主を失った小屋は朽くち、老人を知る者もいなくなる──

　そうして、いつしか──百年の、歳月が過ぎた。
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　八月の病室。

　夏の日差しを遮さえぎるブラインドを背景にして、老人が独ひとり、ベッドに半身を起こしていた。

　顔つきは多少やつれているが、血色は悪くない。こざっぱりとした浴衣ゆかたに身を包み、携けい帯たい用ようのゲーム機を真しん剣けんに覗のぞき込んでいる。

　液えき晶しようの中にはカラーの麻雀牌マージヤンパイ。

　アニメ顔の少女が、七対子チートイツドラ二で上がる。

「ふうぅ──」

　老人は低く息を吐はいた。電源を落としてソフトを抜き出し、枕まくら元もとのテーブルから将しよう棋ぎのソフトを取り上げる。テーブルの上には、他にも十数本のゲームソフトが並んでいた。

　電源を入れ直したところで、ドアにノックの音が響く。

「開いとるよ」

「──こんにちは」

　思いのほかに若い声が響き、老人は驚いて画面から顔をあげた。声は担当の医師でも看護婦でもない。

　扉ドアを開けて入ってきたのは、まだあどけない風ふう貌ぼうの少年と少女だった。

　知人の高校生──その二人の客に、老人は幼く見えるほどにぱっと顔を輝かせる。

　少女の方は、ここ数日、安あん否ぴの知れなかった顔だった。『保護』されたことは父親の夢ゆめ路じから聴いていたが、顔を見るのは数日ぶりである。

　少年がまず会え釈しやくした。

「幻げん三ぞうさん、こんにちは。……ほら、露つゆ草くさ──」

「う、うん。あ、あの──こんにちは。お身体からだのほう、大丈夫ですか……？」

　少年に背を押された少女が、上うわ目め遣づかいに老人──翁おきな居い幻三の顔色をうかがった。

　顔をくしゃりと笑えみ崩くずした老人は、ゲーム機を傍かたわらに置き、入ってきた二人の顔を交互に眺める。どちらもほんの数日ぶりの顔だが、妙に懐なつかしく思えた。

「弓ゆみちゃん、無事だったかね。いや、よかった──心しん弥や君も、よかったなぁ……」

「は、はい──あ、あの、ほんとうに、いろいろ、ご面めん倒どうをおかけしました」

　来訪者の少女、露草弓は、決まり悪そうに心持ち赤面して、深ふか々ぶかと頭を下げた。その物腰は、常の彼女に比べると若じやつ干かん硬かたい。

　無む理りもない、と幻三は思った。

　彼の『入院』に、彼女は無関係でない。露草弓から聴いた話を元に出かけた島で、幻三は一ヶ月に亘わたって監かん禁きんされていた。老齢のせいもあって、無事に水みな門と市に戻るや、半強制的にこの文ふみ槻つき総合病院へ入院させられている。

　唯ただの一人で島へ渡ったのは、あきらかに幻げん三ぞうの油ゆ断だんであり、監禁も入院も決して弓ゆみのせいではないと幻三自身は思っていた。しかし、彼女がそのことに責任を感じているのは間違いない。

　もっとも──助けてくれたのも、彼女ではある。

　老人は笑って、来客の二人を手て招まねきした。

「まぁそう硬かたくならんで、二人ともこっちに座んなさい」

「はい。それとこれ、お見舞いです。まだ退院できないんですか？」

　一方の少年──希き崎ざき心しん弥やが、持ってきた果物くだものの籠かごをテーブルに置きながら問いかける。

　ベッドの翁おきな居い幻三は苦にがく笑った。

「この際だからと、ようわからん検査までされとるよ。まぁ、明日あすか明後日あさつてには店に戻るつもりだがね。なんにせよ、健康体に病院は合わん。暇ひまで仕方がない」

　幻三は携けい帯たいゲーム機を顎あごで示した。弓と心弥は、顔を見合わせ苦笑する。

「しかし──そうかぁ。やっぱり戻ってきたんだなぁ……いや、よかったよ。うん、うん」

　老人は、客用の椅い子すに座った二人を眺め、何度も重ねて頷うなずいた。その目元はわずかに涙ぐんでいる。

　真夏にも関かかわらず、露つゆ草くさ弓は長なが袖そでのＹシャツにキュロットを着ていた。ディパックを負ったその背に生えているものについて、幻三はよく知っている。隠かくすためには、長袖もやむを得ない。

　二人の若者はつい数日前、とある離島で散さん々ざんな目に遭あったばかりだった。

　一方の心弥は幻三と共に島から戻ったが、露草弓のみは、騒そう動どう後の一日二日、行方ゆくえ知れずになっていた。

　その弓が、今は心弥と共に目の前にいる。

　姿を確認したことで、幻三はやっと事件の全すべてが終わったことを実感した。

　もちろん若い二人にとっては、『これから』こそが人生の本番である。しかし老おいた幻三にとっては、ひとまず島の件に、こうして一つでも救いのあったことが素直に嬉うれしかった。

　しばらくの世間話の後で、弓と心弥は病室を後にした。

　廊ろう下かに遠ざかっていく足音を聞きながら、老人は『異い能のう者しや』たる二人の幸福を祈いのった。

　隠すべきことを隠して世を渡っていくのは、決して楽なことではない。しかし、理解者が一人でも傍そばにいれば、その負担は相当に軽くなる──幻三はその実例を多く見てきた。

　生きることそれ自体に、幸と不幸の双方がある。幸ばかりの人生などそもそも有り得ない。そして一人では背負いきれない不幸であっても、複数の人間が共に背負うことで軽くなる。

　──その理想を掲かかげて創つくられた組織、『キャラバン』は、その過程で人的な対立によって失敗した。しかし、成功した部分ももちろんある。

　若い二人には、その『成功』の道を歩んで欲しいと切せつに思う。

　その足音が聞こえなくなると、幻げん三ぞうは病室のベッドから立ち上がり、窓の傍そばに寄った。

　快晴の空に雲二つ──

　まだ午前中、朝食が終わったばかりの時間だった。

　正規の面会時間は午後からのはずで、つまり今の二人は〝別の用件〟のついでに、幻三の見舞いに来たものらしい。

　幻三はやや重い溜ため息いきを吐つき、眼下の水みな門と市を眺めた。

　この街まちには、多くの異い能のう者しやが特に集まっている。

　その理由は、彼が今、入院している病院にあった。

　文ふみ槻つき総合病院という。

　そこは、『相互救済』を目的としたキャラバンの運営による、確かな〝成功例〟の一つだった。

　この病院の医師達は、異能者を診みることに抵てい抗こうを持たない。中には自らも異能をもちながら、医師免許を持つ者も多い。

　人とは違った外見を持ち、なおかつ病やまいをもつ者達にとって、この文槻総合病院は生活になくてはならぬ医療機関だった。

　そして、今来た二人にとっても──

　この病院の力は、必ず助けになる──幻三はそう確信していた。

　文槻派は、世界の各地で異能者の診察ができる病院を運営していたが、キャラバンの内部では決して強い勢力でもない。

　しかし、その根底には派は閥ばつにこだわらない赤十字的な思想が流れている。そのために、他の派閥も強しいて文槻派に手出しをすることはない。

　ここの医師達ならば──あの二人を、決して悪いようにはしないはずだった。

　幻三は改めて、彼らの将来に幸さちの多きことを祈いのった。

　すがる対象は、決して〝神〟ではない。

　人の、〝良心〟である。
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　希き崎ざき心しん弥やはその女医を、「信用できる」と見た。

　身にまとう感情の色に調和がとれている。歪ゆがんだところがほとんどない。

　なにより──彼女は、弓ゆみの翅はねを見て『綺き麗れい』と言った。それが本心からの言葉であることを、心弥は彼女の〝色〟から読み取った。

「うわぁ、綺麗……ね、この翅、動かせるの？」

　まだ若い女医は、まじまじと弓ゆみの背を見つめ、好奇心の強い嘆たん声せいをもらした。

「はい、動かすのは、別に──」

　真白い背をさらした弓は、心しん弥やの視線を気にしつつ応こたえる。

　翅はねが震える程度に蠢うごめいた。

　心弥は努つとめて、その裸ら身しんから視線を逸そらす。

　が──

「彼氏、ちゃんと見とく！　誰だれのための診察だと思ってんの」

　女医の拳こぶしに、頭を軽く小こ突づかれた。

「いい？　この子の翅は、場合によっちゃキミが手入れするんだからね。ヘンな気ぃまわさないで、ちゃんと聞いときな」

　若い女医は小気味よく声を張った。

　医師の名は、文ふみ槻つき香か夜や子こといった。

　まだ二十代そこそこで、この文槻総合病院の〝院長令れい嬢じよう〟という話だったが、決して気品のあるタイプでもない。しかし気取ったところのない言動に、心弥はかえって好感をもった。

　短く切り揃そろえた髪は理知的に見えたが、表情そのものはいかにも緩ゆるい。そこには患かん者じやを和なごませる雰囲気がある。

　女医に言われるまま、心弥は遠えん慮りよがちに、露つゆ草くさ弓の──その、裸はだかの背に視線を戻した。

　弓は硬こう直ちよくしていた。

「それからあんたも、彼氏に見られてるぐらいでいちいち照てれてんじゃないの。背中なんか水着でも見えるでしょーが？　あん？」

「あの、でも、水着と裸はやっぱり違うってゆーか……」

　弓は小さく呟つぶやいた。

「胸と下は見せてないんだからいいじゃん。だいたい、彼氏も例の島でもう見たんでしょ？　今いま更さら照れられると、こっちがやりづらいわ」

　香夜子の言葉に、弓は赤面しつつ小さく頷うなずいた。

　脱いだＹシャツを丸めて胸を隠かくしつつ、少女は肩越しに、心弥の表情をうかがってきた。

　恥はずかしげに伏せた眼めと視線が合って、心弥にも赤面が伝染する。

　どうにも、表情までが艶なまめかしい。眼のやり場に困って、心弥はまたつい視線を逸らす。

「──中坊か、キミらは」

　香夜子医師がぼやいた。

「はぁ、つい半年ほど前まで──」

　真面目くさった心弥の返答に、今度は香夜子医師、軽く吹き出す。

「くだらんこと言ってないで、ちゃんと見てなさい。これから真面目まじめな話、はじめるからね」

　医師は、弓の背──三対つい六枚まいに生えた『翅』の付け根に、細い指先をそっと這はわせた。

　爪つめと肉の境さかい目めのように、翅はねの根元は滑なめらかな薄皮に覆おおわれている。

「──それにしても、肌はだきれいねぇ。若いっていいよなぁ……腰も細いし、生意気にでるとこでてるし──」

「あの……先生。真面目まじめな話を」

「あぁ、ごめん」

　はやく服を着たい一心の弓ゆみの言葉に、女医は苦笑と咳せき払ばらいで応じた。

　おそらくは、わざとからかっている──心しん弥やはそう直感した。

　文ふみ槻つき総合病院の奥、特別診察室──

　そこは、『異い能のう者しや』のためにある診察室の一つだった。

　人に外見的、あるいは内面的な〝影響〟をもたらす、迷めい宮きゆう神しん群ぐん──彼かの者達の影響によって、弓と心弥は、それぞれに奇妙な力を得ている。

　希き崎ざき心弥の場合は、人の感情が『色』として視覚的に認識できるだけだが、幼なじみの露つゆ草くさ弓は、数日前に本物の『翅』を生やした。

　その翅について相談するようにと、知人にこの病院を紹介されたのが、つい昨日──紹介者の翁おきな居い夢ゆめ路じの名を出すや、心弥と弓は受付からそのまま奥へと案内された。待ち時間に幻げん三ぞうの見舞いを終えた今は、この診察室にいる。

　地元では知らぬ者もいない大病院だった。

　夢路から、この病院に『異能者』専門の病びよう棟とうがあると知らされたとき──心弥は、まだ詳くわしくは知らない『キャラバン』の組織力に脅きよう威いを感じた。そこには未知のものに対する警戒も混じっている。

　診察室は、少し広めの保健室に似ていた。

　棚たなに並んでいる薬品類はさして多くもなく、ただの診察室には珍めずらしいまともなベッドも、複数が用意されている。

　その部屋の今の主、文槻香か夜や子こ医師は、初顔合わせにも関かかわらず、いかにも気さくだった。心弥が話していないことまで、全すべてを把は握あくしている──会った時からそんな顔色である。紹介者の夢路から、すでにあらかたの話がいっているらしい。

「──じゃ、触しよく診しんさせてもらうけど、痛かったら言ってね」

　弓の耳元に囁ささやき、香夜子医師は翅の付け根を丹たん念ねんにいじりまわしはじめた。

「あ──は、はい……」

　やや遅おくれて応こたえた弓の声が、わずかに震えていた。

　心弥がその感情の色を見る限り──別に脅おびえているわけではない。また痛みがあるわけでもないらしい。しかしその表情には、明らかに妙な気配が漂ってもいる。

「ここ、痛い？」

「い、いえ──で、でも、あんまり触さわらな……」

「……ふーん。こっちは？」

　香か夜や子こが付け根の一部を指先でこする。

「やっ……あっ……ちょ、ちょっと待ってくださいっ！　ひっ……」

　硬こう直ちよくした肩が、ぴくぴくと小こ刻きざみに震えた。うつむけた顔の紅あかさは、先程までのそれとは意味合いを変えつある。

　吐と息いきが荒い。眸ひとみには涙が溜たまっている。

　医師は性格の悪い苦にが笑わらいをもらした。

「──ひょっとして、感じる？」

「そ、そういうわけじゃ……」

「あの、先生──お願いですから、真面目まじめに」

　見み兼かねて、心しん弥やは低く呟つぶやいた。悪ふざけにしては性質たちが悪い。相手が男の医師なら、即そく座ざに弓ゆみを連れ帰っている。

　しかし香夜子の眸は、徐じよ々じよに真しん剣けん味みを増しつつあった。

「真面目なつもりよ、大事なことなの。神経との境さかい目めをわきまえておかないといけないからね──ちょっと、力いれるよ」

　香夜子の指先が、翅はねの根元を強くつまんだ。

「いたっ！」

　びくりと跳はねて、弓が背を丸める。白い背は、緊張のためにうっすらと汗ばんでいた。

　心弥は思わず腰を浮かして立ち上がりかけた。我知らず、拳こぶしを強く握り込んでいる。

「あ、痛かった？　ごめんね。こっちは？　上の方──」

「……そっちは、別に大丈夫です」

　香夜子は、独ひとり合が点てんしたように頷うなずいた。やたらに心配げな心弥を振り返り、和なごませるように笑ってみせる。

　いかにも憎にくめないその笑顔に、心弥の抱きかけた不信感が簡単に払ふつ拭しよくされた。

　──何かおかしい。

　心弥は感情の部分で香夜子を肯こう定ていしつつ、理性で割り切れないものを感じた。

　その女医は悪い人間ではないように見えた。だが、自分が彼女に抱きつつある『好印象』には、何か別の要素が絡からんでいるような違い和わ感かんがある──

　そんな心弥の感覚を知る由よしもなく、香夜子は触しよく診しんを終えた。

「うん。この翅って、薄っぺらい爪つめみたいな感じらしいわね」

「爪……ですか？」

　心弥が問う。

「そ。生はえ際ぎわの部分をよく見て。薄皮みたいな感じで覆おおわれてるでしょ？　見た目も似てるけど、この背中と翅の関係って、指と爪のそれに近いみたいね」

　並んで覗のぞきこむ心しん弥やに、香か夜や子こは真面目まじめくさって講義をした。弓ゆみは赤面しつつも、見られているためにまだ律りち義ぎに服を着ようとはしない。

「神経が通っているのは、背中から生はえ際ぎわの一センチあたりまで。特に根元の部分には、かなり敏感な神経が集中してるわ。でも先の方は、爪つめの先っぽとほとんど同じで、触さわっても痛くないみたい。少しくらいなら、切っちゃっても大丈夫かもしれないけど──」

　一いつ旦たん、迷うように口をつぐんだ。

「……あんまり、切らない方がいいとは思う。どう見ても再生しそうだし──たとえば頻ひん繁ぱんに切っていると、伸び方がはやくなったり、あるいは変形して変な具合に曲がったりとか、痛くなったりとか──それに下手へたすると『進化』しちゃうことがないとも言い切れないから。

　本当に隠かくしきれない時だけは仕方ないけど、もしこれ以上に伸びないようなら、普ふ段だんは伸ばしたままにして放っておきなさい。まぁ……切らなきゃごまかせない事態が、そうそうあるとは思わないけれどね」

　香夜子医師は一通りの意見を述べ終えると、弓の肩を摩さすって、服を着るよう合図した。

　弓はようやくに安あん堵どの息を吐はく。その頰ほおはまだ紅こう潮ちようしたままだった。

「──さて。翅はねの方はともかく、問題は弓ちゃんの今後か」

　医師の言葉に、心弥は神妙に頷うなずいた。

　未解決の問題はいくつかある。

　徒と帰き島での一件については、『中継地点のＮ島で弓の気分が悪くなり、そこで一泊しているうちに徒帰島が無くなった』という言い訳で友人たちをごまかした。フェリーの乗船記録は、夢ゆめ路じの仲間がわざわざ忍しのび込んで改かい竄ざんしてくれたらしい。

　心弥の側は、それでもう特に支し障しようはない。しかし弓の方は、それだけで済すまなかった。

　背中の翅は服で隠せるが、常に隠し続けるとなれば困ることもある。

　学校での体育の授業、着替え、身体測定に健康診断──

　それらの行事を切り抜けるには、どうしても方ほう便べんが必要だった。

「学校は続けるんでしょ？」

「──私は……もうやめちゃっても、別にいいんですけれど」

　医師の問いに、弓は控えめに答えた。

「ただ、お母さんが納なつ得とくしてくれるかどうか──」

　心弥は弓の母の顔を思い出した。弓に似て美人ではある。

　ただし、その感情の色合いは──あまり感心しないものだった。弓がその色に染まらず育ったのは、亡なくなった父親の影響だろうと心弥は勝かつ手てに判断している。

「え？　なによ、ひょっとしてやめたいの？」

　女医は意外そうな顔をした。

「どうしても、もしみんなにバレたらって、考えちゃうんです。いつも気にしながら通うくらいなら、やめちゃった方がいいかな、って……まだ一年生だし、学費の問題もあるから、やめるんなら早い方がいいですし」

　母子家庭の弓ゆみの家は、父親の保険金で生活には困らないながらも、余よ裕ゆうがあるわけでは決してない。携けい帯たい電話ももたない彼女の経けい済ざい観かん念ねんは、同世代の娘より頭一つ以上は抜けている。

「ふーん。彼氏も同意見なわけ？」

「僕は──」

　少し、返答に迷う。

　心しん弥やには、弓の選択が正しいか否いなか、わからなかった。おそらくは──誰だれにもわからない。翅はねのことが発はつ覚かくしなければ、『行っておいて良かった』ということはあるだろう。しかしもし発覚すれば『やめておけば良かった』と思うに違いない。

　そして、弓自身が発覚の危険と学校の双方を天てん秤びんにかけ、『やめた方が良い』と判断したのならば、その選択は尊そん重ちようしたかった。

　ただし──そうなった弓を放って、自分一人が高校に通い続けるのも気がひける。同時に将来のことを考えれば、弓にも自分にも、少なくとも高卒の肩書きは欲しかった。

　様々な思いを頭に交こう錯さくさせつつ、心弥は答える。

「まだ迷っています。発覚しないように休みながらでも、なんとか卒業だけできれば、とは思うんですが……」

　我ながら、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな意見だとは思った。しかし心弥には、他の妙みよう案あんも浮かばない。

「うーん……そうよね。あたしも、いきなりやめることはないと思うわ。とりあえず二学期はしばらくやってみて、隠かくすのがツラいようならやめりゃいいよ。変わったのが顔とかならともかく、なんせ背中だし、肌はだ色いろの絆ばん創そう膏こうとかつかえば、隠せない場所でもないと思うから。ひとまずは病気でっちあげるけど、何か希望ある？」

　香か夜や子こは事も無げに言った。

　心弥と弓は顔を見合わせた。夢ゆめ路じが『相談に行け』といった理由が、今になってはっきりとわかった。

「でっちあげるってことは──」

　確認の意を込めて心弥が問う。

「うん、要するに仮け病びよう。適当なとこで自じ律りつ神しん経けい失しつ調ちよう症しようとかでもいいんだけど、弓ちゃんて外見が調子悪そうに見えないんだよねー」

　香夜子は屈くつ託たくなく笑った。

「あたしの専門は外科だから、病名は内科の先生とも相談するつもりだけど──ま、学校の体育とかは、そういうので休めるように診断書を書いてあげる。何か都つ合ごうの悪い行事がある時は、噓うその検査予定でも入れるとして……あ、もちろん身体検査や健康診断なんかは、全部休んでここでやってね」

「でも──それって、いいんですか？」

　弓ゆみが不安げに問いかけた。女医は意外そうな視線を向ける。

「何が？」

「だって、そんなことがばれたら、先生もただじゃ……」

「そっちは大丈夫よ、いつもやってることだし。キミらが黙ってればバレない。もしバレたって、キャラバンが適当に始し末まつつけてくれるから」

　香か夜や子こはからからと笑い、そして直後に表情を改めた。

「ま──ほんとにその病気で苦しんでる人たちには、こういう噓うそって悪いと思うんだけどね。でも、あんた達には『理由』が必要でしょ？　日常生活で、その背中を隠かくし通すための『理由』がさ──

　普通の医者はこういうことで噓つけないけれど、あたしはキャラバンの人間だから、こういう噓をつくために、わざわざ医師免許とってるの。だから、あんたらも安心して共犯になんなさい」

　香夜子の声は、悪戯いたずらを楽しむ子供のそれに似ていた。

「キャラバンて……そんなこともできるんですか」

「まぁね。いざって時に頼りにはなるよ。給料にこだわんなきゃ就職先も斡あつ旋せんしてくれるし、変な目的でなければ、戸こ籍せきや旅券、免許の偽ぎ造ぞうもしてくれるから」

　香夜子医師は世間話の口調で軽く言い放った。

「キミらもそのうち、世話になるかもしれないわ。高卒大卒の資格くらいなら、手て間ま賃ちんと簡単な審しん査さで偽造してもらえる。もちろん学校名は、キャラバンが運営に絡からんでる場所に限られるけどね」

　その話に、心しん弥やは希望よりもうそ寒さを憶おぼえた。少なくともこの時点で、件くだんの『キャラバン』が合法的な組織でないことは間違いない。

　人の良さそうな目の前の女医も、その〝関係者〟だった。

　そして、おそらくは自分達も──もうその〝関係者〟にならずして、普通の生活を送ることはできないような気がした。ただし悪いことに、たとえ関係者になったからといって、『普通の生活』ができるという保証もない。

　強制的な選択は、どんな柔やわらかい言葉に包まれていても不安を伴ともなう。

　夢ゆめ路じや幻げん三ぞうは、キャラバンは相互協力、弱者救済の組織として創つくられたと言っていた。しかし同時に、『今はそうでもない』とも教えてくれた。

　──あるいは、彼らを信用するのは間違いかもしれない。

　心弥はふと、そう思った。

　しかしそれでも、信用しなければ、人の世界で生活することは難しい。

　幼なじみの弓はまだ、そこまで考えてはいないようだった。ただ幻三や夢路を、「助けてくれたから」という理由だけで信用している。心しん弥やもまた、夢ゆめ路じと幻げん三ぞうに対しては疑いをもっていない。

　だが、徒と帰き島で会った宇う津つ星ぼしと敬けい神しんという男達──

　彼らもまた、〝キャラバン〟の一員だった──それが、心弥の抱く不安の理由でもある。

　しかしその思いを、言葉と表情に出すことはない。

　香か夜や子こ医師は、メモに何事かを書きつけながら言った。

「病気と症状は、後で適当なのをリストアップして届けさせるから、好きなのを選んでおいて。もう一つ、これは確認だけど──お母さんには、その翅はねのこと黙っとくってことでいいのね？」

　弓ゆみが頷うなずいた。

　そのことについては、事前に心弥とも話し合っていた。

　仮かりにもし、翅のことを弓の母に話したとすれば──

　彼女は実の娘を、異い形ぎようの者として恐れるかもしれない。

　またもし、彼女が恐きよう怖ふではなく〝心配〟の念を抱いたとすれば、弓の翅を治すべく、通常の病院に駆け込まれるはずだった。

　どちらにせよ、誰だれにとっても良い結果をもたらさない。弓は弓で、心弥に相談する前から黙っていることを決めていた節ふしがある。

　──彼女は、母親を信用していない。

　おそらくは愛してもいない。

　古い付き合いの心弥には、その思し考こうが理解できないでもなかった。

　世の親の全すべてが子供を愛しているというのは、ただの理想か幻げん想そうにすぎない。現実には、子供に暴力をふるう親もいれば、子供を捨てる親もいる。

　実の子を虐ぎやく待たいする母親、実の娘に手を出す父親──ワイドショーのネタにもならないそんな陰いん惨さんな状況は、人が目を逸そらしている間にも必ず何ど処こかで起きている。

　弓の母子家庭には、目立つ問題はまったくない。しかし母娘おやこの間にあるのは、基本的にお互いへの『無関心』だった。

　さすがに島から帰った直後には、弓の母もその無事を涙ながらに喜んでいたが──心弥は、その感情の色に吐はき気けを憶おぼえた。

　彼女にあったのは自己陶とう酔すいばかりで、真から弓の帰き還かんを喜ぶ感情は見えなかった。死んでいたかもしれない娘が帰ってくれば、嬉うれしいに決まっている──その自己暗あん示じが涙となって溢あふれただけで、彼女にとっての弓は、血のつながった他人らしい。

　その事実は、弓にも話していなかったが──弓本人にも、うすうす勘かんづいている様子はあった。

　擦すれ違いの原因はおそらく、より父親に懐なついていた弓と、キャリアウーマンの母親の性格、その双方にある。

　あの母親になら、話さない方がいい──

　心しん弥やもそう感じていた。

　香か夜や子こは頷うなずいただけで、深く問いただしもしなかった。

「じゃあ、夏休み中にお母さんも呼んで、『病気』の方の説明してあげる。それから、その翅はね──色々と不便はあると思うけど、背中のことだし、やっぱり日常生活でも隠かくせると思うわ。詩し乃のあたりに比べればいい方よ。もう婚約者も知ってるんだから、気楽なもんでしょ？」

　あっさりと言い放った香夜子の言葉に、心弥は耳を疑った。

「──こ、んやく？」

　頭の中で漢字変へん換かんを終えた弓ゆみが、その発音を確かめるように呟つぶやく。

　香夜子はさも意外そうに、呆あつ気けにとられる二人を横目で見た。

「あれ？　違うの？　爺じじいがそう言ってたけど」

「……幻げん三ぞうさんが？」

　心弥が問う。

「いや、性格の悪い百五十歳のほう」

　心弥と弓は顔を見合わせ──すぐに赤面して、互いの視線をぱっと逸そらせた。

「──かわいーわね、キミら……」

　香夜子医師は、呆あきれたようにひっそりと呟いた。
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　──爺がからかいたくなるのも、わかるかなぁ。

　二人の若い患かん者じやが去った後で、文ふみ槻つき香夜子は苦笑まじりにカルテへ所見を記入しはじめた。

　露つゆ草くさ弓という少女の方は、同性から見ても可愛かわいいと思った。人目を惹ひく華はながある上に、言葉遣づかいや声も聞きやすい。

　しかし香夜子の印象に強く残ったのは、むしろ心弥という少年の方だった。

　とりたてて、目立つ少年ではない。

　顔立ちはまだ幼く、決して美び形けいではないが不ぶ細さい工くでもない。よくよく見れば顔立ちは整っているのだが、全体にひたすら地味だった。

　しかし──印象には、強く残った。

（なんだろね、あの子は……グランレイスの異い能のう者しやってのは、初めて見たけれど……）

　なんであんなに、強そうなんだろう──

　得た感触に、香夜子は首をひねった。

　凄すご味みなど皆かい無むに等しく、腕力がありそうなタイプでもない。しかし香夜子は、少年に得え体たいの知れない〝脅きよう威い〟を感じた。

　体内に厄やつ介かいな何かを秘めていそうな、そんな印象を受ける。それが恐きよう怖ふとして感じられなかったのは、少年の物腰が優やさしかったためかもしれない。

　文ふみ槻つき香か夜や子こは、迷めい宮きゆう神しん群ぐんの一、『思し念ねんの鎖くさり・ラドゥーティ』の異い能のう者しやの血をひいていた。あまり才能はないが、それでもわずかに、常じよう人じんにはない能力もある。

　あるいは──自分の中に薄く眠るその神群の血が、心しん弥やに反応したのかもしれない──香夜子はそう思って自分を納なつ得とくさせた。

　思し考こうしながらも、カルテには流りゆう麗れいな筆記体のドイツ語が綴つづられていく。

　書くことはそれほど多くもない。患かん者じやとはいえ『治療』の必要もないために、そのカルテにはむしろ、カウンセリング用の資料としての意味合いが強かった。

　簡素に過ぎるカルテは、翁おきな居い夢ゆめ路じが二人を彼女の元によこした、その理由の一つを象徴している。異能者を診みて驚かない医者は多いが、珍めずらしい異能者を診ると自らの所属する派は閥ばつに勧かん誘ゆうしたり、ひどい場合には研究対象にしてしまう者も少なくない。しかし文槻香夜子に関して、その心配はまったくなかった。

　なにより彼女は、今のキャラバンの〝現状〟を憂うれえる一人でもある。

「失礼しま……あら、患者さんは、もうお帰りなんですね？」

　診察室を覗のぞいた若い看護婦が一人、洗いたてのシーツを抱えて入室してきた。当然の如ごとく、香夜子の見知った職場の顔である。

「あぁ、ついさっきね。廊ろう下かで会わなかった？」

「えぇ、残念ながら。例の徒と帰き島じまの生き残りって子達でしょう？　どうでした？」

　年の近い看護婦は、好奇心を剝むき出しに問いかけてきた。

「別に。普通の連中だったよ。まぁまだ若いんだし、キャラバンの〝悪い部分〟に絡からまないようにしてやんないとね。両方とも珍しい能力だけど、あのクソ爺じじいが後見人なら、カーマインや山やま之の内うちの部下も迂う闊かつに勧誘できないわ。いけすかない爺だけど、そういうとこには顔が利きくから」

　香夜子の脳のう裏りに、作さ務む衣え姿すがたのにやけた男が浮かんだ。外見よりも遥はるかに年を食ったその男は、事あるごとに香夜子のおむつを換えたエピソードを持ち出す嫌な人間だった。

　なんであんなのが不老の身を持ってしまったのか、神を呪のろいたい。

「男の子の方は、グランレイスの異能者だそうですね？」

　ベッドのシーツを交換しながら、看護婦が香夜子に問う。

　グランレイスの異能者は、他の異能者に比べてその絶対数が少ない。これまでに確認されただけでやっと数人、その程度である。影響を媒ばい介かいする彼の作品が、主に西洋圏に集中しているため、日本人で確認されたのは今の少年──心弥が初めてだった。

「らしいね。あたしの色も読まれたのかな。どんな風に見えたことやら」

　くすくすと笑う香か夜や子こには屈くつ託たくがない。

　その笑いが、そのまま欠伸あくびに変わった。

「それより先生──夜勤明けでしょう？　少しお休みになったら如何いかがです？」

「うーん。そだねぇ……」

　昨夜は明け方に、知人から急な往おう診しん依頼が入った。すぐ近くの紅あか街まち中華街のホテルに呼ばれ、旧きゆう知ちの患かん者じやの腕を数針縫ぬってきたが──自分ほどの〝名医〟がわざわざ呼ばれる怪け我がではなかったと、今にして思う。

　香夜子は時計を見た。午前十時──十一時から、抜けづらい会議がある。眠ると起きられない公算が強い。

「やめとくわ、会議もあるし。今晩は夜勤もないし、夜になったらゆっくり寝かしてもらうよ」

　香夜子は欠伸をかみころす。

「あらそう。でもわざわざ来たのに、それまで待つのは面めん倒どうなのよね」

「……え？」

　唐とう突とつに、看護婦の声質が変わった。香夜子は驚いてその顔を見上げる。

　見知った顔──それは間違いない。一いつ緒しよに仕事をしている仲間の顔を、忘れるはずもない。

　しかし看護婦の気配は、香夜子の知る彼女のものとは異質なものに変化しつつあった。

　椅い子すから腰を浮かしかけた香夜子の頰ほおに、そっと看護婦の冷たい掌てのひらが触れた。

「お久しぶりね、香夜子ちゃん。こんなに大きくなっちゃって……あ、胸は相変わらずぺったんこみたいだけど」

「──な……」

　──知っている看護婦ではない──

　気付いた香夜子は、逃げようとして身体からだに力をいれた。しかし全身の筋肉は弛し緩かんしたように動かず、そのまま椅子に座り込む。

「……誰だれよ、あんた……」

　掠かすれる喉のどで問いかける。

　看護婦は──否いや、看護婦の姿をした〝もの〟は、にっこりと優やさしげに笑った。

「忘れちゃったわよねぇ。記憶、ちゃんと消しておいたもの。もう一度名乗ってあげてもいいんだけど、この記憶も忘れさせちゃうから、意味ないわよね」

　甘あまい香りが鼻び腔こうを突き、目の奥から脳のう髄ずいへと染しみていった。

　香夜子の視界が暗くなる。

　瞼まぶたが徐じよ々じよに閉じていくのが、自分でもわかった。抵てい抗こうしようにも、眠気以上の力で感覚は麻ま痺ひしていく。

　──聴いたことがある。

　キャラバンに昔から関かかわる吸きゆう血けつ鬼き──血を吸われた人間は記憶を消され、吸われたことにすら気付かないことが多いが、その吸きゆう血けつ鬼きは吸った相手の姿になりかわることができる──

　指紋、声せい紋もん、網もう膜まくパターンにＤＮＡ、身体からだの古傷から一本一本の毛髪の長さまで──血液には含まれない情報さえも、その変身には反映されるらしい。

　人の姿に変わり続ける彼女は、老おいることがない。身体の中身ごと若くなり、変化を繰り返すことで永く生き続けているという噂うわさだった。

　この世に一人しかいない、その異い能のう者しやの、名は──

「──満月の……フェルディナン……？」

　眠りに落ちる寸前に、香か夜や子こはごく小さな呟つぶやきを絞しぼり出した。

「あら、知ってた？　夢ゆめ路じのせいで、私も有名になっちゃったからなぁ」

　看護婦──フェルディナンが応こたえた時には、もう文ふみ槻つき香夜子は寝息をたてていた。

「ごめんなさいね。痛くしないから、寝ていなさい」

　フェルディナンはくすりと細く笑った。

　白い手が翻ひるがえり、白衣の前へと差し込まれる。

　シャツのボタンを、一つ、二つ──

　ゆっくりと外はずした。

　香夜子の白い肌はだを目にして、看護婦は目を細める。薄い胸に顔を近づけ、柔やわ肌はだにそっと舌を伸ばした。

　伸びた舌は、細く長く収縮し──やがて注射針の細さに達する。

　動いた視線が、香夜子の肌にある小さな黒子ほくろを見つける。ごく細い注射針と化した舌が、その黒子を突き通した。

　ほんの数秒──フェルディナンはそうしていた。

　やがて顔をあげた彼女は、面上に情事の後のような恍こう惚こつとした微笑を浮かべ、霞かすみのように立ち消えた。

　あとには、何の痕こん跡せきも残してはいない。

　その後、香夜子は昼の会議に遅刻した。

　遅刻の理由は、〝ただの寝坊〟──

　いつのまに眠ってしまったのかも、彼女は憶おぼえていなかった。
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　紅あか街まち中華街の小こ径みちを奥に進んだ先に、一軒の小こ綺ぎ麗れいなケーキ店がある。

　店の名は〝点てん心しん華か心しん〟──

　小さな店構えながら、オリジナルのケーキと点心の双方を出すとあって、女性誌などにも小さく載った人気店ではある。

　しかしながら、店の主をよく知る者は、その店の話をする折に失笑を禁じ得ない。ともすれば露ろ骨こつに嫌な顔をする者もいる。

　その店内の一いち隅ぐうに、心しん弥やは弓ゆみと向かい合わせに座していた。

　まだ開店して間もない時間だけに、他の客の姿はない。

　心弥の前には烏龍ウーロン茶ちやとアーモンドラスク、弓の前にはアップルティーと、ラズベリーパニックと名づけられた店主の新作が並んでいた。

　心弥は冷さめた目で、彼女がつまむケーキを眺める。

　薄く幾いく層そうかに重ねられたスポンジの間に、自家製のラズベリージャムとシロップ、生クリームなどが挟はさみ込こまれているらしい。その上に、真っ赤に熟した生のラズベリーが、どさどさと山盛りになっている。

　紅あかい色彩は目に鮮あざやかだった。心弥はつい絵描きの目で、弓のケーキを眺める。

　製作した店主は、心弥達が入ってくる前から奥で電話中らしい。二人の前に並んでいる品は、カウンターに立つメイド姿の店員、フローラが、店主のかわりにおごってくれた品だった。

　フリルつきの可愛かわいらしい制服をまとい、銀髪の娘はケーキを入れるショーケースを整理している。碧あおの眸ひとみと整った顔立ちは、店の雰囲気には合っていたが、こんな小さな店にいるのがもったいない印象もあった。

　彼女もまた、それなりに隠かくし事ごとのある人物らしい。

「これ、美味おいしいよ。心弥ちゃんも食べる？」

　ケーキを見つめる心弥の視線に気付いて、弓がフォークに刺した一切れを差し出した。

「いいよ。それより──」

　味は少し気になったが、さすがに気恥ずかしい。

　心弥は烏龍茶をすすりながら、傍かたわらに真新しいスケッチブックを広げた。

　数日前まで愛用していたスケッチブックは、徒と帰き島でのどさくさで失くしてしまった。新しいそれは、つい今いまし方がた、店の席につくなり弓がくれたものである。

「このスケッチブック、ありがとう。描きやすそうだ」

　心弥は素直な笑顔を見せて礼を言った。

「ううん。心しん弥やちゃんに、いろいろ迷めい惑わくかけちゃったし……前のやつ失くしたのも、私のせいみたいなものだから」

　明るく振る舞う弓ゆみの表情に、心弥は島へ行く前にはなかった、わずかな陰かげを見た。幼なじみが少し、大人おとなびて見える。

「露つゆ草くさのせいってことはないよ。それに僕は、あの島に行ってよかったと思う」

　動どう揺ようのために、弓の色が揺れた。心弥は眼めを瞑つぶる。彼女の色を確認するような真似まねは、もうしたくなかった。その能力が原因で、彼女の本心を見失い、擦すれ違った経緯いきさつもある。

　しかし──姿を見るだけでも、感情の色は心弥の眼に飛び込んでくる。こればかりは、どうしようもない。

「それって──」

　弓が心持ち頰ほおを染め、心弥を見つめた。

　心弥は慌あわてて首を横に振る。

「あ、いや、深い意味はなくて……ほら、幻げん三ぞうさんも助けられたし、夢ゆめ路じさんとかとも知り合えたし」

「あぁ、なるほどね」

　弓は破顔した。少し──残念そうに。

　心弥は内心で溜ため息いきを吐つく。

　思ってはいても、なかなか言えないことがある。言えば弓は喜ぶかもしれないが──その後がおそらく、今よりさらに気まずい。

　島での一件以来、二人の関係は明らかに変わった。

　ことに──弓が帰ってきた当日に、心弥は思い返せば恥はずかしさしかない行動をとっている。以来、彼女は好意を示す桃系の強い色を発色し続けていた。

　──そのうち、また元通りになるんだろうな──

　心弥はそんなことを思いながら、真新しいスケッチブックの紙を撫なでた。ケント紙の肌はだ触ざわりが、指先に心地よい。

「あ、そうだ。それの一枚目に、また私の絵、描いてよ」

　唐とう突とつに思いついたように、弓が華はなやいだ声をあげた。話題がうまくすり替わったことに、心弥もまた安あん堵どする。

「そういえば前のスケッチブックも、一枚目は露草だったっけ？」

「うん、お正月の時。お年玉もって画材屋さんに行ってさ」

「思い出した。描いてる最中に露草が居眠りはじめて──」

「そうそう。描き始めの構図は起きてたのに、描きあがったら寝顔になってたの。自分の寝顔って、めちゃくちゃ恥ずかしいんだよねー。今日の背中も、相当あれだったけど」

　弓はいつもの調子で、くすくすと笑った。その笑顔に、心弥は無む性しようにほっとする。他愛たわいもない日常が、たまらなく大切なものに思えた。

　カウンターの奥の扉ドアから、作さ務む衣えの男が顔を出した。

「お？　なんでぇ、心しん弥やと弓ゆみか。まだ開店直後じゃねえかよ」

　意外そうに呟つぶやいた翁おきな居い夢ゆめ路じは、作務衣の上にエプロンをかけていた。似合ってはいないが、着慣れているためか、構図としては何故なぜかはまっている。

〝点てん心しん華か心しん〟の主にして創作ケーキの匠たくみたる彼に、心弥は小さく会え釈しやくを送った。

「夢路さん、お邪じや魔ましてま……」

「夢路さん！　どういうことですか、病院の先生に、変なこと吹き込んで！」

　心弥の挨あい拶さつを遮さえぎって、弓が即座に声を荒げた。

　夢路はきょとんとして、澄すました顔の店員、フローラと顔を合わせる。

「いま、病院行ってきた帰りなんだって。香か夜や子こちゃんとお話してきたらしいよー」

　メイド服の店員は、わざとらしくにっこりと夢路に笑いかけた。夢路が弓に責せめられるのを、明らかにおもしろがっている。

「うん？　変なことって、なんだ？」

「とぼけないでください！　その、こ、婚約とかっ」

　夢路は額に指をあて、思し案あんげに眼めを閉じた。

「──さて、そんなこと言ったかねぇ……少なくとも記憶にはないぞ。どうも最近、物忘れがひどくてなぁ。まぁ俺おれも、いい加か減げんに歳としだし」

　人を食った返答に、弓が照てれ隠かくしの睨にらみを利きかせる。

　心弥は苦笑して、その後を引き取った。

「いま、文ふみ槻つき先生と会ってきました。いろいろとありがとうございます。おかげさまで、今後の方針もいい方にたちそうです」

　夢路は、にっ、と口の端を持ち上げて笑った。憎にくめない顔ではある。

「そうか。どうだった、あの小娘は？　お前さんの感想を聞きたいね」

　夢路の声には、心弥をからかうような響きがあった。それにひっかかりつつ、心弥は率そつ直ちよくに私し見けんを述べる。

「どうって……性格の明るい人だと思いましたよ。なんていうか、患かん者じやを安心させる雰囲気がありますね」

　夢路は頷うなずいた。

「だろうな。それがあいつの〝力〟なんだ」

　皮ひ肉にくのこもったその声に、心弥と弓は首を傾かしげる。

　夢路は軽い口調で説明をはじめた。

「文槻の血筋には、神しん群ぐんの〝思し念ねんの鎖くさり・ラドゥーティ〟って奴やつの影響がはいってる。香夜子は才能がなかったのか、たいした力もないが……それでも、周囲の相手に敵意をもたせにくいっつう地味な能力があるんだよ。詳くわしい話は忘れたが、フェロモンの代わりみたいな感じで、得え体たいの知れん物質を周囲に発散しているらしい。上位の異い能のう者しやになると、初対面の相手を古い友人と錯さつ覚かくさせることもできる」

　心しん弥やは、自分が抱いた彼女への好印象に得とく心しんがいった。同時に、わずかな薄気味悪さも感じたが──人の感情が色で見える我が身をかえりみると、五十歩百歩ではある。

　夢ゆめ路じは肩をすくめてみせた。

「ま、そいつを抜きにしても、あの小娘は悪い奴やつじゃない。とりあえずは信用しとけ。

　だが、〝ラドゥーティ〟の力を受け継いだ全員がいい奴ってわけでもないからな。もしこれから出会う奴で、やたら印象のいい奴がいても、ちゃんと用心しろよ。ヤバい奴も少なくないんだ」

　心弥は頷うなずいた。他にどんな異能者がいるのか──心弥はまだ、それを知らない。好むと好まざるとに関かかわらず〝キャラバン〟と付き合っていく以上、夢路や香か夜や子こからは、折に触れて聞かなければならないことがありそうだった。

「じゃあな。俺おれはちょいと、これから忙いそがしくなりそうなんだが、ゆっくりしていけ」

　それだけ言い残すと、夢路は弓ゆみから逃げるように、奥の厨ちゆう房ぼうへと引っ込んだ。

　フローラがその後に続いて扉ドアの奥に消える。何事かを夢路と話し合う声が聞こえたが、内容までは摑つかめない。しんし、みずもとという単語が、わずかに席まで漏もれていた。

「あの人、ほんっとに性格悪そうだよね」

　弓が憤ふん然ぜんとして呟つぶやいた。

「歳としが歳だから、若い子をからかうのが趣味なんだよ、きっと」

　心弥は達たつ観かんしたような口調で応こたえた。弓は意外そうな眼まな差ざしを心弥に送る。

「心弥ちゃんは、あの人のこと好きなんだ？」

「助けてもらったからね。それに、悪い人じゃないと思う」

　心弥は答えた。

　──理由は、もう一つある。

　人の感情が色で見える心弥だが、しかし「夢路の色」だけは、まったく見えない。夢路本人は、その現象を『シャパニアの加か護ご』といっていた。その意味は摑めないが──つまり夢路には、人が神しん群ぐんから授かった力が通用しないらしい。

　そんな人間を、好んで敵にまわしたくはない。相手が好意的となれば尚なお更さらである。

　ちりんちりん──

　扉についた鈴を鳴らし、店に他の客が入ってきた。

　女子高生らしい三人組──夏休みだけに私服だが、扉をくぐりながらも喋しやべりっぱなしでいかにもかしましい。

　新しい来客に、奥からフローラが戻ってくる。

　心しん弥やは新しい客には見向きもせず、スケッチブックを片手に抱えた。

「ここで描いちゃうの？」

「ついでにゆっくりさせてもらおうよ。この炎えん天てん下かに外なんか出たくない」

「──それは同感」

　心弥の正直な意見に、弓ゆみも窓の外を眺めながら頷うなずいた。

〝点てん心しん華か心しん〟の外では、朝の日差しが日中のそれへと強さを増しつつある。コンクリの照り返しで気温そのものも上昇しはじめ、店に着くまでにも汗をかいた。特に予定もない以上、冷房の効いた店内に居座るのも悪くない。

　ちりんちりん──扉ドアの鈴が、また涼すずやかに鳴って来客を知らせた。

「え？　ここ入るの？」

「えぇ」

　話しながら入ってきた客は、丸眼鏡メガネの青年と、弓と同年代の娘だった。青年の方は理系教師のような白衣、娘の方はＹシャツにチノパンの格かつ好こうで、涼しげなショートカットが可愛かわいらしい。

　心弥は目の端で、彼らを見み咎とがめた。

　発色に──少々、奇妙な点がある。娘の方はわずかな不安の白と好意の桃色、これは珍めずらしくもない。問題は男の方で、ある種の後ろ向きな覚かく悟ごを秘めた、くすんだ銀色を浮かべている。

　気にはなったものの、あまり観察するのもはばかられて、視線を紙に戻した。

「いらっしゃ……あら、紳しん士しさんじゃない！　めっずらしー」

　店員のフローラが歓かん待たいの声をあげた。来客が夢ゆめ路じの関係者と知って、心弥は奇妙な発色にむしろ納なつ得とくした。

「あ！　かわいい子連れちゃってる！　デート？」

「違います。お願いですから、変な噂うわさは流さないでくださいよ」

「じゃ、援助交際とか？　んー、でも、そういうタイプの子じゃないわね」

　店員のフローラは、知人の客をからかうように笑っていた。

　狭い店内のこと──フローラと客の他愛たわいないやりとりを、聞くともなしに聞きながら、心弥はスケッチに意識を集中させはじめた。

　弓が微笑で、心弥を見つめる。

　今なら──満足のいく彼女の絵が、描けそうな気がした。
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　その日の夕食は、弓の手作りだった。

　大根のサラダに冷ひや奴やつこ、吸い物、茄な子すの味み噌そ田でん楽がく、焼き魚に御飯──見事に和風で統一された食卓に、心弥は首を傾かしげた。

　味にはまったく問題なかった。栄養面でもコスト面でも申し分がない。しかし、今までに弓ゆみが作ってきた風変わりな料理と比べて、あまりに正統派すぎる。

　タバスコ入りのシチュー、明太子メンタイコのサンドイッチ、味み噌そ風味のスパゲティにチーズチャーハン──そういったインパクトが少しも感じられない。

　差し入れと台所調理の違いはあれ、心しん弥やはそのことを奇き異いに思った。

　当の弓は、すぐ脇わきで後片付けに勤いそしんでいる。片付けは一人でやるつもりで、心弥は先に弓を家まで送ろうとしたが、結局は押し切られた。

　システムキッチンの流し台──

　弓が皿を洗い、脇で心弥がそれを拭ふく。

「露つゆ草くさ、さぁ」

「ん？　なぁに？」

　手元を洗剤で泡あわだらけにしながら、弓が反応する。

「なんか、隠かくしてるだろ」

　笑顔が固まった。図ず星ぼしらしい。

「……べつにー」

　すぐに弓は皿を持ち直し、洗い物の手を動かしはじめる。

「相談事があるなら聞くよ。黙っていたら、なんにもわからない」

　皿を拭きながら、心弥はそういった。洗い物はもうじきに終わる。二人分の食器だけに、たいした量でもない。

　最後の一枚、味噌田でん楽がくを載せていた磁じ器きの皿を心弥に手渡しつつ、弓は視線を合わせた。

「──色に出てた？　ひょっとして？」

　心弥は、首を横に振る。

「いいや、ただの勘かん。料理がまともすぎたから、まさか機嫌とろうとしてるのかな、と思って」

　正直なところを答えた。

　弓は軽く肩をすくめる。心弥の読みが、あたったらしい。

「じゃ、だめもとで言うけど……」

「うん？」

「──あのさ、今日、泊めてくんない？」

　ぱりん。

　心弥の取り落とした皿が、足元で派は手でに割れた。

　磁器の砕けた破片が、台所中に細かく散らばる。

「あーっ！　割っちゃった……あ、心弥ちゃん、スリッパ履はいてないの？　動いちゃだめだよ、いま、掃除機もってくるから！」

　一息に喋しやべると、弓は台所を抜けて、またすぐに戻ってきた。

　その手には、言葉通りに掃除機がある。弓ゆみが行って戻って来るまでの間、心しん弥やは固まったままだった。

「あーあ……このお皿、けっこういいやつじゃない？　だめだよ、注意して扱わないと」

　いつもの調子の声に、モーターの音が重なった。

　しゃがみこんで、弓はあたりの破片を掃除機に吸い込ませる。

　心弥はその髪を見下ろして、小さく口を開いた。

「露つゆ草くさ」

「ん？」

「送ってくから」

「ありがとー……って、やっぱだめ？」

　弓は残念そうに苦笑した。

　心弥も腰を屈かがめ、掃除機に吸えない大きな破片を拾いはじめる。

「……小学校の頃ころは、よく泊まりっこしたよね」

　諦あきらめきれないように、弓は小声に呟つぶやいた。

「今は小学生じゃない」

　子供をあやすような心弥の言葉に、弓の表情が曇くもる。少しの罪悪感を覚えながらも、心弥は良識に沿って説せつ得とくを続けた。

「遅おそくなって帰れないっていうならまだしも、まだ七時過ぎなんだし──おばさんだって心配するよ」

「それはない。お母さん、今日は泊まりだから」

　弓は小さく呟いた。

　心弥はわずかに眉まゆをひそめた。弓が運良く島から無事に帰ってきて、まだほんの数日しか経たっていない。

「──私が島に行ってる間、いま付き合ってる人と旅行に行く予定だったみたい。すぐに帰ってきちゃったから、ちょっと気まずかったらしいけど──でも今朝、ちゃんと出かけちゃった。相手の男の人も忙いそがしい人だから、なかなか休みとれないんだって」

　諦めたような微笑を浮かべて、弓は呟いた。心弥の眼めに、その表情はひたすら痛いた々いたしく映る。

「──でも、心弥ちゃんも迷めい惑わくだよね。ごめんね、無む理りいって……なんとなく、家に帰りたくなかったから、変なこと言っちゃった」

　弓は心弥から視線を逸そらして、フローリングの床ゆかに吸い残した破片を探した。

　心弥は失言を悔くやんだ。あの母親が──弓を、心しん底そこから心配するはずがない。それを誰だれよりも知っているのは弓本人だった。気休めの言葉を〝帰す理由〟に使うのは卑ひ怯きようだと、自分でも思った。

　拾った破片をキッチンテーブルに置き、心弥はくしゃりと弓の頭を掌てのひらで撫なでた。

「──とりあえず今日だけ、な」

　思わぬ言葉に、弓ゆみが咄とつ嗟さに顔をあげる。心しん弥やは憮ぶ然ぜんとして顔を背そむけていた。その横顔が、わずかに赤い。

「いたっ……」

　驚いた拍ひよう子しに、弓は落ちていた破片で掌てのひらを裂さいた。

　心弥は慌あわてて視線を戻し、中腰に傷口を覗のぞき込む。白い手──その小指の付け根に、薄くはがれた磁じ器きの破片が刺さっていた。

　破片を取り除くや、切り傷には細く血の筋が浮く。

「いったぁ……やっちゃった」

　眉まゆ根ねをしかめる弓は、しかしそれでもどこか嬉うれしそうだった。

　心臓の鼓こ動どうが、不意に速さを増す。

「ここはもういいよ。いま、救急箱とってくるから」

　そう言い置いて、心弥は足早に台所を出た。

　奥から救急箱を取って戻ると、弓は居間のソファに腰を降ろしていた。

　その頭の上には、心弥に異い能のうをもたらした絵──画家、グランレイスの描いた風景画がある。青空の下の湖こ畔はんの森と、古びた十じゆう字じ架か、雪をかぶった山の稜りよう線せんが、油絵の具で繊せん細さいに描かれていた。

　その絵は、近いうちに夢ゆめ路じが引き取りに来ることになっている。心弥としては愛あい着ちやくもあったが、確率は低いながら、人に影響を及ぼしかねない危険なものでもある。

　傷の具合を覗き込んでいた弓は、戻ってきた心弥に気付くと、その赤い傷口を見せびらかした。血を拭ぬぐったらしい手元のティッシュが、紅あかく染まっている。

「そんなに深くないみたい。大丈夫だよ」

「一応、消毒して絆ばん創そう膏こう貼はっとこう？」

「うん……あ、自分でできる。置いといて」

「片手じゃ難しいだろ。いいから、手だして」

　半なかば強ごう引いんに、心弥は弓の細い手をとった。

　血の筋は表面張力で丸く膨ふくらんでいた。温かい掌は、磁器の破片どころか子供の爪つめでも切れそうなほどに柔やわらかい。

　そこにできた傷口は、弓が言うほどに浅くなかった。

　ティッシュをあてると、血の跡あとが真っ赤に染しみる。

「──けっこう深いよ、この傷。痛いだろ？」

　傷に消毒液を垂たらすと、弓はびくりと身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「……ちょっとだけ、ね」

「包帯の方がいいかな──」

「それはおおげさ。切り傷なんだし、すぐに塞ふさがると思う」

　絆ばん創そう膏こうを貼はり終えると、弓ゆみは嬉うれしそうにその手をもう一方の手で握った。

　その顔がほころんでいる。

「なんかおかしかったか？」

　心しん弥やは奇き異いに思って問いかける。怪け我がをしたのが、嬉しがることとは思えない。

「そうじゃなくて……なんかさ。心弥ちゃん、優やさしいなぁ、と思って。前から優しかったけど、島から戻ってきてから、特に」

　上うわ目め遣づかいに呟つぶやかれて、心弥は赤面しながら呆あきれた。

「……さらっと恥はずかしいこと言うなよ、聞いてる方がきつい」

「恥ずかしいかな？」

　不意に弓は表情を改めた。微笑なのは変わらない。しかし、その表情から照てれが消えていた。

「なんかさ──今日、文ふみ槻つき先生とか夢ゆめ路じさんにからかわれてたら、怒ってるうちに虚むなしくなっちゃって……もうひらきなおっちゃっても、いいんじゃない？　私が心弥ちゃんのこと好きなのは、本当なんだし……」

　呟きながら、弓は心弥に顔を近づけてきた。

　心弥はつい、反射的に身を退ひいてしまう。

　弓の両手が心弥の頰ほおに触ふれる。緊張して固まった心弥には、貼ったばかりの絆創膏の感触も気にならなかった。

「ね──こういう風に触さわりたいとか、思わない？

　それとも、嫌われるのが怖こわい？」

　問いかけて、弓は心弥の眼めをじっと覗のぞき込む。不快感はなかったが、心弥は自分の心中を見み透すかされるように感じた。

「──その心配なら、ないと思うよ。

　私は心弥ちゃんのこと、もう嫌いになれないくらい大好きだから」

　呼吸が止まった。

　弓の眸ひとみは依い然ぜんとして、ひたすら真しん剣けんに心弥を見つめ続けている。視線はひたむきすぎて怖いほどだった。

　ごくり──

　自分が生なま唾つばを吞のみ込む音が、やけに大きく聞こえた。時間の流れが凝ぎよう縮しゆくしたように遅おそく感じられる。

　心弥は、硬こう直ちよくしていた。

「──なんて、ね」

　弓の掌てのひらが、ぱっと心弥の頰から離れた。

　その途と端たんに、少女はくすくすと笑い出す。破顔した表情には、優越感にも似た余よ裕ゆうがうかがえた。

「心しん弥やちゃんって、わっかりやすいよねー。いくらなんでも固まり過ぎだって！」

　弓ゆみは片目を軽く瞑つぶり、舌を出して悪戯いたずらっぽく笑った。

　ようやくに我にかえった心弥は、停とまっていた呼吸を再開させ、ひっそりと肩を落とした。

　どっと、疲労感が襲ってくる。

「ごめんねー、びっくりした？　心弥ちゃんがあんまり可愛かわいいから、ちょっと悪ノリしちゃった」

　弓はからからと笑う。

　心弥は溜ため息いきを吐ついた。

　──安あん堵どのためではない。自分に呆あきれて、である。

　今の弓の色は── 本気だった。その思いに応こたえられなかったのは、自分の甲か斐い性しようのなさゆえに他ほかならない。

「……どうも、情けないよな、僕は」

　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく心弥を、弓は無む邪じや気きな笑顔で見つめた。

「あはは──いいんじゃない？　心弥ちゃんらし……」

　その言葉を、最後まで言い切る寸前に──

　彼女の口許が、何者かの〝手〟によって塞ふさがれた。悲鳴をあげる間すらなく、弓は言葉を詰まらせる。

　急な変事に、心弥は一瞬の間まを置いて気付いた。しかしあまりの唐とう突とつさに、事態を把は握あくするにはとても至らない。

　紫むらさき色いろの血管が浮いた、老人の腕──

　何ど処こからともなく出現したそれが、弓の口許を覆おおい、細い身体からだを摑つかんでいた。

　しかし部屋には今も、心弥と弓の二人だけしかいない。

「露つゆ草くさっ⁉」

　心弥が叫ぶ。口を塞がれた弓の返事はない。

　前まえ触ぶれもなくあらわれた手は──弓の頭上の、グランレイスの風景画から、関節を無視した不自然な長さで伸びていた。絵から生えた腕の周りには、水みな面もに似た波は紋もんが浮いている。

　有り得ないはずの光景に混乱しながらも、心弥は咄とつ嗟さに、その得え体たいの知れない腕を引き剝はがそうと摑みかかった。

　それよりわずかにはやく、老人の腕は弓の身体を天てん井じよう近くにまで抱え上げる。

　驚きよう愕がくに見開かれた弓の眸ひとみは、心弥を見ていた。

　助けを求めるように、細い手を伸ばす。心弥もまたその手を握ろうとした。

　互いの指先が微かすかに触ふれ合う。しかし摑むには至らず、絵から伸びた腕は、そのまま弓を絵の中に引き込みはじめた。

「な、なんだよ、これ⁉」

　怒ど鳴なりながら手を追う心しん弥やを、絵から伸びた三本目の腕が突き飛ばした。

　背中をしたたかにテーブルに打ちつけた心弥が身を起こすと、弓ゆみの見開かれた眼まな差ざしと視線が合った。液体に沈むような波は紋もんを立てながら、その下半身が絵に食われていく。

　事態がのみ込めないままに、心弥は背の痛みも忘れて絵にかけよった。

　再び飛んできた腕を、転ころげながら紙一重に避よけ、小こ脇わきに抱える。

　そのまま腕を手た繰ぐるようにして絵に飛びかかり、すでに肩までを吸い込まれた弓の手をやっと摑つかんだ。

　口を塞ふさがれたままの弓が、くぐもった声で何かを叫んでいた。

「今、助ける！」

　珍めずらしく心弥は大声を張った。弓の細い腕を、痣あざができそうなほど強く握りこむ。

　後頭部に衝しよう撃げきが走った。絵から伸びた老人の拳こぶしが、心弥の頭を殴なぐっていた。

　目の前が激しく揺れ、意識が飛びかける──それでも弓を摑んだ手は離さない。

　視界を揺らしながら心弥が頭をあげると、そこにもう幼なじみの顔はなかった。ただ、心弥の摑んだ腕が一本、絵に吸い込まれきれずに残っている。

　間近には、美しい湖こ畔はんの風景があった。しかしそれは、あくまで二次元のものでしかない。

　その二次元の世界から生えた腕が、人間離れした力で弓の身体からだを引っ張っている──

　支えきれずに、心弥の手がキャンバスの表面に触ふれた。生物じみた熱さが肌はだに染しみ、ぬるりとした質感をともなって、腕は絵の中にもぐった。熱せられたゼリーに手を突っ込んだような、気味の悪い感触だった。

　弓を引き込む力は、依い然ぜんとして強いままだった。

　心弥もまた肩口までをひきずりこまれ、壁側に脚をつくことで、かろうじてもちこたえる。それでも力は及ばずに、身体は絵の中へと沈みつつあった。

　弓の手が──心弥の手を振りほどこうと、暴あばれた。

　その意志を心弥は敏びん感かんに察する。──このままでは、心弥も絵の中にひきずりこまれる──そう判断したに違いない。

　心弥は覚かく悟ごを決めた。

　どのみち、腕力は及ばない。下手へたをすれば弓の腕が千ち切ぎれそうなほどに、絵からあらわれた腕の力は強かった。

　むろん、摑んだ手を放すつもりは毛もう頭とうない。

　絵の表面は、もう眼前に迫っていた。眼めを瞑つぶり、そこに頭を突っ込ませる。

　どくん──

　生命の鼓こ動どうを思わせる衝撃が、全身に走った。
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　リリリリリ──……

　病院の仮か眠みん室しつに眠っていた文ふみ槻つき香か夜や子こは、無ぶ愛あい想そうな内線電話の音に眼めを覚ました。

　午前──五時より、少し早い。明け方である。

「……ふぁい」

　身体からだを起こし、寝ね惚ぼけた声で受話器をとった。

『文槻先生、お休みのところすみません。急きゆう患かんなんです。手が足りなくて……』

　看護婦の声は早口だった。

「おっけ。すぐに行く」

　瞬しゆん時じに覚かく醒せいして、香夜子は傍かたわらの椅い子すにかけておいた白衣を着る。型かた崩くずれして皺しわになった白衣でも、いざ着ると気が引き締まった。

　今日の当直医は彼女でない。単に帰宅するのが面めん倒どうで、香夜子はそのまま仮眠室のベッドを借りていた。

　その香夜子までが呼び出されるということは──患者は余よ程ほどの重傷か、あるいは怪け我が人にんの数が多いかということになる。

　あるいは、その両方──

「やれやれ……休みのない仕事よね、まったく！」

　香夜子は苦笑交じりに愚ぐ痴ちっぽく呟つぶやき、足早に処置室へと駆かけた。

　救急車の搬入口に近い処置室の付近は、早朝にも関かかわらず、多くの人間で溢あふれていた。

　見知った顔もある。

　医療関係者ではない──それは、キャラバンに属する人間達だった。

　担たん架かに乗せられて、次々に人が処置室へ運ばれていく。広い部屋はすでに患者で埋まっていた。

　その多くはただの怪我で、軽傷の切り傷、骨折、打だ撲ぼくが多そうに見える。

　しかし──重傷の何人かは、すでに死亡しているようにしか見えない。

　香夜子は流しに走り、素早く手を洗いはじめた。

「あ──香夜子ちゃん」

　耳みみ触ざわりのよい澄すんだ声が香夜子を呼んだ。銀色の髪の娘が、泣きそうな顔で──半分泣きながら、ベンチから香夜子を見上げていた。ホットパンツから細く伸びた白い脚には、まだ新しい擦すり傷きずが目立つ。

「フローラ？　なに、あんたも怪我したの？」

　銀髪の娘は、小さく首を横に振った。

　フローラという名のその娘は、夢ゆめ路じが面めん倒どうを見ている孤こ児じだった。香か夜や子ことの付合いも長い。

「私はいま、検査終わったとこ。異常なしだって──根ね黒ぐろに殴なぐられたんだけど、あの子、手て加か減げんしてくれたみたい」

「根黒？　──何があったのよ、一体。この怪け我が人にんの数、普通じゃないわ」

　忙いそがしげに立ち働く同僚達に聞くのがはばかられて、香か夜や子こはフローラに問いかけた。

「私の怪我は違うんだけど……」

　フローラは、廊ろう下かにまで溢あふれる患かん者じや達を見渡して言った。

「紅あか街まち中華街に、神しん群ぐんのレブルバハトが潜せん伏ぷくしてたの。それで、華かヶが瀬せが狩かりに乗り込んできたんだけど……逆に、レブルバハトに返かえり討うちにされて。

　そしたら今度は、中華街の人達と、華ヶ瀬の敵かたき討うちだっていうあいつの部下達とで戦闘になっちゃって──黄こう亮りようさんとか北きた戸どさんとかは止めてたんだけど、若い連中から火がついちゃって、この有あり様さま……」

「──あほくさ。ただの喧嘩かよ」

　舌打ちまじりに呟つぶやき、香夜子は丹たん念ねんに手と顔を洗う。冷たい水の感触は、寝ね惚ぼけていた脳を起こすのにも役立った。

　華ヶ瀬清きよ元もとの名は香夜子も知っていた。〝鋼こう鉄てつの籠かご守もり・パナンゾロン〟の血をひく異い能のう者しやで、危険人物として名高いが、直接の面めん識しきはない。

　香夜子が視線を転じると、検査室の方角から、看護婦に付つき添そわれた少女が歩いてきた。

　一見して、香夜子はその少女に既き視し感かんを憶おぼえる。

　何ど処こかで見たような──そう香夜子が記憶を探るうちに、フローラが立ち、少女を出迎えて抱きしめた。

　よく見れば、少女はふらふらとして足取りも覚おぼ束つかない。眼めは死人のように感情を失い、焦しよう点てんもまともに合っていなかった。

　香夜子は眉まゆをひそめる。

　肩口で切り揃そろえた滑なめらかな髪、検査着の上からでもうかがえるプロポーション、整った顔の造り──それらには、確かに見覚えがある。しかし、香夜子の知る〝彼女〟は、もっと凛り々りしく輝いているはずだった。

　──他人の空そら似ににしては、しかしよく似ている。

「フローラ──その子って……？」

　香夜子の問いに、フローラは微かすかに肩を震わせた。無言の少女をベンチに座らせ、その隣に座って肩を抱く。少女はフローラに抱かれるまま、ぴくりとも動かない。

「……う、うん。タレントの、水みず本もと冬ふゆ華かちゃん。知ってる……よね？」

「知ってるもなにも……あたしの同期の妹さんよ」

　──ちょっと前に亡なくなったけど──本人の前ゆえにその言葉を吞のみ込み、香夜子はまじまじと冬ふゆ華かを見た。

　そこにいるのは、テレビに映っている彼女とは別人だった。

　表情が死んでいる。眼めが死んでいる。動きにも気配にもまるで生気がない。

　時代劇の劇中で派は手でな活劇を見せる彼女の面おも影かげは、そこに見出せなかった。

　冬華を連れてきた看護婦は、痛ましげに彼女を見やり、香か夜や子こに一礼して立ち去ろうとした。その背を香夜子が小声に呼び止める。

「……あの子、だいじょぶなの？」

「検査結果は異常なしです。ただ──ちょっと、精神的なショックが強すぎたみたいで……」

　看護婦はそれだけ応こたえて、そそくさと立ち去った。検査が必要な患かん者じやも、後がつかえているらしい。

「フローラ」

　香夜子は、ベンチで固まっている銀髪の娘を呼んだ。〝深しん緑りよくのフローラ〟の異い名みようまでもつ彼女は、多くの修しゆ羅ら場ばをこなしているはずだった。その彼女までがこの有あり様さまというのは、どうしても納なつ得とくがいかない。

「何があったの？」

　ふるふる──

　フローラは、ほんのわずかな動作で首を横に振った。

「教えてよ。どうせいずれ、わかることなんでしょ？」

　苛いらついて、香夜子はわずかに語気を強めた。

「──言ったら──香夜子ちゃん、治療どころじゃなくなるはずだから」

「あのね。あんた、あたしが何年医者やってると思ってんの？」

「──まだ三年」

　フローラは笑いもせずにぼうっと答えた。

「……そりゃ確かに新しん米まいだけどさぁ。でも言ってよ、気になって集中できないじゃん」

　香夜子は洗い終えた手をタオルで拭ふきながら言った。

　フローラは──涙なみだ目めで、香夜子を見上げる。

「──紳しん士しさんが──死んじゃった」

「────────」

　香夜子は沈ちん黙もくした。顔はまったくの無表情で固まっている。

「ついさっき──華かヶが瀬せが振り回した鞭むちがあたって……この子、その現場を間近で見ちゃったの」

　フローラは冬華の髪を撫なで摩さすりながら言った。彼女は十六歳、水みず本もと冬華より一つ年下である。しかし冬華を慰なぐさめる様子には、年長のような雰囲気が漂っていた。

「そう」

　香か夜や子こは短く呟つぶやき、背を向けた。

　脳のう裏りに柔にゆう弱じやくな童顔がちらつく。

　つい昨夜、わざわざ往おう診しんで傷口を縫ほう合ごうしてやったばかりだった。身体的にはまったくの一般人のくせに、昔から無む茶ちやの多い男で──色々と手て間まのかかる人間だったが、香夜子にとっては、〝憧あこがれの人〟でもあった。

　結局は、振られたけれども。

「──患かん者じやの手当てしなきゃ。また後で」

　香夜子は二人を置いて、平静を装よそおい処置室に入った。

　むせるような血の匂においが鼻をつく。かすかな呻うめき声も聞こえたが、寝かされた患者の多くにはすでに麻ま酔すいが打たれている。

　二度三度──頰ほおを叩たたく。呆ほうけている暇ひまはない。

　顔つきを改めた香夜子は、マスクをはめて修しゆ羅ら場ばを見渡した。

　簡かん易いベッドは四つ。隣室にも同数があったが、それぞれが重傷の患者で埋まっていた。床ゆかと廊ろう下かにまで数人が寝かされている。

　早朝という時間帯のせいもあって、医師の数はどう見ても足りなかった。

　新任の看護婦が処置に手間取っているベッドへ、香夜子は急いで駆け寄った。

「代わる！　手袋！」

　即そく座ざに脇わきから、手術用の使い捨て手袋が差し出される。ビニールの感触は手にフィットして動きを妨さまたげない。すかさず別の看護婦が、香夜子の頭に髪かみ留どめの帽ぼう子しをかぶせた。

　香夜子の目の前に寝かされた患者の腹には、抉えぐれたような切り傷があった。

　溢あふれる血の色は──白。

　それはもちろん、普通の人間の血の色ではない。

　患者達は、神しん群ぐんによって変えられた人間である。普通の病院には運び込めない。

　廊下には、まだ新しい患者が運ばれてくる気配があった。そちらは喧けん嘩かの末の軽傷らしい。しかし軽傷とはいえ、わざわざ運ばれてくるだけに馬ば鹿かにはできない怪け我がも混じっている。

「──ったく、馬鹿ばっかね。喧嘩すんなら、あたしらに迷めい惑わくかけないで欲しいわ。婦長さん！　中華街に連絡して、あとどのくらい患者が来るのか聴いてくれる？　場合によっちゃ、非番の連中にも招集かけて！」

　香夜子より年とし嵩かさのでっぷりとした婦長は、眉まゆ根ねを寄せて首を横に振った。

「それが……中華街に電話が通じないんですよ。下水道が爆発した時に、近くの電話線も切れちゃったみたいで。緊急回線も不通なんです」

「そんなもん……誰だれかの携けい帯たいの番号、知らないの⁉」

「いくつかの番号は知ってますけど、どれも電源きってるか、当人が怪我してるか喧嘩中かで、出られないみたいで……」

　婦長の声には、この場にいない喧けん嘩か中の人々に向けた怒りがあった。

「……冗じよう談だんキツいわ。現場に仲ちゆう裁さい役やくをやって！　これ以上に患かん者じやが増えたら、ここじゃさばききれない」

　香か夜や子こは手近な看護婦に指示を飛ばした。

　中華街といえば──今は、翁おきな居い夢ゆめ路じがいるはずだった。香夜子の知る彼は、こうした不ふ祥しよう事じを止めていて然しかるべき人間である。

「……あのクソ爺じじいは、いったいなにやってんだ……」

　歯は嚙がみして、香夜子は白い血の溢あふれる傷口を縫ぬいはじめた。

　ビニールの手袋が、たちまち白く汚される。

　香夜子の針は、その傷を神かみ業わざ的てきな速さで縫ほう合ごうしていった。それは神しん群ぐんの影響による異い能のうではない。医師としての、努力と鍛たん練れんの賜たま物ものである。

　血は徐じよ々じよに、止まりつつある。

　──失血のしすぎで。

　すぐ脇わきで、心電図が停止した。

「──ざけんなよぉ……」

　香夜子は低く、唸うなるように呟つぶやいた。

「輸血量増ふやしな！　それから増血剤と血小板！　──あ……」

　叫んでから気付く。

　白い血液。

　それは、患者の系統の異能者に特有のものである。通常の血液での代用は効かない。同系統の異能者も、ここにはいない。

「ごめん。だめだ──」

　周囲の看護婦と医師も察して、唇くちびるを嚙む。

「くそっ……」

　日ひ頃ごろは穏おだやかな香夜子の顔が、沈痛に歪ゆがんでいた。

　患者は──まだ後がつかえている。

「──次の患者！　この人は蘇そ生せい措そ置ちにまわして！　傷は塞ふさいだんだ、なんとかなるかもしれない！」

　異能者の生命力をもってしても、無む理りだとは知りつつ──

　それでも香夜子には、最善を尽くすことしかできない。

　すぐに別の患者が、また運び込まれてきた。

　修しゆ羅ら場ばはその後、数十分間に亘わたって続いた。
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　藍あい色いろの螺ら旋せん階段を経て、琥こ珀はく色いろの海に出る。

　極ごく彩さい色しきに彩いろどられた廃はい墟きよ、茜あかね色いろを湛たたえた空からっぽの井い戸ど、エメラルドグリーンの土に、乳にゆう白はく色しよくの空──

　吐はき気けを伴ともないそうな、でたらめの色に彩いろどられた世界に、心しん弥やは独ひとり、いつのまにか立っていた。

　そこは見たことのない場所だった。

　動く物の姿は、心弥以外にない。風はなく、暑くもなければ寒くもない。

　見上げた乳白色の空には、雲らしい影も見えなかった。

　眼めに染しみるエメラルドグリーンの土を踏みしめ、心弥は辺あたりを見渡す。

　誰だれもいない、石造りの建物に構成された廃墟が目の前にある。規模は定かでないが、見渡す視界に広がっているだけに、狭いものとは思えない。

　振り返った背後には、一見すると海を思わせる、瑠る璃り色いろの砂さ漠ばくが広がっていた。

　夢としても──すべての色が、調和することを嫌がるかのようにめちゃくちゃだった。

　心弥は目め眩まいを覚えて、指先でそっと目元を押さえた。

　これは夢──

　一度はそう思いかけた。しかし、心弥には『夢』に入る前の記憶が確かにある。

　その記憶が正しければ──

　今、立っているその大地は、絵の中の大地ということになる。

　グランレイスの絵は、静せい謐ひつな湖こ畔はんと森の情景だった。しかし今、心弥の前に広がる景色は──毒どく々どくしく、また凶まが々まがしい。

　そこに弓ゆみの姿はなかった。

　心弥はゆっくりと、極彩色の廃墟に歩み寄った。

　精密に組み合わされた色合いは、それそのものとして見れば調和もとれ、鮮あざやかで美しい。しかし全すべての色がおかしい世界では、その廃墟も目眩の原因にしかならない。廃墟そのものとしての調和があろうと、その周囲がひどすぎた。

　極彩色の一部、山やま吹ぶき色いろの石いし壁かべに、心弥はそっと指先を触ふれさせた。

　これが別の色であれば──ふとそう思った。

　石壁に山吹色は似合わない。もし絵に描くのなら、白・黒・灰系の色──あるいは、せめて苔こけ色いろなどの落ち着いた風ふう合あいがいい。場所によってはベージュなどがあってもいいかもしれないが──

　とりあえず、ここなら──

　シルバー・ホワイト。

　心しん弥やはそう思って石を撫なでた。

　たちまちに、触ふれた部分だけが、心弥の思った通りの色へと変質する。

　心弥は眼めをしばたたかせた。

　指を反そらして、廃はい墟きよの石いし壁かべを撫なで回す。白、灰、銀、黒──陰いん翳えいをつけながら、壁は本物の石のように色彩を変えた。筆も絵の具もいらないらしい。思って触れるだけで、心弥はその石壁を塗り替えることができた。

　まるで世界の全体が、巨大なキャンバスのような感覚がある。

　──── 心弥ちゃん。

　よく知った声に名を呼ばれたような気がして、心弥は背後を振り返った。いつのまにか瑠る璃り色いろの砂さ漠ばくが消え、かわりに青い落ち葉の満ちた森が広がっていたが、そこには誰だれの姿もない。

　── 心弥ちゃん。

　か細い声は、涙にかすれたようで聞きづらかったが、それは明らかに弓ゆみの声だった。

　摑つかんだ腕を離した経緯いきさつは憶おぼえていないが、彼女は自分と同じく、この『世界』に迷い込んでいる公算が強い。

　心弥は焦あせりを覚えて、しきりに周囲を見回す。

　青い落ち葉の森、乳にゆう白はく色しよくの空、エメラルドグリーンの土、毒どく々どくしい色合いの廃墟──

　さきほどまであった藍あい色いろの螺ら旋せん階段と琥こ珀はく色いろの海、瑠璃色の砂漠は、いつのまにか消えていた。かわりに、そこは森と廃墟にすり替わっている。

　動くものは、依い然ぜんとしてない。

　心弥は視線を巡らす。

　見える光景は、また変質していた。廃墟の石壁が姿を消し、こげ茶色の回転木馬が姿をあらわす。しかし、心弥がまともな色に塗り替えた『石壁』だけは、停止した回転木馬の上に二次元の違い和わ感かんをもって浮いていた。

　また別の方向を見ると、景色がすっかり変わっている。森が消え、今度は煉れん瓦が色いろの高山がそびえていた。

　再び振り返ると、こげ茶の回転木馬がなくなり、薄うす墨ずみ色いろの大木がそそりたっている。それでも、塗り替えた石壁の箇所だけは変わらないままだった。

　大地を見てから改めて空を見上げると、そこは光ひかり苔ごけの繁はん茂もする洞ほら穴あなの天てん井じようになっていた。

　見るたびにいつのまにか変化する世界において、心弥の塗り替えた場所だけが変わらない──それがこの『世界』の法則らしい。

　──心弥ちゃん──

　声は止やまない。

　しかし、肝かん心じんのその出で所どころが心弥にはわからなかった。

　さまようように歩くと、辺あたりを見回すたびにその景色が変わり、自分の居る場所すらも怪あやしくなる。

　心しん弥やは足元に眼めをやった。

　エメラルドグリーンだった土は、いつしかオレンジ色の石いし畳だたみに変化している。

　しゃがみこみ、その足元に指先を触ふれさせる。

　石畳にふさわしい色──くすんだ灰色に、そこを塗り替える。変えた場所を足場にして、心弥は徐じよ々じよに、自分の手で塗り替えた〝変わらない〟世界を構築しようとした。

　手で触れて足元を固めていくと、だんだんとコツが摑つかめてきた。

　塗り替えた場所と、そうでない場所の境さかい目めは、わずかな範囲で白くなっている。そこから先の世界は見るたびに変化するが、一度塗り替えた箇所は、もう変わらなかった。

　四よつん這ばいに近い姿勢で足場を撫なでていき、心弥は辺りを石畳の地面へと変えていった。

　ごつん──

　頭に何かがつきあたる。痛みはなかったが、障害物に当たったという実感だけがある。

　顔をあげると、そこにはさきほど、途中まで塗り替えた石いし壁かべがあった。

　逆に塗っていない側から石壁に触れると──そこは、水で色を流したように何もなくなった。

　邪じや魔まなものは、ない方がよい。

　心弥は空中に浮いた石壁をすっかり消して、また足元の石畳を広げはじめる。

　── 心弥ちゃん──

　呼ぶ声が少し近くなった。姿は依い然ぜんとして見えない。

　触れる石畳は、心弥の思い描く通りの色に染まっていった。まだその範囲はほんの数歩分にすぎないが、心弥の手によって、確実にその世界で広がりつつある。

　── 心弥ちゃん──

　声は聞こえる。姿はない。

　心弥はふと思いついて、そこに石畳以外のものを描き出そうとした。もしこの世界が、心弥の意志を受けて変わるものなら、元からあるものを塗り替えるだけでなく、新たに描き出すことも可能なはずである。

　── 心弥ちゃん──こっち──

　声はまた近づいた。聞き慣れた声には、誘さそうような響きがある。

　──それは確かに〝露つゆ草くさ弓ゆみ〟の声だった。しかし、同時に弓のものではないような違い和わ感かんも感じる。声が遠いためかもしれないと、心弥は自分を納なつ得とくさせた。

　声に誘われるまま、心に念じる。

　声の主のいる、その場所へと続く扉とびら──それを脳のう裏りに思い浮かべて、心弥は空間を撫で、そこに一枚のドアを描きだした。

　乾いて歪ゆがんだ、古びた木の扉。

　そこには、描いたばかりとも思えない写実的な質感が再現できた。

　ドアノブだけは三次元的に形をつくり、心しん弥やはそこに指をかけ──その〝向こう側〟に、探し人がいる情景を思い描いた。

　ききぃ──

　軋きしんだ音をたてて、扉とびらがゆっくりと開く。

　開けた扉の奥には、少女が独ひとり──

　心弥を見つめて、座っていた。

　暗くら闇やみにさらされた真白い裸ら身しんが、照明もない世界に浮いて見える。背後には、半透明の翅はねが揺れていた。

「──露つゆ草くさ⁉」

「心弥ちゃん！」

　両手で胸を隠かくした弓ゆみの裸身に、心弥は駆け寄ろうとした。その背後で閉じた扉が、黒の闇に吞のまれて消え去る。扉がなくなると同時に、耳から音が消えた。

　広さも定かでない黒い空間に、弓と心弥の二人──

　鼓こ動どうを焦あせりにはやめながら、心弥は駆けた。しかし、すぐ近くにいるように見えた弓の身体からだは、いつまで経たっても近づかない。鏡かがみの像をそれと知らず追うように、走れば走るほど、その距離は逆に遠ざかっていく。

　弓の口が開き、何事かを叫ぶ。声は聞こえない。

　心弥は彼女の名を呼んだ。

　闇に声は響かず、無音──

　遠い彼女の肢し体たいの背後に、骨張った老人の影が浮きでた。

　その顔までは見えない。感情の色も闇に沈んで定かでない。ただ、丸く見開かれた眼球だけが、らんらんと黒い光を宿していた。

　心弥は人影に向けて叫んだ。その言葉は自分の耳にも届かない。

　弓の手が心弥を求めて伸びるが、距離は遥はるかに遠く、到とう底てい届かなかった。その腕を、老人の腕が押さえつけ──

　やがて弓と老人の姿は点となり、朧おぼろに闇へ溶けていった。

　姿が見えなくなると、心弥は恐きよう怖ふに近い喪そう失しつ感かんを覚えた。

　自分が何かを絶ぜつ叫きようしたような気がしたが、音は耳に聞こえない。

　あたりは真っ暗だった。

　色といえば黒一色──それも色彩ではなく、〝無〟のために生じただけの黒である。

　しかし心弥は、闇そのものには恐怖を感じなかった。遠ざかって消えた少女を、もし取り戻すことができなかったら──そちらの方が、よほどに怖こわい。

　先の見えない闇の中を、心弥はただひたすらに走り続けた。
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「──それで……」

　眼めを瞑つぶった青年が、低い声を発した。

　まだ朝の早い都会──ビルの谷間には、出勤途中のサラリーマン達の姿が見える。

　見えない眼で彼らを窓から見下ろし、青年は男に背を向けたまま問いかけた。

「冬ふゆ華かさんは、無事なんですね？」

　盲もう目もくの青年に問われた作さ務む衣えの男は、眉まゆ根ねを歪ゆがめて頷うなずいた。

「無事っちゃ、無事なんだが……」

「いずれは立ち直るにせよ、今は死んでいるようなものです」

　脇わきに控える、喉のどに首輪を嵌はめた娘が、ぽつりと言い捨てた。

「冬華さんは精神的に脆もろい部分が目立ちます。あの方は虚きよ勢せいばかりです。それも、弱い自分を認められないための──」

「おい、詩し乃の。やめとけよ。一般人なんだ、仕方ない」

　夢ゆめ路じがたしなめると、首輪の少女は一礼して、素直に口を閉ざした。

　青年、真ま名な井い誠せい二じは、ゆっくりと二度──頷いた。

　顔の造りこそ穏おだやかだが、今の表情はいかにも厳きびしい。安物じみた濃のう紺こんの背広は、一見するとただのサラリーマン風だが、厳しい表情のためにもっと高い立場の人間にも見えた。

「そうですか──兄あに貴きは、死にましたか」

　夢路は無言──

　早朝から少し冷房の効きすぎた部屋に、室温よりも冷たい沈ちん黙もくが降りた。

　夢路達がいるのは、都内にある真名井製薬の本社ビルだった。

　昨日から今朝にかけてのこと──真名井誠二は、本家筋にあたるここを通し、山やま之の内うち派の幹部達へレブルバハト事件の仲ちゆう裁さいを依頼した。しかしその結果が出る前に、事件はあまり良くない形で片付いてしまった。

　真名井紳しん士しの死亡──

　そして神しん群ぐん、レブルバハトの消失──

　これは単に、行方ゆくえが知れなくなったというだけでない。研究材料として各地の研究所に保管されていた、彼かの神群の〝種子たね〟が、全すべて蒸発して消えてしまっていた。

　このことが示すのは、神群、黄昏たそがれの墓はか守もり・レブルバハトが〝死んだ〟という可能性だけではない。

　彼の神群が、別の異い界かいへと〝渡った〟か──

　あるいは、また別の存在に〝進化〟した可能性をも同時に示す。

　前二者なら問題はない。しかし後者であれば──これから先の未来に、より厄やつ介かいな存在を生んだ可能性が残る。

　その可能性の重みが、少し長い沈ちん黙もくをつくりだした。

　無む駄だに広い会議室の一いち隅ぐうに、三人は固まって座っていた。他に人影はない。

　しばらくして、夢ゆめ路じが無言に耐えかねたように口を開いた。

「──すまん。俺おれも現場にいたんだが……あの馬ば鹿かを止められなかった。いきなりのことでな」

「いいえ、守りたいものを守って死ねたんです。兄あに貴きは本望だったでしょう」

　誠せい二じは呟つぶやいて、深い溜ため息いきを一つ吐ついた。伏せたままの視線は、夢路から逸それて眼下の街まちに注がれたままだった。

　思いのほかに穏おだやかすぎる誠二の様子に、夢路は細めた眼めを据すわらせる。

「本気で、そう思っているのか」

「もちろんです。兄貴は冬ふゆ華かさんを意地で守りきった──真ま名な井いの男としては、充分に意義のある、立りつ派ぱな最さい期ごだったと思いますよ。俺個人としては、ですけどね」

「周りの人間を泣かせておいて、何が立派なもんかい」

　夢路は髪に指を突っ込み、がしがしと搔かき回した。

　真名井紳しん士しの死後、庇かばわれた方の水みず本もと冬ふゆ華かは惨さん澹たんたる状況にある。今は夢路の同居人、フローラが付つき添そっていたが──夢路の見るところ、当分は立ち直れそうにない。

　誠二は閉じたままの見えない眼を夢路に向けた。

「夢路さん。何を言っても、死んだ人間は生き返りません。それならせいぜい美化して、その後をうまくまとめることですよ。後に残った人間にできることなんてそれくらいです。違いますか？」

　誠二の言いい種ぐさに、夢路は渋しぶい顔をした。

「おまえら真名井の人間は──いや、パナンゾロンの異い能のう者しやは、どうも命を軽くみてないかね？」

「そうですか？　まぁ、多少は感覚が麻ま痺ひしているかもしれませんが──」

　誠二は窓から、下げ界かいを見下ろしている。

　炎えん天てん下かに、都市が焼けつつあった。夏の日差しは朝からきつく、ビルの群とアスファルトの大地は照り返しのために眩まぶしく光っている。

「人間はいずれ、必ず死ぬものです。夢路さんは、そうでもないのかもしれませんが……兄貴の死に方は、少なくとも本人にとっては、悪くないものだったと思いますよ。多分、悔くいはなかったでしょう」

「──俺は、そうは思わん」

　ごねる夢路に、誠二は訳わけ知しり顔の微笑を向けた。

「兄あに貴きは、何ど処こかで死にたがっていたような気がします。

　暗殺された、冬ふゆ華かさんのお姉さん──水みず本もと美み春はるさんでしたっけ？　兄貴はどうも、その人のことが好きだったらしいんですよ。ああまで必死に冬華さんを守ろうとしたのは、そのあたりに理由があるんでしょ。だから、本望だったと思います」

　夢ゆめ路じは疲れたように、指先で強く目め頭がしらを押さえた。

「──マジか、それ」

「さぁ？　兄貴が死んじまった以上、もう確かめようがありませんけどね」

　誠せい二じは肩をすくめた。

　眉まゆ根ねをさらに険けわしく寄せて、夢路は独ひとり呻うめく。その『水本美春』を殺したのは、真ま名な井い紳しん士しの指示を受けた籤くじ方かたのはずだった。誠二の言葉が真実ならば、紳士は想おもい人びとを、自ら手にかけたも同然ということになる。

「──キャラバンは……どうも歪ゆがんじまったな」

「今は人の世界そのものが歪んでいるんですよ。夢路さんのせいじゃありません」

　誠二は首を横に振った。〝キャラバン〟の創設者たる夢路にとって、今の組織の現状は、望んでいたものとは程遠い。しかし、そうなった原因は夢路ばかりのせいでもない。

　夢路の失敗は、人の良心を無条件に信じすぎたこと──結果、良貨が悪貨に駆く逐ちくされるように、キャラバンは一部の〝壊こわれた〟人々によって分裂、暴走をはじめている。

　誠二は話題を転じた。

「それで、兄貴の遺い体たいは？　いつもの文ふみ槻つき病院ですか？」

「いや──融とけたらしい。さっき連絡があった」

「へぇ──融けた？」

　誠二は首を傾かしげる。

　夢路は懐ふところ手でに四角い顎あごを撫なで回し、独り言のように呟つぶやいた。

「レブルバハトは、一般人を融かさねぇってことになってたんだがなぁ。だから研究も、異い能のう者しや抜きでやっていたはずが──水本美春も融けたし、紳士も融けたし……さて、この謎なぞ、どう解いたもんかね？」

　夢路の問いに、誠二は街まちを見下ろしたまま、軽く肩をすくめた。

「俺おれは研究者じゃありませんよ。わかりません」

「──レブルバハトは水本美春の〝遺い志し〟で動いていた。それは間違いない。もし、お前の言う、紳士と彼女の話が本当だとすると、紳士が融けたってことは──」

　その夢路の言葉に、誠二は少しだけ──ほんのわずかに、顔を笑なごませた。

「──やっぱり、そんなに悪い死に方でもなかったんじゃないですか？」

「馬ば鹿か。それでも死んじまったら、元も子もねぇんだよ」

　夢路は不機嫌な顔のまま呟き、紅あかい眼めを作さ務む衣えの袖そでで擦こすった。齢としのせいか、涙もろいところがある。

　首輪の娘、詩し乃のはその横顔をうかがいながら、そっと夢ゆめ路じの背中を掌てのひらで撫なでた。
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　蟬せみ時雨しぐれ──

　そのやかましさに、心しん弥やは薄目を開けた。

　居間のフローリングへ直じかに寝そべっていたらしい。身体からだの節ふし々ぶしに染しみるような鈍にぶい痛みがあった。

　みんみんみんみんみんみんみんみん──

　鳴き声は、反復してしつこく聞こえる──街まち中なかにある心弥の家では、そんなに蟬がいるはずもない。心弥は寝そべったまま、片手で頭をさすった。ほんの数匹の蟬の声が、耳鳴りのせいで蟬時雨に聞こえている。

　夜が明けて、だいぶ経たつらしい。

　暑気のこもった部屋に、心弥は転ころがったまま天てん井じようを見上げた。

　水中から覗のぞく世界のように、その視界がぐらりと揺らぐ。朦もう朧ろうとした意識のまま、気分の悪さに再び眼めを閉じた。

　やけに身体が熱い──胃の中に湯たんぽが入っているような、じんわりとした逃れられない熱さが全身を満たしている。

　── 心弥ちゃん──

　蟬の声に混じって幻げん聴ちようが聞こえた。

　反射的に、心弥は気だるい身体を起こす。

　昨夜の風景が、昔に見た映画のように思い出された。

　露つゆ草くさ──露草弓ゆみが、唐とう突とつに絵に食われて、それから……

　揺れる視界のまま、心弥はふらりと立ち上がった。よろめいて、ソファに尻しり餅もちをつく。

　頭の上に、油絵の風景画があった。

　湖こ畔はんと森──絵の中では全すべてが昨夜までと変わらない。

　グランレイスという画家の筆によるその絵は、絵としては珍めずらしい『白』の感情の色を発色していた。

　感情の色は、人にばかりあるものではない。人が精せい魂こんを込めて造り上げたものになら、その感情の色が伝わって保存されることがある。

　名画の多くが作者から与えられるのは、情熱の赤、絶望の黒、あるいは理性の青や歓かん喜きの黄色だった。しかし、無む銘めいのその風景画は、滅めつ多たにない『白』の色を受け継いでいる。

　白は、無関心、諦てい観かん、清せい澄ちよう──そして、冷れい徹てつをあらわす。

　心しん弥やは絵を睨にらみつけた。

　弓ゆみは……心弥ともども、絵の中に引き込まれた。

　──あれは夢か幻げん覚かくだったのかもしれない──その思いがないわけではない。窓の外に響く蟬せみの声は、日常を連想させこそすれ、あんな悪夢の名残なごりも感じさせなかった。

　しかし──今のこの部屋に、弓の姿はない。

「……露つゆ草くさぁ！」

　心弥はそれでもわずかな望みをつないで、家の中に名を呼んだ。

　返事はない。ただ蟬の声が響き、耳の奥で反響する。

　玄関には、脱いだ時のままの弓の靴が揃そろえてあった。

　台所には、割った皿の破片と掃除機が並んで見える。

　そして居間には、だしっぱなしの救急箱と──弓の持っていたディパックがあった。

　帰宅してはいない。家の中にもいない。何故なぜか心弥だけが、絵の中から吐き出されたらしい。

「どうして僕だけが外に……くそっ！」

　心弥は怒りにまかせて、絵の額がく縁ぶちを殴なぐろうとした。しかしその手は半なかばで止まる。

　もし絵を傷つけることで、弓の身に何かがあったら──まだ無事である保証もないが、下手へたな手出しはできなかった。振り上げた拳こぶしのやり場にこまって、心弥は壁を叩たたく。

　じんじんと、手の骨に鈍にぶく振動が響いた。

　弓は──絵の中に吸い込まれた。一いつ緒しよに取り込まれたはずの自分が、どうして外に出ているのかはわからない。

　自分と弓の身に何が起きたのか──眼めでは確かに見たが、何故、弓が絵に食われたのか、それがさっぱりわからなかった。

　そして何より──弓を助け出すために、何をしたらよいのかもわからない。

　──幻げん三ぞうか夢ゆめ路じなら、あるいはこの絵について何か知っているかもしれない──わずかに残っていた理性で、心弥はそう考えた。絵に『影響』以外の問題があるとは聴いていないが、少なくとも彼らは自分より、『グランレイス』とその絵に詳くわしいはずだった。

　翁おきな堂どうの幻三は、まだ入院中である。すぐに相談できる相手は、中華街の翁おきな居い夢路しかいない。

　心弥は控えてあった〝点てん心しん華か心しん〟の番号へ電話をかけた。

　呼び出し音は、ぶつっと鳴り、妙な切れ方をした。

『……ただいま、回線に不ふ具ぐ合あいが生じております。お時間をおいてから、再度──』

　つながった先では、テープの声が反復して流れていた。

　気が急せくあまり押し間違えたかと、再び番号を打ち直す。

『……ただいま、回線に──』

　また同じテープが流れ、苛いらついた心弥は受話器を叩きつけた。

　電話が通じないとなれば、直接に行くしかない。紅あか街まち中華街までは、自転車でも十数分ほどの距離である。

　心を決めると、心しん弥やは足早に玄関へと急いだ。

　廊ろう下かの姿見が、その姿を一瞬捉とらえる。

　鏡かがみに映った心弥の肌はだからは、赤い怒りと暗い不安の色が浮き上がっていた。

　その色は深く濃こく、徐じよ々じよに、負の強さを増しつつある──
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「驚いた──たった一晩で、あそこまで覚かく醒せいするなんて」

　少女は独ひとり言ごとじみた声で呟つぶやいた。背後に広がっていた老人の影が、その身体からだに煙のように吸い込まれる。

　黒髪と、優やさしげな顔立ち──

　そして、背に三対つい六枚まいの翅はねを生やした裸ら身しん──

　その姿は、〝露つゆ草くさ弓ゆみ〟という名を持っていた。しかし、外見がその名で呼ばれるものであっても、その中身は異なっている。

　満月のフェルディナン──

　弓の姿を真似まねた〝彼女〟は、キャラバンの人間達によってそう呼ばれていた。

　正確には、〝彼女〟という表現はあてはまらない。時には男性のこともある。現在のところは、弓という〝女性〟の姿をとっているだけで、その本質が女性であるとは限らない。

　その〝彼女〟は今、自らの裸身を満足げに抱きしめながら、自転車で走る心弥を眺めていた。

　しかし彼女がいるのは、心弥とは別の世界──グランレイスの創つくり上げた〝画が廊ろう〟である。その異い界かいから、彼女は心弥を覗のぞき見ている。

　流れる汗、必死の形ぎよう相そう──夏の日差しの下、心弥は懸けん命めいに自転車をこいでいる。その彼がまといつつある力の波動に、フェルディナンは満足していた。

（そんなに──この子が大事なのかしら）

　フェルディナンは自らの身を抱きしめる。

　白く肌理きめの細こまかい肌といい、人目を惹ひく容よう姿しといい、悪い身体ではない。彼女自身もその姿は気に入りそうだった。しかし少年がこだわっているのは、おそらくは彼女が真似しきれていない内面である。

　彼女が心弥におこなったのは、〝テスト〟だった。

　グランレイスの絵から『オルタフ』の異い能のうを受ける者は、なにも心弥ばかりでない。西洋圏を中心に現在でも数人が存在していた。しかし──いずれも本家、グランレイスには遠く及ばぬ力しかない。

　無名の天才画家、〝グランレイス〟──

　彼が生涯をかけて封じた迷めい宮きゆう神しん群ぐん〝虹にじの屍しかばね・オルタフ〟を救い出すことなど、それこそ百年がかりでも難しい──フェルディナンの眼めは、グランレイスの異い能のうを受け継ぐ彼らをそう判断した。

　しかし、この極東で見つけた少年は違った。

　彼からは、グランレイスと同じ匂においがした。

　決して表には出ない狂くるおしい情熱、頑かたくなで純粋な心──

　そして何より、その画才と繊せん細さいな色彩の感覚──

　絵からもれでた『オルタフ』の影響は、人の脳に作用する。

　グランレイス自身も、直接にオルタフに触ふれたことで、その異能を強く開花させた。

　もし彼を、『オルタフの封じられた世界』に引き込めば──より強い影響がスイッチとなって、その力が目覚めるかもしれない──

　フェルディナンはそう考えた。

　たいして期待していたわけでもない。これまでに見つけた同種の異能者達は、絵画を扉とびらとしてつながったグランレイスの異い界かいに引き込んでも、ただ迷うばかりで何もできなかった。

　だが、希き崎ざき心しん弥やだけは、そのテストに彼女の予想を超える高得点を叩たたき出した。彼はたったの一晩で、グランレイスの創つくった画が廊ろうを『塗り替える』技術を自力で習得し、弓ゆみに化ばけたフェルディナンの『呼び声』にも応こたえた。

　まだまだ実力ではグランレイスに及ばずとも、今のフェルディナンにとっては、充分に役立つ力である。

　少年の異能を引き出したのは、神群・オルタフの影響ばかりでない。おそらくは──共に連れ込んだ少女に因いんがある。

　人が人を思う力は、時として常じよう軌きを逸いつした効果を宿す。少女を探す彼の思いが、強ければ強いほど、彼はこの世界で力を発揮できるはずだった。殊ことにグランレイスが創った世界は、彼の〝思し念ねん〟でもってその大半が構成されている。〝思い〟が発揮できる効果はより強い。

　少年は少女を探すために、この世界を──画家、グランレイスの創り上げた〝画廊〟を、探たん索さくしてくれるはずだった。

　露つゆ草くさ弓という少女は、そのための『餌えさ』でしかない。

　フェルディナンは強く強く、我が身を抱いた。寄せた胸の谷間から、掌てのひらほどの丸い光が立ち昇った。

　ふわりと浮いた光は、眼前に静止する。

　そこに見えるのは、丸い小さな虫むし籠かご──

　格こう子しを形成するのは、得え体たいの知れない生物の軟なん骨こつだった。わずかに光を通す白く細い骨が、器き用ように細こまかく編み込まれている。

　そっと握っただけでも壊こわれてしまいそうな儚はかない虫むし籠かごの中には、指ほどの小さな人影があった。

　服を着たままに眠りこける籠の中の少女は、息をしている様子さえない。樹脂で固められた人形のように、ほんのわずかにも身体からだは動かなかった。

　その籠の中では、〝時の流れ〟が止まっている。より正確にいえば、籠の中に形成された特殊な〝異い界かい〟では、時の流れが極端に遅おそい。

　籠の世界の一秒は、人の世界の悠ゆう久きゆう──少なくとも、人類の生きる時間では一瞬にすらなり得ない。

　その道具は〝マリアンヌの虫籠〟と呼ばれていた。

　遥はるか昔にある異い能のう者しやが創つくり上げ、今はフェルディナンの手中にある。

　籠の中に眠る弓ゆみを覗のぞき込み、フェルディナンは弓の顔で微笑した。

　画が廊ろうに引き込むと同時に、フェルディナンは彼女を眠らせ、引き込む寸前の記憶を消しておいた。

　その後のフェルディナンの演技により、心しん弥やは〝画廊〟に少女がいることを信じている。あとは都つ合ごうのいいように、少年を誘ゆう導どうするだけでよい。

「百年──待った甲か斐いが、あったかもね……もうすぐ出してあげる、私のオルタフ──」

　弓の姿をした娘は、異界に囚とらわれた神の名を呼んだ。その声こわ音ねは、恋人を慕したう娘のものにも近い。

　ふと細く冷たい風が、少女の首筋を撫なでた。

『君の方は、うまくいきそうなのかな？』

　不意に響いた中性的な声に、フェルディナンの眼めが無ぶ愛あい想そうに据すわる。

　声の主は、姿を見せない。

『その姿、なかなか似合っているよ。翅はねがいいね。つい、むしりたくなる』

　男性か女性かも摑つかませない口調で、その人物は朗ろう々ろうと話した。声は決して大きくないが、一言一句がはっきりと耳に響く。

　フェルディナンは誰だれもいない空間に向けて、固まった笑みをつくった。

「あら、エスハ？　どうしたのよ。ここしばらくは、レブルバハトに御ご執しゆう心しんのはずじゃなかったのかしら」

『なに。華かヶが瀬せがなかなか、しぶとく頑がん張ばってね。もっとも、あまり意味のない頑張りではあったけれど──レブルバハトは、人の意識の残ざん滓しを内包して、遥か深海の底で眠りについたよ。この世界の海が干ひ上あがる頃ころに、また目を覚ますかもしれないね』

　姿の見えない声は、くすくすと愉ゆ快かいげに笑った。

「あぁ。つまり、実験には失敗したのね？」

　フェルディナンはややきつめの口調でいった。

『とんでもない。私は人の味方だよ。もちろん、神しん群ぐんの味方でもあるけれど。結果はただの結果であって、そこに成功も失敗もない。何がどうなろうと、それは可能性が紡つむいだ〝結果〟──私は傍ぼう観かん者しやとして、それを見守るだけさ』

「──ふぅん。ま、話半分に聞いとくわ」

　フェルディナンは軽い調子で返す。

　中性的な声の主は、『星ほし詠よみのエスハ』と呼ばれていた。二人は共に、人の寿じゆ命みようを超えた存在でもある。しかし、間違っても〝同類〟ではない。

『さて──君の方は、順調みたいだね？』

「おかげさまで」

　若じやつ干かんの皮ひ肉にくを込めて、フェルディナンはそう応こたえた。

　徒と帰き島の一件で発はつ覚かくした『希き崎ざき心しん弥や』のことをフェルディナンに伝えたのは、彼かの人物、星詠みのエスハだった。今回は、その恩があるが──それでも仲良くしたい相手でもない。

『それはよかった。なにか、手伝えることはあるかな？』

「私の脚本に、あなたの出る幕は用意してないの。いま忙いそがしいから、出演交渉は後にしてくれる？」

　娼しよう婦ふが嫌な客を断るように、フェルディナンは冷たい微笑を見せた。元が幼い弓ゆみの顔だけに、その表情には違い和わ感かんが漂う。

『それは残念。では、今こ宵よいはこれにて──』

　芝しば居いがかった口調で応え、声は尻しり切きれに闇やみに融とけた。何をしにきたのかも判然としない。

　素早い撤てつ退たいに拍ひよう子し抜けして、フェルディナンは冷さめた眼めで思し考こうを巡らす。

　眼前には、露つゆ草くさ弓を閉じ込めた虫むし籠かごがあった。

　宙ちゆうに浮き、時の止まった世界を内包する虫籠は、小さな一つの世界でもある。

　その世界にいるのは弓だけだが、その世界の命運を握るのは、外から世界を見つめるフェルディナンに他ほかならない。

　全すべての世界は結けつ句く、その虫籠と同じだった。

　内部にいる者達の都つ合ごうとは別に、外部の者達によって運命を左右される。

　国を変えるのは、外海からやってくる黒船。

　星を変えるのは、彼方かなたより飛来する流れ星。

　人を変えるのは、他人の視線と外部の刺激。

　そして──

　世界を変えるのは、別の世界──異い界かいからやってくる、迷めい宮きゆう神しん群ぐん──

　フェルディナンには思うところがあった。

　星詠みのエスハ──

　彼の人物は、元来がこの世界にいない、外部の者なのかもしれない──

　答える者もいないその問いは、数百年前から彼女が抱いているものだった。本人に問うても、彼かの占うらない師しははぐらかすばかりである。

『あぁ、そうそう──』

　去ったと見せた声だけの占い師が、フェルディナンの思し考こうを読んだように、再び舞い戻った。

　少女は鬱うつ陶とうしげに端たん正せいな眉まゆをしかめる。行ったふりをして戻る、そんな古典的な手法を、エスハは好んでよく使う。それが他人を馬ば鹿かにしているようで、余よ計けいに腹立たしい。

『一つ、前から気になっていたことがあるんだよ。君は、あの神しん群ぐん──虹にじの屍しかばね・オルタフを、グランレイスの〝画が廊ろう〟から出して、どうするつもりなのかな？』

　エスハの問いは、フェルディナンにとって答えづらいものでもない。

「……別に。私はただ、オルタフを狭い獄ごくから解放してあげたいだけ。オルタフの異い能のうをもたない私には、どうしようもなかったけれど、異能を受け継ぐあの子なら、それができるかもしれないから」

『ふふ──フェルディナン。君は、歳としの割に素直だね。遥はるかに年下の夢ゆめ路じの方が、よほど荒すさんでいるよ』

　からかうようなエスハの口調に、フェルディナンは眼めつきを険けわしくした。

「どういう意味よ？」

『言葉通りさ。グランレイスがオルタフを封じた理由を、君は知らないらしい』

　くすくすと嗤わらいを含んだ声は、フェルディナンの神経を逆さか撫なでした。

「あの男は、オルタフを怨うらんでいた──理由なんてそれだけでしょう？　エスハ、貴方あなたは私に喧けん嘩かを売りにきたの？〝銀ぎんの司し祭さい〟の力を、貴方相手に使わないといけないのかしら」

『おっと、怖こわい怖い……じゃあ、私はそろそろ退たい散さんしよう』

　エスハの声が遠ざかり、エコーを残す。

『脚本が変わったら、また来るよ──』

　声が響き終えた後で、フェルディナンは意識を少年に戻した。

「──そろそろ、動いた方がよさそうね」

　走る心しん弥やの自転車が、紅あか街まち中華街に近づきつつある。

　そこに今、フェルディナンの苦にが手てとするあの男はいない。

　全すべての神群の力が通用しない、あの男──

　彼がいなければ、それほど焦あせることもない。じっくりと、少年を誑たぶらかす算さん段だんをたてられる。都つ合ごうのいいことに、彼の従者の娘も、同居人達もいない。つまり少年が向かっている先は無人である。

　フェルディナンは世界の境界線を越えた。

　額がく縁ぶちから絵を抜けて、空に月のある、〝人の世界〟へと降り立つ。

　抜け出た先は、心弥の家ではなかった。

　グランレイスの絵──その全ては、一つの異い界かい、〝画廊〟につながっている。

　額がく縁ぶちを抜けた先は、水みな門と市の一いち隅ぐうにある、とある骨こつ董とう品ひん屋やの奥だった。主は入院中で、その店も今は無人である。グランレイスの絵は、店先から少し離れた物置に放置されていた。

　そこから抜け出たフェルディナンは、板間に座り込み──

　裸はだかの背を震わせた。

　その身体からだが軋きしむ音を立て、やがて激しい痙けい攣れんを起こす。全身の毛穴から細い糸が吹き出し、人の大きさの繭まゆを形成する。

　その透すけた繭の中で、背と関節が伸び、胸が萎しぼんだ。

　翅はねが消える、髪が縮む、顔が変わる──さなぎの中で幼虫が成虫に変わるように、少女の身体は素早くその変化を進めていく。

　やがて、毛穴から吹き出していた糸が縮み、身体の中へ再び吸い込まれた。

　繭が消えた後には、一人の女──

　弓ゆみよりは年とし嵩かさの彼女は、軽く首の関節を鳴らし、眼めをしばたたかせた。

「あー……あー……うん。いい感じね」

　喉のどを馴ならし、発声を確かめる。

　裸の女は、自らの細い裸ら身しんを見下ろして、満足げに笑った。

「──ほんとに胸ないなぁ、この子。成長してないじゃん。服は探しやすいけど──」

　口調から発音までをその人間に一変させたフェルディナンは、空気に融とけるようにして透明になった。

　暗い無人の廊ろう下かに、緩ゆるやかなそよ風が吹き抜ける。

　女が消えた後には、何の痕こん跡せきも残ってはいなかった。
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　紅あか街まち中華街──

　その街の門前に着くなり、心しん弥やは電話が不通だった理由を知った。

　いたるところに消防の車両が停とまり、観光客の野や次じ馬うまがごったがえしている。道路の数箇所が陥かん没ぼつし、もっとも大きな穴は狭い教室ほどの大きさで地下に口を空あけていた。

　観光客が多すぎて、自転車はかえって邪じや魔まになる。

　心弥は陥没箇所には眼めもくれず、自転車を乗り捨てて〝点てん心しん華か心しん〟へ急いだ。

　ガス爆発で、手抜き工事の下水道が陥没したらしい──そんな内容の会話がすぐ脇わきで聞こえた。その真しん偽ぎも、今の心弥にとってはどうでもいい。

　人込みをかきわけて、細い路地を曲がりくねり、街の奥深くへとひた走る。

　夏の暑さで、頭がくらりときた。昔から絵ばかり描いていたために、あまり体力のある方でもない。しかし頭の具合と裏うら腹はらに、暑気にあてられた身体からだは不思議と軽かった。

　少しばかり──いつもの身体とは、違う感覚さえある。何ど処こがどう違うとは自分でもわからない。ただ全身の感覚が、常よりも研とぎ澄すまされているような実感はあった。

　それがただの興奮と緊張のためなのか、あるいは別の要因によるものかは判別できない。

〝点心華心〟に着くと、店先には臨時休業の札が掛かっていた。心弥は勢いで手をかけたが、鍵かぎに阻はばまれて扉とびらは開かない。

「あれ？　心弥くん？」

　店内に声を張ろうとした矢先に、背後から何者かに呼ばれた。

　振り返った心弥は、そこに昨日、見たばかりの顔を見た。

　髪を短く切り揃そろえた女医──ただし今は普ふ段だん着ぎの姿で、安っぽいジーンズに袖そでなしのダンガリーを着ていた。病院での姿とはまったく違うが、不思議とその雰囲気はあまり変わらない。

「文ふみ槻つき先生？」

　思わぬ顔に、心弥は頓とん狂きような声をあげた。

「香か夜や子こでいいよ。どうしたの、血けつ相そうかえて」

「あの、夢ゆめ路じさんは……」

「あぁ、爺じじいに用？　留守みたいだよ。あたしもさっき来て、一応このあたりふらふらしてみたんだけど、お店には誰だれもいないわ」

　香夜子医師は肩をすくめて見せた。

　心弥は唇くちびるを嚙かむ。夢路がいないとなれば、あとは病院の幻げん三ぞうぐらいしか心当たりもない。夢路の帰りを待つ手テもあるが──待つ時間が惜しい。

「そうですか……あの、なんで香か夜や子こ先生が、ここに？」

　心しん弥やは香夜子の飄ひよう々ひようとした笑顔に視線を向けた。感情の色は──とりたてて見るべきところもない。まるで造ったかのように、ひたすら標準的な色合いだった。

「あぁ、中華街で事故があったって聞いてね、ちょうど休みだったし様子を見にきたのよ。あの陥かん没ぼつ箇所、見た？　すごいよねぇ。血の跡あとやなんかはだいぶ洗い流したみたいだけど、今朝けさは怪け我が人にんもけっこう出ててさ。さっきまでうちの病院も、てんやわんやだったんだ」

　香夜子は、心持ち顔をしかめて呟つぶやいた。

「で、爺じじいに用ってなんなの？　急ぎ？」

　話を振られて、心弥は一瞬、返答に迷った。

　──相手は、信用できない人間でもない。そして少なくとも、心弥よりは知識をもっているはずだった。

　藁わらにもすがる思いで、心弥は口を開く。

「──露つゆ草くさが、絵に──引き込まれたんです」

　言いながら心弥は、その現実を夢と思いたかった。しかし弓ゆみの姿が家から消えたことは間違いない。

「へ？」

　略しすぎた内容に、香夜子は眼めをしばたたかせる。

　心弥が順序だてて一連の事情を話すと、香夜子は奇妙に深い眼をしながら、話の合間に幾いく度ども相あい槌づちを打った。

「それじゃ今──弓ちゃんは、グランレイスの絵の中にいるってこと？」

　話の内容を疑う様子もなく、香夜子は口許に手を添そえて、思し案あんげに低く呟いた。心弥はむしろ、あっさりと信じられたことに拍ひよう子し抜けした。

　頭の具合を疑われても仕方のない内容だったが、しかし香夜子の周りに見える色には、疑いの揺れがまったく見えない。

「信じて……くれるんですか？」

「信じるもなにも、神しん群ぐん関係じゃ、その手テの話って珍めずらしくないもの。あたしを誰だれだと思ってんの？　〝キャラバン〟の人間よ」

　香夜子は睨にらむような眼つきを虚こ空くうに据すえた。

「──助けたい？」

　抑よく揚ようもなく発せられたその言葉に、心弥は心臓が締めつけられるような重圧を覚えた。

　──助けたくないわけがない。

「──はい」

「だろうね。気が急せいて仕方ないんでしょ？　顔つきが昨日きのうと全然違うわ」

　香夜子は髪に指を突っ込み、溜ため息いき交じりに言った。

「心しん弥やくん、家まで案内して。助けたいんなら、方法は教えてあげる。そのかわり──キミにしかできないことだからね。あたしは、方法を教えてあげるだけ」

「は、はい！」

　心弥は興奮に舌をもつれさせて返事をした。

　香か夜や子この言葉は、心弥にとって出口のない迷めい路ろに見えた光こう明みようだった。夢ゆめ路じには会えなかったが、この場に香夜子が来ていた、その思わぬ偶然の巡り合わせに感謝した。

「それじゃ、すぐに……」

　心弥は足早に先に立つ。その前方に、見たことのある顔が見えた。

　よれよれのシャツを着た無気力そうな青年が、炎えん天てん下かを揺らめくように歩いてくる。

　確か──籤くじ方かたという名の剣士だった。徒と帰き島で心弥も世話になった彼かの青年は、今は夢路の家に居い候そうろうしていると聞く。刀は布袋に隠かくして背負っていた。

「……籤方さん？」

「あ。心弥さん、こんにちは」

　籤方は、明るいが空くう疎そな声で挨あい拶さつしてきた。年下の心弥に対しても彼は敬語を使う。籤方には、自分が世界で一番の〝下したっ端ぱ〟だと思っているような気配があった。

「ちょうどよかった、夢路さんが何ど処こに行ったか、知りませんか？」

　心弥が問うと、籤方は不思議そうな顔で首を傾かしげた。

「俺おれ、わかりません。今朝けさ早く、フローラさんがどっか行っちゃったんですけど、その時に『中華街でまだ暴あばれる奴やつがいないか、見み廻まわりしてくれ』って頼まれて、それで見廻りしているんです」

「──暴れる奴？　なにかあったんですか？」

「さぁ。よくわかりません。一応、朝からずっと見廻りはしてるんですけど」

　籤方はへらへらと笑った。その顔は本当に何も知っていそうにない。

　朝からずっと──この炎天下を？

　心弥は首を傾げた。事故の痕こん跡せきは見たが、今の紅あか街まち中華街は、もういつもの観光名所に戻っているようだった。そんな街に、さほど見廻りが必要とも思えない。

　香夜子を省かえりみると、彼女は軽く肩をすくめ、眼めを瞑つぶって見せた。『私にもわからない』と言っているようにも見えるし、とぼけているようにも見える。どのみち、弓ゆみのことで頭が一杯の心弥にとって、他事に関かかわる余よ裕ゆうはない。

「夢路さんに御用なんですか？　後ろの人は？」

　籤方はぼうっとした眼まな差ざしで、心弥の背後の香夜子を見つめていた。

「はじめまして。あたしは医者の文ふみ槻つき香夜子。キミが噂うわさの籤方くんね。爺じじいから話だけは聴いてるわ」

　香夜子は冷たい口調で呟つぶやいた。その声質から、少なくとも〝いい話〟は聴いていないらしいことを心しん弥やは推察する。

「悪いけど、いま忙いそがしいのよ。また今度ね」

「はい。それじゃ俺おれ、この先に行きますんで」

　炎えん天てん下かに汗を流しながら、また籤くじ方かたはふらふらと歩きだす。

「香か夜や子こ先生、夢ゆめ路じさんに伝言を頼まなくていいんですか？」

「無む駄だよ。まともに伝わりゃしないわ」

　香夜子は小声で呟つぶやいた。つい心弥は納なつ得とくしてしまう。確かに籤方は『何かを任せる』となると人を不安にさせる男だった。

　へらへらと、だらしのない媚こびる笑顔を心弥に向けながら、籤方はその脇わきをすり抜ける。

　彼には自我が薄い── 心弥は青年をそう見ていた。他人の言うなりに動くことが、彼にとって自分の存在意義らしい。

　心弥はつい、それが気の毒になって、脇を通る籤方に声をかけた。

「少し休んだらどうですか？ 熱射病とかになりますよ、こんな天気の日に歩いていたら──」

「でも、そういう指示は受けてませんから」

　籤方は無気力な固まった笑みを浮かべていた。無機物を相手にしているような感触を覚え、心弥の背筋がぞっと粟あわ立だつ。

「指示がなくても、つらくなったら水を飲むなり、冷房の効いたところに入るなりして休まないと……そういう意味だと思いますよ、その命令って」

　見み廻まわりの命令を出したのは、〝点てん心しん華か心しん〟の店員、フローラだと籤方は言っていた。少なくとも彼女なら、理り不ふ尽じんな命令を籤方に押しつけたりはしないと心弥は確信している。となれば、休みもせずに歩き回っているのは、籤方が彼女の指示を曲きよつ解かいしているからに他ほかならない。

　籤方は、不思議そうな顔で心弥を振り返った。

　じっと──昆虫のような感情のない眼めで心弥を見み据すえる。

「あれ？　心弥さん？　心弥さんですよね？」

　籤方の問いかけは奇妙だった。心弥は眉まゆ根ねを寄せて、わけがわからぬままに頷うなずく。

「なんか……違う人みたいな……」

　籤方は首を傾かしげ、そこでおし黙った。

　気味が悪くなり、心弥は一礼して徒歩で逃げだした。すぐ後に、香夜子も脚をはやめてついてくる。

「なんか──噂うわさ通りっていうか、ヤバいね、あの子──」

　小声の耳打ちに、心弥は「はぁ」とだけ曖あい昧まいに返した。

　──眼の錯さつ覚かく。

　そう思った。

　いま、籤方が黙った瞬間に、心弥は彼の背負った『刀』から、奇妙な色が立ち昇るのを見たような気がした。

　黒に近いほどに暗い歓かん喜きの黄色、怒りの赤──

　刀から、そんな不気味な色が浮かび上がっているように見えた。それは一瞬のことで、すぐに搔かき消えたが、不気味な雰囲気だけは残り続けている。

　肩越しに振り返ると、籤くじ方かた刀とう至じは立ち尽くしたまま、ぼうっと心しん弥やと香か夜や子こを見送っていた。

　その虚うつろな視線に、心弥はまた、寒さむ気けを覚えた。
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「さて──どこから話したもんかしらね」

　運転席の香夜子が声をひそめて呟つぶやいた。

　心弥は中華街に自転車を乗り捨てたまま、香夜子の運転するセダンの助手席に座っていた。

　脇わきから見る香夜子の横顔──その表情は険けわしい。

　不安にかられて、心弥は口を開く。

「──露つゆ草くさは、無事なんでしょうか」

「あぁ、それが一番気になるわよね。大丈夫、生きてると思うわ。もちろん助け出すのは早い方がいいだろうけれど、焦あせることでもないよ。一ヶ月や二ヶ月なら、あの絵の中では生きていられるはずだから」

　打てば響くように、香夜子ははきはきと応こたえた。はじめから心弥の問いを想定して、その回答を考えていたようにも聞こえる。

「前例があるのよ。あの絵には、グランレイスの呪のろいがかかっていてね。波長が合うのかなんなのかは知らないけど、前にも一度、吸い込まれた子がいたの。滅めつ多たにないことらしいし、あたしもキャラバンの記録で読んだだけだから、爺じじいは知らないかもしれないけれど──」

「その人は助かったんですね？」

　心弥は期待と希望を込めて問う。

「うん。だけど、グランレイスの異い能のうを受け継ぐ人間がいたから助けられたの。今回はキミがいる分、かなりラッキーだわ……って、喜ぶようなことじゃないけど、不幸中の幸いってことね」

　香夜子は話しながら、荒っぽいハンドルさばきでカーブを曲がった。心弥の身体からだが横に流れる。

「あの──スピード、出し過ぎじゃないですか？」

「そう？　これでも手て加か減げんしてるんだけどな」

　香夜子は事も無げに言い放つ。しかし気の急せいている心弥には、危険にも近いそのスピードが心地よく感じられたのも事実だった。

「この先の信号の角を右折です」

「うん。その先で左でしょ？」

　心しん弥やのナビに敏びん感かんに反応しつつ、香か夜や子こは確認した地図の通りに車を走らせていた。手て際ぎわのよさに、偏差値の高い人間は違うと妙なところで心弥は感心した。

「──それじゃ、家に着くまでに話しておくわ。グランレイスのこと」

　香夜子は運転を続けながら呟つぶやいた。

　助手席の心弥は耳を傾ける。

「今から一世紀以上昔──まだ、キャラバンができる前のことよ」

　香夜子は遠い記憶を呼び覚ますように眼めを細め、その由ゆ来らいを語りだした。







　──うん。ちょうど、百五十年前ってとこかな。爺じじいが生まれた頃ころだよ。当時は、キャラバンなんてまだ存在しなくてね。それに異い能のう者しやの数も少なかった。神しん群ぐんの影響そのものが弱かったから。

　キミは知らないと思うけど、〝迷めい宮きゆう神群〟の影響力が強まったのって、ここ百二十年くらいのことなのよ。もちろん、連中はその前──それこそ有史以前からいたらしいんだけど、その影響力は急に強まったり少しずつ弱まったりしながら、今まで続いてきたの。

　ちょうど百五十年前っていうのは、異能者も今より少なくて、キャラバンなんて組織の誕生する下した地じもなかった。日本ならもうすぐ幕末、ヨーロッパでは、いろんな国を巻き込んで紛ふん争そうが起きていた頃──グランレイスってのは、その頃の人間でさ。西洋の片かた田舎いなかで、普通の人間として暮らしていたらしいわ。

　その頃はまだ、彼に何の力もなかったの。ただ絵が好きなだけの、地方の地主の長男坊だったんだけど──

　本当に、ただの〝人間〟だったのよ。

　彼の住む地方に、一人のジプシーの女の子が来るまでは──







　嵐あらしの晩──

　青年は、納な屋やの奥に物音を聴いた。

　二階の部屋から見下ろす庭に、小さな明かりを見た気がして、わざわざ雨中に様子を見に行った時のことだった。

　普ふ段だんなら、少しくらい様子がおかしくとも放っておくはずだった。だがこの日に限って、彼は納屋の様子を見に行った。

　──何かに呼ばれたような気がしたのだ。

　それは誘ゆう惑わくの声ではなく、空気を伝わってきた何者かの意志を、青年が偶ぐう然ぜんに受け止めてしまった結果だった。夜半遅おそく、家中の誰だれもが寝静まっているような時間に、青年は独ひとり、夢む遊ゆう病者の足取りで外へ出てしまった。

　そして青年は、納な屋やの奥に物音を聴いた。

　そっと耳を澄すます。豪ごう雨う。風にしなる木々。時折の雷らい鳴めい。様々なものにかき消されて、なお消えない音は、人の激しい息いき遣づかいに似ていた。

　青年は、扉とびらの隙すき間まを覗のぞく──

　暗いはずの納屋の奥に、明るい星ほどの小さな光が見えた。周囲の様子まではうかがえない。

　片手に捧ささげたランタンの火を確認する。それを持って中に踏み込むか、その前に誰か、使用人を呼んでくるべきか──青年は咄とつ嗟さに判断に迷った。

　すでに夜も遅い。使用人を起こすのは簡単だったが、昼間に酷こく使しされている彼らに対して、青年は同情するだけの優やさしさをもっていた。この嵐あらしの夜に起こして、納屋の奥に野良犬が一匹では、気の毒にすぎる。

　そう──野良犬だ。火を見れば、逃げ出すに決まっている。

　青年は、自分をそう勇気づけて扉を開けた。

　身構えて、ランタンの火を片手にかざす。

　──野良犬は飛び出してこなかった。

　代わりに、ぐしょ濡ぬれになった紅あかい布の端が視界の隅すみに入る。

　首を傾かしげてランタンを掲かかげ、奥へ明かりを投げる。

　青年は息を吞のんだ。

　そこでは積まれた藁わらの塊かたまりに身を預けた少女が独り、荒く苦しげな吐と息いきをついていた。

　藤ふじ色いろの髪の、美しい娘だった。

　熱に浮かされ、体を震わせ、整った顔を苦く悶もんに歪ゆがめている。

　青年に気付くや、娘は逃げるためか、動かぬ体を無む理りに起こそうとした。しかし衰すい弱じやくしきっているらしく、這はうようにも進めない。

　息を詰めていた青年は、そこで我にかえった。

　少女はまだ、いかにも幼く見えた。怯おびえきった表情は殊こと更さらにか弱い。

　胸がつまって、青年は手を差しのべた。

　少女は出口のない納屋の奥へ逃げようとする。

「怖こわがらなくていい。言葉はわかるかな？　怖がらなくていいよ」

　心配げな微笑──それは少女に安心こそもたらさなかったが、少なくとも青年に敵意がないことを証明した。

　少女は動かなくなる。闖ちん入にゆう者しやに対して奮ふるい起こした気力と体力も、限界に達したらしい。

　その姿が死体への連想と重なり、青年は慌あわてて駆け寄った。少女は熱病らしい。風邪かぜのように見えるが、断定はできない。

「と、とにかく中へ……ちょっと、失礼するよ」

　青年はランタンを天てん井じように吊つるし、両手に少女を抱え上げた。その身体からだは病やまいのために熱く、怖こわいほどに軽い。

　少女は胸の前で握った細い両手に、小さな首飾りを握り込んでいた。よほどに大事なものらしく、意識が混こん濁だくしている様子にも関かかわらず、その手は中の物を覆おおい隠かくして離れない。

　青年は少女を抱えて、雨中に駆け出した。

　彼にとって、その出会いが幸運だったのか、それとも不運だったのか──それは誰だれにもわからない。

　ただ青年は、この時に彼女──リセルと出会った。

　その事実は、百年を超えた未来にまで、尾をひくことになる──







「ある日、グランレイスは、リセルっていうジプシーの女の子を拾ったの」

　香か夜や子こは、遠い思い出を語るような口調で物語った。

　直じかに見てきたはずもないが、心しん弥やはその語り口に懐なつかしげな響きを感じとった。理由はわからないが、昔話に格かく別べつの思い入れがあるらしい。

「その時のリセルはね、〝ある物〟を護まもるために、独ひとりで逃げていたらしいの。仲間のジプシー達はどうなったのか、あたしも知らないけれど──彼女は、その〝大事な物〟を誰かから護るために逃げていて、たまたまグランレイスの所に転ころがり込んだ──

　彼女にとっては幸運だったわね。行き倒れ寸前のところを助けてもらったんだから。

　グランレイスはその子を家に置いたらしいわ。得え体たいの知れない娘を置くことには反対もあったみたいだけど、ちょうど親の具合が悪くて、家の実権のほとんどが彼の手に渡る寸前の時だったから……リセルはそのまま、彼の家に置かれた。建たて前まえは召使いとしてだったけど、何ヶ月後かには、グランレイスの恋人みたいな感じになっていたそうよ」

「──あの。それより、できれば露つゆ草くさの助け方を先に──」

　心弥は申し訳なく思いつつも、長くなりそうな話の腰を折った。香夜子は苦笑で応こたえる。

「あぁ、心弥くんはそっちの方が気になるか。そうだね──どのみち、おいおいわかることかもしれないわ。とにかくリセルって子は、グランレイスに助けられたんだけど、結局は死んじゃったの。グランレイスはそれを哀かなしんで、絵に呪のろいをこめた──手っ取り早く言えば、そんなところ」

　車が心弥の家に着いた。

　炎えん天てん下か、閑かん静せいな住宅街に佇たたずむ家──なんの変へん哲てつもない光景だが、内包している事情はそうでもない。

「へぇ、いいとこ住んでるねー……って、キミ、ホントにここに独ひとり暮ぐらし？　ぜいたくぅ」

　香か夜や子こはわざとらしく溜ため息いきを吐ついた。軽い口調は緊張をほぐすための気き遣づかいらしい。しかし、せっぱ詰まっている心しん弥やには効果もなかった。

　その好意だけを受け取って、心弥は言葉を返した。

「両親が海外なだけで、ただの留守番と同じですよ。一人暮らしには広すぎて、逆に住みづらいくらいです」

「でもおかげで弓ゆみちゃん連れ込めるんでしょ？　いいじゃない」

「──香夜子先生、からかわないでください」

　含み笑いする香夜子に、心弥は若じやつ干かん、険けわしい眼まな差ざしを向けた。照てれ隠かくしというわけでもない。今はひたすら、弓の行方ゆくえが気になって仕方がなかった。

「それより、はやく方法を──」

「慌あわてないで。絵を見ながら説明してあげる。居間だっけね？」

　香夜子に背を押されながら、心弥は家に入った。中にも暑気は満ちていたが、それでも炎えん天てん下かよりは遥はるかに涼すずしい。

　玄関を抜け、グランレイスの絵が飾られた居間に案内する。

　全体に白い感情の色を示す、美しい湖こ畔はんの風景画──

　香夜子は眼めを細め、壁かべ際ぎわに飾られたその絵を見上げた。

「ふーん──だいぶ、後期のヤツね。知ってる？　グランレイスの絵って、構図が同じのが何十枚もあるのよ。この風景画は一番多くて……多分、彼の好きな景色だったんでしょうね」

　細い指先が、額がく縁ぶちを覆おおうガラスに触ふれる。

「弓ちゃんは、この絵に吸い込まれたのよね？」

「──はい」

　心弥の脳のう裏りを、昨夜の光景がかすめた。香夜子は「まだ無事」と言ったが、それがどれほど根こん拠きよのある言葉かは疑わしい。

　夢かとも思える絵の中で、心弥は弓の姿を追ったが、結局は追いつけなかった。痛つう恨こんの思いは重くなりこそすれ、軽くはならない。

　絵の中で起きたと思おぼしきその成り行きは、道中で香夜子にも話してある。

「さて、と──まず最初に言っておくけれど、弓ちゃんはね、厳げん密みつに言うと、〝この絵の中〟にいるわけじゃないんだ」

　香夜子は独り言を呟つぶやくように言った。

「グランレイスは、この絵を何枚も描いた。でもそれは、この景色が好きだったからってだけじゃない。彼にとって、この絵を描くことはただの〝作業〟だったの。

　グランレイスは、『絵を描く』ことで、この世とは『別の世界』──つまり、キャラバンでいう〝異い界かい〟を構築する能力を持っていたらしいわ」

　心しん弥やはいぶかしく思った。〝異い界かい〟という名称を聞くのははじめてでない。しかし──

「異界って、例の徒と帰き島じまにいた、ハタニアスって奴やつの還かえった──？」

「あれも異界の一つ──心弥くん、勘かん違ちがいしてるみたいだね。

　異界っていうのは一つじゃないわ。今、あたし達のいるこの世界とは〝別〟の世界──それらをひっくるめて、異界っていうの。

　迷めい宮きゆう神しん群ぐんていう〝ある種の存在〟は、それぞれ別の異界から、こっちに渡ってきている。つまり神群にとっては、私達のいる地球があるこの宇宙も、〝異界〟の一つってことになるんでしょうね──

　異界の総数は誰だれにもわからないけれど、今のこの瞬間にも無限に増ぞう殖しよくしてるって言う人もいれば、逆に物もの凄すごい勢いで減りつつあるって言う人もいる。結局、本当にわかんないのよ。ハタニアスも、島の連中は〝還る〟んだと思ったかもしれないけど、実際には別の世界に〝行った〟んだと思うわ。

　例えばある異界では、ハタニアスみたいな化ばけ物ものが数億──あるいは数千億と群ぐん生せいしているなんて世界があるのかもしれない。生物のまったく存在しない世界もあるでしょうね。彼ら、迷宮神群は、理由はわからないけれど、それらの宇宙を渡り歩いている──」

　額がく縁ぶちを手の甲で軽く叩たたき、香か夜や子こは心弥と視線を合わせた。

「信じられない、って顔してるね？」

「いえ……そうじゃなくて、なんだかぴんとこなくて……」

　香夜子は鷹おう揚ように頷うなずいた。

「ま、そうでしょうね。それでこの絵だけど──グランレイスには、〝異界〟を構築する力が確かにあったの。もっともそれは、彼が元から持っていた力じゃなくて、ある神群の影響を受けた結果として得た力なんだけどさ。

　グランレイスは絵を描くことで自分の〝創造力〟を刺激して、この世界とは別の世界を何ど処こか別の次元に創つくり上げた──彼にとって、絵はその世界を創るための『扉とびら』でしかなかった。

　絵を描くことで、グランレイスは思いを筆にのせて〝異界〟へ到達させた。そして、そこに新たな世界を構築し、そこに〝呪のろい〟を封じ込めたわけね。どうしてそんなことをしたのか、理由はわからないけど……性しよう根ねが腐くさってたのかもしれないわ」

　香夜子は苦にが々にがしげに言った。

　心弥は、グランレイスの風景画が『白』の発色をしている理由にようやく勘かんづいた。

　彼かの画家にとって絵を描くことは、ただの『作業』であり、思いの多くはその向こうにある〝異界〟の構築にまわされたということらしい。

　香夜子の説明は続く。

「だから彼の絵は、若い頃ころの落書きを除いて、そのほとんど全すべてが『一つの異界』につながっている。つまりキミらが行ったのは『絵の中』じゃなくて、絵を扉としてつながった〝別の世界〟ってことね。あたしは、そこを他の異い界かいとは区別して、〝画が廊ろう〟って呼んでる。彼のセンスで統一された世界だから」

「つまり──露つゆ草くさを助け出すには、その〝画廊〟とかをどうにかすればいいんですね」

　呟つぶやいて、心しん弥やは歯を食いしばった。気力はかつてないほどに充実している。まるで、ある種の薬でも服用したように──少々、危険なほどに感覚は研とぎ澄すまされていた。

「そういうことになるかな。肝かん心じんのその方法だけど──画廊には、グランレイスの〝思い〟が詰まっている。それをキミの思いで塗ぬり潰つぶせば、そこはグランレイスの世界じゃなくなる。呪のろいの効果も弱まるわ。グランレイス本人はもう死んでいるから、対抗されることもないし……」

「──でも、どうやってまた中に入ったら……」

「それは大丈夫、あたしがなんとかする」

　香か夜や子こは両手を広げて、絵画を壁から床ゆかに降ろした。

「なんとかって……」

「いいから。入るよ」

　微笑して、心弥の手を引く。

「──え？」

　香夜子は絵の上に手をあてた。すぐにその手が、ずぶりと絵の中に沈みこむ。

「は、入れるんですか⁉」

「コツがあるのよ。ほら、ちゃんと手ぇ握んなさい」

　頷うなずいた心弥は、香夜子に引かれるまま、ゆっくりと絵に手をあてた。熱いゼリーに似た感触が指先に伝わる。

　肩までを沈ませた香夜子が強く手を引いた。心弥はたちまち、頭から絵の中に沈んでいく。

　底無し沼に落ちるような感覚が、全身を包んだ。
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　青年と少女の姿が、芝生しばふの上にあった。

　少女の膝ひざを枕まくらにして、青年は青空を仰いでいる。

「グランレイス──」

　藤ふじ色いろの髪の少女は、いとおしげに青年の髪に指を通した。

「うん？」

「私、やっぱりそろそろ出て行こうと思う」

　青年が飛び起きた。

「どうして？　行くあてもないんだろう？」

「だって──」

　少女は困ったように微笑する。青年はひたと視線を合わせ、顔を険けわしくした。

「君がジプシーだから？」

「それもあるけれど……私は、ここにいちゃいけないと思う。あなたはお金持ちだし、私みたいな行き倒れが居い着ついたら、土地の人も家の人もいい顔はしないから」

　青年は、左右に首を振った。

「あんな連中はいずれ黙だまらせる。君はここにいてくれ」

　藤ふじ色いろの髪の少女は眼めを伏ふせる。

「──理由はもう一つあるの。私は、追われているから……」

　青年はまた、首を振る。

　少女の首には、生き物の軟なん骨こつで編んだ小さな虫むし籠かごが、ペンダントとして掛かっていた。掌てのひらに納まってしまうほどの小さな籠だが、造りは繊せん細さいで、製作者の並々ならぬ技量をうかがわせる。〝マリアンヌの虫籠〟というらしい。

　籠の中には、小さな石が一つ──少女の話では、その石を狙ねらって追ってくる者がいるとのことだった。少女はジプシーの仲間から虫籠と石を託たくされ逃げているという。

　しかし、その石が狙われる理由と、誰だれが追ってくるのかについては、一いつ向こうに話そうとしない。

「リセル。そんな連中からは私が守る。どのみち路ろ銀ぎんもないのに、一人でいつまでも逃げるのは無む理りだよ。ここで新しい名前と生活を得ればいい。そうすれば、その〝追ってくる連中〟だって君を見失う」

「──でも……」

　少女はなおもためらう。

　青年は背後から少女の身を抱きかかえ、その耳元に囁ささやいた。

「その石を守るにしても──ここに隠かくれていた方がいい。今の格かつ好こうなら、誰も君をジプシーとは思わない」

　青年はその身を逃がさぬようにと抱きしめた。

　少女は身を預けて、頰ほおをほのかに紅こう潮ちようさせる。

　少女の服装は、主人つきの召使いのものだった。元の顔立ちからして、ジプシーというよりは貴族の娘じみていたこともあり、今の彼女に漂ひよう泊はくの民たみの面おも影かげはない。ただ、首から下げた虫籠のペンダントだけが似に合あわず浮いていた。

「グランレイス──」

「私を信じて欲しい。必ず、君を幸せにするから……」

　青年は囁く。

　少女は、その抱きしめる手に細い両手を添そえた。

　二人の時──

　その時間を、青年と少女は大切に過ごしていた。

　その後にくる不幸の影を、予見していたように──







　いきなり、妙なものが見えたな──

〝画が廊ろう〟に身を起こした心しん弥やは、まず両目を擦こすった。

　そこは今朝方と違う場所だった。周りを見渡すごとに景色が変化するため、違うのはむしろ当然だったが、心弥が〝塗り替えた〟はずの場所も見えない。

　香か夜や子この背が目の前にあった。その背だけが、視線を外はずしても変わらない。

「何か見えた？」

「はぁ……若い男と女の子が、芝生しばふの上でいちゃついてました」

　心弥は首を傾かしげながら呟つぶやいた。二人は明らかに、日本人ではなかった。しかしその言葉は、まるで映画の吹き替えのように心弥の耳に日本語として響いていた。

「──そう。あたしには、何も見えないんだ。絵心がないからかな」

　香夜子は残念そうに呟いて首を振った。

「会話も聞こえたんですが、流りゆう暢ちような日本語でしたよ？」

「ふぅん？　ここにあるのが、言語に縛しばられない〝思い〟だからかな。心弥くんの耳には日本語に変へん換かんされて聞こえるってことでしょ、きっと。

　あたしは全然だめだわ。キミの姿は見えてるけど、その周りは真っ黒なただの闇やみ──キミにはどう見えてる？」

　心弥は辺あたりを観察した。今の香夜子の背景は海の夕焼けだった。色は──狂っていない。鮮せん明めいな写真のように美しい。

「綺き麗れいな海が見えます。誰だれもいませんが……」

「そう……たいしたもんね」

　心弥は視線を巡らす。

　視界に飛び込む景色が不規則に変化する。青い草原、月夜の街がい路ろ、雪の中に沈む山小屋──

　いずれも、その発色は美しかった。

「変だな……前に来た時は色がひどくて、我が慢まんできなくて塗り替えたんです」

「あぁ、それはきっと、ここが〝画廊〟の奥深く──中心部だからよ」

　香夜子は事も無げに言った。

「中心部、ですか？」

「うん。キミらが昨日きのう入ったのは、多分、まだ創つくりかけの部分だったんじゃないかな。グランレイスは、この〝画廊〟を製作途中で死んじゃったのよね。ここは最初の頃ころに創られた、もっとも手の掛かっている完成した場所。いわば……グランレイスの『呪のろい』の中心ね」

　そう言われて、心しん弥やは改めて気を引き締めた。香か夜や子この言葉はつまり、ここが弓ゆみを助ける上での鍵かぎとなる場所であることを示している。

「それで、このあとはどうしたら──」

「まず、この世界にキミの『足場』をつくりましょ。ここはグランレイスの思いに紡つむがれた画が廊ろう──つまりは彼の勢力圏なわけ。陣じん取とりゲームみたいなもんで、ここにキミの勢力圏を創つくり上げれば、いろいろとやりやすくなるわ。

　一番手っ取り早くて確実なのは、グランレイスの思い出を見つけて、それをキミの思い出で塗ぬり潰つぶしちゃうことね」

　説明を受けても、心弥にはいま一つ、よくわからなかった。

「えっと……」

「わかんないかな？　──ま、わかれっていう方が無む理りか。やってくうちに、だいたい勘かんで理解できると思うわ。

　とりあえず今は、『グランレイス』のことを知りたい、理解したいって、心から思ってごらんなさい。そうすれば、景色の中に彼の思い出があらわれるはずだから。キミはその記憶の上に、キミ自身の思い出を描ける。そうしてこの画廊の中に、今度はキミの〝絵〟を描いていくの。そうすれば、グランレイスの呪のろいは一時的にでも弱まるわ」

　心弥は頷うなずいた。香夜子の指示の全すべてを理解できたわけではなかったが、当面、やることは決まっているらしい。

　この画廊を構築したグランレイスを知り、その上で自分の世界をこの画廊に構築する──今朝方、弓を見つけた時にも似たようなことをした。

「ここは、グランレイスの〝創造力〟が創り上げた画廊──ここでは、思し念ねんの力が何より強いの。大丈夫、キミならやれるわ」

　香夜子は呟つぶやいて、心弥に背を向けた。

「集中の邪じや魔まになるといけないから、あたしは一度、向こうに戻ってるね」

　心弥がその言葉に視線を向けると、もうそこに香夜子の姿はなかった。

「ちょ、ちょっと香夜子先生！　僕はどうやって戻ればいいんです⁉」

　返事はなかった。心弥はしばらく考え込んで、思し考こうを停止させた。

　今朝は意識せずに、いつのまにか自宅に戻されていた。そして今やらなければいけないことは、〝戻る〟ことではなく、ここに〝留とどまる〟ことである。弓を見つけた後の戻り方は、見つけてから考えればいい。

　香夜子がこの世界に入れたことには驚いたが、思えば弓と自分も、自らの意志ではないにせよここへ来た。その後、自分がどうやって外へ出たのかはまったく憶おぼえていなかったが──〝画廊〟と元の世界の行き来は、それほど難しいことではないのかもしれない。

　香夜子の残した指示の通りに、心弥は眼めを閉じ、グランレイスの思い出を見ようと心に念じた。

　思いを込めて、瞼まぶたを開ける。

　そこには見慣れない景色が広がっていた。

　曲線で仕切られた畑はたけの海に、乾いた土の道が蛇だ行こうしている。夕焼けの空は鮮あざやかな柿かき色いろに染まり、畑仕事の帰りらしい農夫を照らしていた。

　心しん弥やはその景色の中に、グランレイスの姿を探す。それらしき影はすぐに見つかった。

　畑を見下ろす丘の上──

　そこに豪ごう奢しやな石造りの洋館があった。窓の奥には青年の姿がある。キャンバスに向かい、絵筆を握って眼下の景色を描いていた。

　心弥の視点は流れるように移り変わり、画家の背後に立つ。

　夕焼けに燃える畑が、そこには見た目以上の美しさを加えて再現されていた。

　青年の背後には、メイドの格かつ好こうをした藤ふじ色いろの髪の娘が佇たたずみ、青年の描く絵を微笑ほほえましげに見つめている。

　グランレイスの描く故郷の風景は、心弥の眼めにも優やさしく映った。

　──その画家は、虚きよ像ぞうとはいえ弓ゆみをさらった憎にくむべき相手のはずだった。しかし心弥は、何故なぜか親近感にも似た感覚を彼に覚えた。

　彼の描く絵は、あくまでも優しかったのだ。
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　満月のフェルディナン──

　彼女はそう呼ばれていた。

　その名は翁おきな居い夢ゆめ路じによって広められたもの──

　初めて夢路と会った時に、〝フェルディナン〟の名を持つ男に化ばけていたのが、その由ゆ来らいだった。それまでは決まった名前も持たずに、ただ生きてきた。

　最初の名前は、もう彼女──彼かの生いき物ものも、憶おぼえていない。永い時を経た記憶は混こん濁だくして、数多い名のうち、どれが最初の一つだかを忘れてしまった。

　多くの人生をつまみ食いして、フェルディナンは世を渡ってきた。

　その力は、人に化けること──しかし長すぎるほどに長い生の中で、フェルディナンは他にも種々の能力を得ていた。

　自分に関する人の記憶を消す力も、その一つだったが──

　夢路にだけは、その能力がまったく通用しない。そのために彼の口を経て、フェルディナンの存在はキャラバンに知れ渡った。

　以降のフェルディナンは、殊こと更さらに自分の存在を隠かくしてはいない。目的の支し障しようとなる場合や、関かん与よを知られたくない時を除き、わざと記憶を消さないこともあった。

　そしてグランレイスもまた、そんな〝フェルディナン〟の記憶を持つ人間の一人だった。

（グランレイスよりは……あの子の方が、だいぶ扱いやすそうね──）

　闇やみの中──フェルディナンは声に出さず呟つぶやいた。

　今の彼女の姿は、心しん弥やの知る外科医のものを騙かたっている。それが心弥を言いくるめるのに、もっとも適した姿だと判断してのことだったが──ほぼ完全に、その意い図とは当たった。

　心弥に対して彼女が語った諸もろ々もろのことは、ほとんどが彼を誑たぶらかすための虚きよ言げんだった。

　まず第一に、グランレイスが〝画が廊ろう〟に封じたのは呪いなどという意志ではない。グランレイスに影響を与えた迷めい宮きゆう神しん群ぐん、〝虹にじの屍しかばね・オルタフ〟そのものである。

　心弥に伝えた呪のろいの解放とはすなわち、『オルタフ』の解放を意味していた。

　第二に──

　心弥と弓ゆみ以前に絵に引き込まれた人間は、確かに存在する。しかし彼らは全すべて、フェルディナンの手により引き込まれ、画廊を描き替えるだけの力をもっていなかったために、そのまま外に出された。その記憶はしっかりと消してある。

　グランレイスの絵の向こうに〝画廊〟があることを知る者は、今ではフェルディナンとエスハくらいのものだった。心弥相手には、〝香か夜や子こ〟として説明するために適当な作り話をしたに過ぎない。

　そして、三つ目の噓うそ。

　フェルディナンは、広大な〝画廊〟の中から、『オルタフ』の枷かせ──グランレイスの記憶──がある中心部を探すのに、十数年を費ついやした。

　心弥に対しては『何も見えない』といったが、彼女にはまったく〝何〟もわからないわけではない。

　景色として見えるのは闇ばかりだが、感覚で、籠こめられたグランレイスの想おもいの〝濃度〟を探ることはできる。しかしオルタフの異い能のうを持たない彼女は、そこに干かん渉しようする術すべを持たない。

　フェルディナンは、目め印じるしもない、ただ真っ暗な闇にしか見えない画廊に、その〝枷〟を探し続けた。

　それは気の遠くなる作業だった。永遠に近い寿じゆ命みようを持つ彼女にとっても、先の見えない迷めい路ろを進むようなその作業は、二度と経験したいものではない。

　フェルディナンが心弥を連れていったのは、十数年をかけて探し出したその場所である。

　神群のオルタフ自身は、常に広大な画廊の中をさまよっていたが、グランレイスが彼に嵌はめた〝枷〟はその場所にこそあった。

　グランレイスはどういうつもりか、自らの〝思い出〟を、オルタフを縛しばる枷として活用したらしい。

　フェルディナンにはそれを見ることすらできなかったが、絵に影響を受けた心弥はそれを見た。

　そして、オルタフの枷かせたるグランレイスの思い出を、心しん弥やが塗り替えることは──彼かの神しん群ぐんを〝画が廊ろう〟から〝こちら側の世界〟に引き戻す上で、絶対に必要なことだった。その枷が外はずれなければ、オルタフは画廊から元の世界に出てこられない。

　心弥に対しては〝陣じん取とりゲーム〟〝足場づくり〟などと適当な噓うそを並べたが、心弥が塗り替えを行うことは、ただオルタフの解放を意味する。

　その過程において、露つゆ草くさ弓ゆみは何の関係もない。ただ心弥の能力を覚かく醒せいさせ、また画廊を塗り替えるための餌えさとして活用しただけのことである。彼女の身み柄がらは今も、フェルディナンの手中にあった。

「それにしても、凄すごい効きき目めだったわね、この餌──」

　フェルディナンは半なかば放心気味に呟つぶやき、軟なん骨こつで編まれた小さな虫むし籠かごを手に取った。

　中には、眠らせた上でフェルディナンに関かかわる記憶を消した、露草弓の姿がある。時の流れが極端に遅おそいその世界では、まだ彼女を内包して一瞬も経たってはいないはずだった。

　心弥は彼女を探して、フェルディナンの導くままに、グランレイスの画廊を塗り替えてくれるだろう。

　──百年、待った。

　やっとあらわれた念願の異い能のう者しやによって、オルタフはもうじきに、解放される──

「もうすぐよ──もうすぐ、出してあげる。私のオルタフ──」

　フェルディナンは呟き、薄く笑った。

　グランレイスの画廊は広く細部まで凝こっていたが、枷を外すだけならば、それほどの時間はかからないはずだった。むろんそれも、心弥の能力があればこそではある。

　あとは、邪じや魔まさえ入らなければ──

　偽にせの女医の眼まな差ざしが、細い針の光を宿した。
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　紅あか街まち中華街に戻ってきた翁おきな居い夢ゆめ路じは、道みち端ばたに立ち尽くす籤くじ方かたを見て眉まゆをひそめた。

　時刻は昼をまわって三時に近い。

　真夏の暑気は、午後からあらわれた雲でわずかに緩ゆるんではいたが、それでも十二分に厳きびしかった。

　そんな悪条件の中を、汗だくの籤方刀とう至じは、呆ほうけたように立ち尽くしている。

〝点てん心しん華か心しん〟に程近い小こ径みち──

　前を歩く見知らぬ観光客は、薄気味悪そうに籤方を避よけて歩いていた。

　夢路は青年に歩み寄った。背後には、背広姿の誠せい二じと、いつものように詩し乃のが付き従っている。

「籤くじ方かた、このクソ暑いのに、そんなところで何をしてるんだ？」

　夢ゆめ路じの声に、籤方は虚うつろな眼まな差ざしを向けてきた。

「──あ。夢路さん」

　声が細い。

「……気付いてなかったのか、てめぇ」

　夢路は半なかば呆あきれて、その肩を軽く小こ突づいた。途と端たんに籤方は、糸の切れた操あやつり人形の動きでその場に膝ひざを折る。

「お、おいっ！　大丈夫か、お前！」

「ゆゆゆ夢路さん」

　籤方は震える声で呟つぶやいた。

「なんだ？」

「き、き、き」

「ん？」

「き、斬きり、斬り、斬りたいんです。どど、どうしたら……」

　吃どもるというよりは言葉に迷うような口調で、籤方はゆっくりと呟く。

　夢路は眉まゆ根ねを険けわしく寄せた。素早く寄ってきた詩し乃のを片手で制す。

「おいおい、俺おれを斬りたいってか？」

「ちが、ちが、ちがいます……真しん女めが、真女が──あの、女を、斬りたいって、さっきから、さっきから、ずっと、さっきから──うずいて、うずいて、うずいてぇ……ぇ」

　せっぱ詰まったように、その呼吸が荒くなった。咄とつ嗟さに夢路はその身体からだを支え、背後の誠せい二じを振り返る。

「誠二、手伝え！　こいつおかしい！」

　呼ばれて頷うなずいた盲もう目もくの青年は、夢路の逆から籤方を支えた。

「おかしいのは見ればわかりますけど……これ、熱射病じゃないですか？」

「かもしれんが……籤方、気分はどうだ？」

　籤方は質問に答えず、ぶつぶつと聞き取れない繰くり言ごとを続けていた。

「……たい……斬……しん……ふぇ……」

　夢路は渋しぶい顔をした。

「だめだ、こりゃ。病院だな。誠二、悪いが運転を……」

　呟きかけた夢路の作さ務む衣えの袖そでを、籤方の指が強く握った。

「夢路さん、斬りたいんです。斬らせてください」

　唐とう突とつに、はっきりとした口調で危険なことを口走る。

「だから誰だれを斬りたいって？　おまえ、わけわかんねぇぞ」

　夢ゆめ路じは籤くじ方かたの額を押さえた。熱はあったが、それが体温なのか日差しのせいかは判別できない。

　籤方刀とう至じに、夢路は『許可なく人を斬きらない』という命令を与えておいた。指示を受けた時の籤方は、素直に頷うなずいていたが──今の様子を見ると、さすがに不安を覚える。

　籤方は、いつもより若じやつ干かん高い声を喉のどから絞しぼり出した。

「しし、心しん弥やさんと、一いつ緒しよに来た女です。細身の──フミツキカヤコって名乗ってましたけど、真しん女めが斬れっていうんです。斬れって。斬れって。すぐに斬れっていうんですけど、夢路さんに斬っちゃだめだっていわれてたから、俺おれ、がまんして……だけど真女が、斬れって、斬れって、ずっと──」

「──刀、俺が預かるぞ？」

　夢路は籤方が背負った布袋に手を伸ばした。〝妖よう刀とう〟真女は得え体たいの知れない刀だった。詩し乃のの見立てでは、詩乃の知らない何らかの神しん群ぐんにまつわる武器らしい。

「だめ、だめです」

　夢路の手に気付いて、籤方は両手に刀を抱きかかえた。そこには恋人を庇かばうような気き迫はくが漂う。

　夢路は手を出し兼ねて引っ込めた。無む理りをすれば、逆上した籤方に斬られかねない。彼の性格は把は握あくしやすいと同時に、危険にすぎた。

　夢路は話を変えた。

「つまり、心弥と香か夜や子こがここに来たんだな？」

「は、はい。夢路さんを探してました」

「用件は聞いたか？」

「い、忙いそがしいそうです。それから、ネッシャ病になるから休めって……」

「あぁ？」

　要領を得ない籤方に問うのを諦あきらめ、夢路は誠せい二じに目配せした。盲もう目もくの青年は懐ふところから携けい帯たい電話を取り出し、メモリーの番号、文ふみ槻つき総合病院にかける。

　受付を経てしばらくしてから、内線に文槻香夜子が出た。誠二は携帯電話を夢路に渡す。

『──誠二くん？　あの……』

　可愛かわいげすら感じさせる柔らかい声こわ音ねが、受話器から漏もれた。

「あぁ、香夜子。俺だ」

『……爺じじい？　なんか用？』

　声のトーンが激しく下がる。夢路は苦にがい笑みを浮かべた。

「ご挨あい拶さつだな。ちょっと聞きたいんだが……」

『あたしも。爺に聞きたいことある』

　夢路は先を促うながすように、無言をもって応こたえた。

『フローラから聴いた。紳しん士しさん、死んだってね？』

「──あぁ」

　脇わきに抱えた籤くじ方かたを店の方にひきずりながら、夢ゆめ路じは溜ため息いきの交じった声で返す。

　真ま名な井い紳しん士しの死の波は紋もんは、これからますます大きくなる──夢路はそう覚かく悟ごしていた。彼以外にも、ここ数日での犠ぎ牲せい者しやは少なくない。

　それでも──決して〝多い〟とはいえない。一つの神しん群ぐんに対しての死者としては、むしろ少なすぎると言ってもよかった。

　そして、その重みが実感として訪れるのはこれからである。死人の人生は〝それまで〟だが、残った者の人生は〝これから〟も続く。

　香か夜や子こは低い声で問う。

『爺じじいがついていて……なんで、むざむざ死なせたの？』

　予想していた問いながら、夢路は言葉に詰まる。

『別に爺のせいだなんて言わないよ。事情は聴いたから。でも──でもさ。もうちょっと他ほかにやりようなかったわけ？』

「──すまん」

　たったの一言に、夢路の万感があった。

「こっちでも不ふ手て際ぎわがいろいろとあった。悔くやみきれんよ」

『……紳士さんのことだけじゃない。今、冬ふゆ華かって子を病室に入れてるけど……あの子、紳士さんが死んだのを自分のせいだと思ってるわ。痛いた々いたしくて、見てられない』

　香夜子の口調は吐はき捨てるようだった。夢路にはその一言一言が重く突き刺さる。

「──だが、実際にその通りだろう。本人がそう思っちまうのは無む理りない」

『馬ば鹿か言わないで。紳士さんが無理矢や理り庇かばったんでしょ？　あの人のそういう性格……少しは好きだったけど、大っ嫌いだった。そうやって庇われた方の気持ち、ぜんぜん考えてないんだもの』

　呟つぶやく香夜子の声には涙が混じっていた。夢路は努つとめて刺激せぬようにと、より声を低くした。

「その娘も──被害者だしな。だがなんとか、立ち直ってくれるのを祈いのるしかない。お前も一つ、頼まれてくれや」

　電話口の香夜子が、鼻をすすりあげた。

『当たり前でしょ。爺に頼まれなくったって、面めん倒どうみるわよ』

「……悪いな。それと、もう一つの面倒の方なんだが……心しん弥やと会ったって？」

『あぁ……グランレイスの子？　昨日きのう、彼女連れて病院に来たよ』

　電話口の医師は、無理に口調を明るく変えて答えた。

「いや、昨日でなくて今日の話だ。さっき、俺おれを訪ねてきたんだろ？」

『はぁ？』

　香夜子は不機嫌な声をもらした。

『今日なんて会ってないよ。朝は紅あか街まちからの急きゆう患かんでパニくってたし、その後はフローラから、詳くわしい話を聴いてたんだから』

　夢ゆめ路じは傍かたわらの籤くじ方かたを見た。虚うつろな眼めの青年は、熱と〝電波〟でやられた頭をぐったりと垂れている。

「香か夜や子こ、またかけなおす」

『あ！　ちょっ……』

　一方的に電話を切って、夢路は籤方を起こした。

「おい、心しん弥やと一いつ緒しよにいた女は、確かに文ふみ槻つき香夜子と名乗ったんだな？」

　ぶつぶつと何かを呟つぶやきながら、籤方は小さく頷うなずいた。

　もし、籤方が幻げん覚かくを見たのではないと仮か定ていして──

　心弥と香夜子は、昨日の診察で顔見知りになっている。香夜子の名だけを騙かたって心弥を騙だますことは難しい。そうなれば、心弥が連れていた女は〝文槻香夜子〟の姿をしていた可能性が強い。

　そして、今の電話口の香夜子が〝本物〟ならば、心弥が連れていたのは〝別人〟ということになる。

　もちろん、籤方の幻覚と幻げん聴ちようという可能性も残るが──籤方は、知らないはずの〝文槻香夜子〟の名を口にした。

　夢路は漠ばく然ぜんとした不安を憶おぼえた。

　ハタニアスとレブルバハトの件に隠かくれて、裏でもう一つ、何かが動いている──そんな予感が湧わき上がる。

　心弥と一緒にいた〝娘〟が何者なのか、はっきりとはわからないが、ただの変装だけなら、誠せい二じのような異い能のう者しやにも可能ではある。また、人の思し考こうをくらます異能者も知人にいた。

　しかし、もし──

　夢路が連想した人物がこの件に絡からんでいれば、厄やつ介かいな事態が予想できた。悪いことに、心当たりがないでもない。

　グランレイスの異能を受け継いだ心弥の眼めを、ごまかすほどの完かん璧ぺきな『なりすまし』ができ、その動機もありそうな者──思いつくのは、一人しかいない。

　夢路は思し案あんげに顎あごを撫なでた。

「誠二。籤方を病院まで運ぶついでに、心弥の家へ俺おれと詩し乃のを送ってくれ」

「夢路様。心弥さんの家なら、電話番号がわかりますが……」

　背後の詩乃が、控えめに言った。

「いや……もし〝フェルディナン〟が心弥の声こわ音ねで出たら、電話でこっちの動きを読まれる。直ちよくで押しかけた方がいいだろう」

　詩乃の眉まゆが、ぴくりとわずかな動きをみせた。

「フェルディナン？　……って、まさか例の〝満月のフェルディナン〟ですか？」

　誠せい二じの声が高くなる。

「あぁ。あいつは珍めずらしい異い能のう者しやを見つけると、変なちょっかいを出してくることがあるからな──心しん弥やがここに来たってことは、弓ゆみの嬢じようちゃんにも何かあったのかもしれん」

　夢ゆめ路じは答えて、足早に背を向けた。

「取り越し苦労ならいいんだが……どうも、背中が疼うずいて仕方ねぇ……」

　夢路は作さ務む衣えの上から背を搔かいた。その内側には、人ならぬ生物の顔が浮いている。それは夢路の〝不老〟の理由であり、原因だった。

　夢路は歩きながら天を仰いだ。見上げた空の雲行きは、海側から淀よどんで怪あやしい。

「ちょいと、夕立ちがきそうだな……」

「急ぎますか？」

　独ひとりごちた夢路の背中に、詩し乃のが問いかける。首輪の上に浮いたその無表情には、常じよう人じんには見破れない程度の不快感があった。それは、〝フェルディナン〟の名を聴いた後からあらわれている。

「あぁ、急ごうか……」

　夢路は細身の籤くじ方かたの身体からだを抱え直した。

　虚うつろな眼めの青年は、しきりにぶつぶつと、何かを呟つぶやき続けている──
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　心しん弥やは、〝グランレイス〟の記憶を見ていた。

　彼は自ら創つくった〝画が廊ろう〟に自分の記憶を描いていた。

　それがモチーフとして描きやすかったということもあるだろう。だが心弥は、そこにグランレイスの〝想おもい〟を見たような気もした。

　彼の思い出は、常に鮮あざやかで美しかった。強しいてそんな思い出ばかりを残したらしい。その多くは〝リセル〟と呼ばれるジプシーの少女と、グランレイスに共通する記憶だった。

　彼にとって、彼女がどんなに大切な存在だったか──第三者の視点から眺める心弥にも、それは切実なほどに理解できた。

　人の思い出を覗のぞき見ることには不快感もあったが、いつしか心弥は、それらを映画のような感覚で見ていた。

　──香か夜や子こ医師は、その思い出を『塗り替える』ことが、弓ゆみの救出につながると言っていた。

　心弥はためらいながら、目の前で繰り広げられる男女の語らいに、そっと手をかざした。

　何も変わらない。

　心弥は心の何ど処こかで、その光景を『消したくない』と思っている自分に気付いた。他人の想いを踏みにじるようで、気がひける。




　──助けたい？




　香夜子の問いが、脳のう裏りに反復した。

　心弥は強く歯を食いしばった。

　それが弓を助けるために必要なことならば──選択の余よ地ちはない。

　理り屈くつではそうわかっていたし、感情の面でも迷いはない。

　それでも──心の何処かに残ったわだかまりが、心弥の力を封じていた。

　グランレイスの思い出は、塗ぬり潰つぶすには美しすぎた。

　絵に〝呪のろい〟を込めたというのが信じられないほど、彼の思し考こうは優やさしく繊せん細さいで、それが心弥の心に訴うつたえかける。

　心弥は眼めを閉じた。

　塗り替えることが、できなければ──弓は助からない。

　心弥は幼なじみの少女を頭に思い描いた。

　彼女と最初に出会ったのは、幼稚園の頃ころだった。

　といって、同じ幼稚園に通っていたわけではない。通っていたのは、それぞれ家から正反対にある別の園だった。

　想おもいが連想を呼び、心しん弥やは古い記憶を呼び起こす。

　寂さびれた公園──

　そこは、弓ゆみの住むマンションに造られた、猫ねこの額ほどの小さな公園だった。

　錆さびた遊具がわずかにあるばかりで、マンションの影のために日も当たらない場所だった。

　少し先には別の新しい公園があり、遊び盛りの子供達はみんな、その古い公園を素通りしていた。

　遊ぶ子供のいない、寂れた公園──

　弓はいつも、そこのブランコに独ひとりで座っていた。漕こぐでもなく、ただじっとしていた。

　もう一方の公園へ行く道すがらにそこを通っていた当時の心弥は、独りの彼女をたびたび見ていた。

　よく憶おぼえている。

　来年には小学校にあがろうかという頃ころ──

　確か秋だった。

　九月か、十月か──十一月に入っていたかもしれない。







　ある日、少年はいつも通り過ぎるだけの公園に脚をとめた。

　少し先のブランコに、少女が独り──

　うつむき加か減げんに、ただ座っていた。

　少年はゆっくりと歩いて、少女の前に立った。

　少女は軽く目をあげ──

　──ぷい。

　すぐに視線を逸そらした。

　──そういえば、こういうヤツだったっけ……

　懐なつかしさに心弥は苦笑した。

　今でこそ、いいようにあしらわれている感はあるが──昔の彼女は、ひたすらに内気でいつも下を向いていた。

　年に似に合あわない、哀かなしげで寂しそうな色を浮かべて──それが痛いた々いたしくて放っておけず、幼い日の心弥は弓に声をかけた。

　その頃の弓は、同じマンションに住む年上の子供達にいじめられていたらしい。それが原因で、人間不信気味になっていたのかもしれない。

　──小さな子供は、好きな子をいじめやすい。弓をいじめていた子供らも、おそらくはその口だったのだろうと心しん弥やは思った。ただし、実際にいじめられていた彼女がそう思えるはずもない。

　少年だった心弥は……その時、何かを言って、ためらいがちに手を差しのべた。

　人の心が色で見えていた彼は、子供らしからぬ子供だった。だからこそ、少女の哀かなしみに気付いて、手を差しのべることができた。

　幼い少女は──その手に背を向けて、いきなり逃げだした。







　少女がまず感じたことは──

　心弥には色から推測するしかないが、おそらくは〝恐きよう怖ふ〟だった。

　幼かった弓ゆみはその時点まで、同世代の少年全すべてに、嫌けん悪お感かんをもっていたらしい。

　子供の頃ころに犬に嚙かまれた人間が、全ての犬を苦にが手てに思うのに似て、弓は自分をいじめる少年達の影を心弥にも見たのかもしれない。

　心弥にとって、それは予想外の反応でもなかった。差し出す手をためらったのはそのためでもある。

　──この子は、この手に触ふれないかもしれない──

　その思いは少年の幼い心にもあった。

　だから少女が逃げた時も、少年は追わなかった。

　ただ立ち尽くして、その背を見送った。







　翌日の夕方──

　少女は、同じ場所にいた。

　少年はまた同じように、手を差しのべた。

　少女の動どう揺ようは、前の日よりは和やわらいでいた。

　──少なくとも、彼女の感情の色を、少年はそう読んだ。

　それでも少女はまた逃げ出した。優やさしくされるのを、怖こわがるように──

　同じことが数日、続いた。

　思えば、少年も暇ひまだったのかもしれない。

　しかし子供心に、『放っておけない』と感じたのも確かだった。深くは考えていない。ただ、寂さびしげに苦しんでいる人間がそこにいるなら、手を差しのべる──幼い少年はそれを当然と思っていた。

　──何故なぜ？

　寂しいのは嫌だから。

　──理由はそれだけではない。それだけなはずがない。

　少年は、少女に恋をしつつあったのかもしれない。

　彼女の哀かなしげな色が、見たこともないほどに綺き麗れいだったから──

　きっと彼女の幸せな色は、もっと綺麗だろうと、少年は思った。

　秋から冬に季節が移ろい、木こ枯がらしが吹き始めた頃ころ──

　その日も、少年は少女に手を差しのべた。

　少女はうつむいたまま、じっとその手を見ていた。

　少年は先に口を開いた。

　記憶は定かでないが、「遊ぼう」とでも言ったかもしれない。あるいは「寒くない？」とでも問いかけたか──

　少女は返事をしなかったと思う。

　ただ黙って、その日、少年の手に、少しだけ指先を触ふれさせた。

　それは少年の差し出した手に、少女が初めて触れた日。

　それは弓ゆみが心しん弥やに心を許した、最初の光景──
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　──なんだって、こんな昔のこと、思い出したかな──

「こんなこと考えている場合でもないのに……」

　大きく息を吐はいて、心弥は思い出の世界から現在に意識を戻した。

　閉じていた眼めをあける──

　見覚えのある公園が目の前にあった。

　壊こわれそうなブランコと、うつむいた少女──

　彼女に手を差しのべているのは、幼い頃の自分だった。

　呆あつ気けにとられ、心弥はしばらくその光景を見つめていた。

　少女は少年の手をとって──

　内気にうつむきながら、少年に手をひかれて歩き出す。

「──塗り替えるっていうのは……こういうことか」

　独ひとりごちて、心弥は自分の両手を見つめた。

　特に〝描いた〟という実感はない。しかし、これが香か夜や子この言っていた〝呪のろい〟を解くための方法らしいとわかった。

　拍ひよう子し抜けするほどに簡単な作業だったが、心なしか、空間がわずかに希き薄はくになったような気もする。

　要領を得た心しん弥やは、周囲にグランレイスの『記憶』を探りながら視線を転じた。

　目の前に、夜の空間が広がった。

　石造りの洋館の窓から、二つの人影が星空を見上げている。

　グランレイスともう一人──リセルと呼ばれる少女だった。

　──塗り替えることはたやすい。

　しかしその前に、心弥は彼の思い出を見ることにした。せめてその想おもいを見ておくことが、塗ぬり潰つぶす者としての責任に思えた。

　少女はジプシーの衣い裳しようをまとい、その内側に隠かくしたペンダントを、服の上から握っていた。

「そのペンダント……大事なものなんだね？」

　星から視線を転じ、青年が問う。少女は眼めを伏ふせて頷うなずいた。

「君が倒れていたあの晩に、見せてもらったんだ。高価な宝石なのかな？」

「いいえ。値段はつかないわ。お金の問題じゃないから」

　少女の藤ふじ色いろの髪が、夜風になびいた。

　懐ふところからペンダントを取り出す。

　軟なん骨こつで編まれた小さな虫むし籠かご──その中に、青い小石がしまわれていた。

　石は光というにはあまりに暗い、かぼそい輝きを宿している。

「誰だれかの形かた見みとか？」

「──聞かない方がいいわ。私も、話したくない」

「ご、ごめん」

　青年は眼に見えてうろたえた。

「……気に障さわった？」

「別に、怒ってはいないけれど」

　少女は青年を見て、すぐに視線を逸そらせた。眼の動きはぎこちなく、無む理りをして青年から逃げている気配がある。

「助けてくれてありがとう。明日あした、出て行くわ」

　少女は冷たく聞こえる口調で言い放った。

　第三者の視点で眺めていた心弥は、目の前の光景が、グランレイスとリセルが出会ってすぐのものであることに気付いた。少女の物腰は硬かたく、青年の口調には焦しよう燥そうがある。

「まだ旅立つには早いよ。熱は下がっても、体力が回復していないだろう。急ぎの旅でもないようだし、ゆっくりしていったらいい」

　青年は口早に言った。少女は眼を伏せる。

「ううん、出て行く。でないと、あなたにも迷めい惑わくがかかるから」

「迷めい惑わくなんてかからないよ」

　懸けん命めいに少女を説せつ得とくする声には、人の良さ以上の熱がこもっていた。少女は表情を歪ゆがめ、努つとめて彼から視線を逸そらす。

「だめ。ぜったいにだめ」

「どうして？　だめな理由なんかないだろう？　ここは私の家で、私がそうして欲しいと言っているのに」

　少女は眼めを伏ふせて、震える口を開いた。

「私は── 魔ま女じよだから」

　青年はいぶかしげな顔をする。

「私は魔女なの。普通の人間じゃない」

　少女は真しん剣けんな口調でいう。青年は──軽く吹き出した。

　西欧には『魔女狩り』の忌いまわしい歴史があった。しかしグランレイスの時代は、それより遥はるかにくだって科学の時代となっている。

「女はみんな魔女だっていうけれど、可愛かわいい魔女もいるんだね」

「噓うそじゃないの！　本当に、私は……」

「それじゃ、魔法も使えるのかい？」

　からかう調子のその言葉に、少女は眼を伏せたまま、小さく頷うなずいた。

「──使えるよ、一つだけ。見せてあげる」

　少女は細い両手を掲げ── 青年の側頭部を、そっと挟んだ。

　青年はどきりとして、顔を紅こう潮ちようさせる。

「リ、リセル……？」

「あなたは、これから……哀かなしくなる」

「え？」

　少女が呟つぶやくと同時に──見開かれた青年の双そう眸ぼうから、一筋、二筋と涙が流れた。

　青年の心の中を、唐とう突とつに湧わいた狂おしい哀あい惜せきが満たしていた。理り屈くつではない感情が青年を支配し、歯止めが効かなくなる。

「私は……泣いているのか……？　なぜ……」

　一筋、二筋が滂ぼう沱だとなり、青年はその場に膝ひざを折った。

　少女の両手が頭から離れる──

　その途と端たんに、青年の感情は元の平へい穏おんを取り戻した。

「あ……いまのは……」

　膝をついたまま、青年は少女の顔を見上げた。頰ほおは涙に濡ぬれている。

　背後の月の光を浴びて、彼女はそこに、哀しげに佇たたずんでいた。

「──わかったでしょう？　今のが、私の魔法──私の一族で、選ばれたほんの幾いく人にんかが得る力──」

　少女は呆ぼう然ぜんと見上げる青年に背を向け、部屋の扉とびらに向けて歩み出す。

「さようなら、助けてくれてありがとう。あなたの恩は忘れないけれど……でも、私のことは忘れて」

　それだけを言い残して、少女は立ち去ろうとした。

　一歩二歩と、二人の距離が遠ざかる。

　三歩、四歩── 十数歩。

　膝ひざをついていた青年は、そこでようやく立ち上がった。少女の手はもう、部屋の扉を開けようとしている。

「待った！　待ってくれ！　まだ夜だよ⁉」

「魔ま女じよが去るには……似に合あいの刻こく限げんでしょう？」

　少女は振り向いて、寂さびしげに微笑わらった。

　可か憐れんな笑顔には、しかし隠かくしようのない悲しみがにじんでもいる。

　青年の中で、何かが弾はじけた。

　少女の後ろ姿を追って、青年は手を伸ばす。迷いを断つように少女は脚を速めたが、青年の脚がわずかに速い。

　真っ暗な廊ろう下かを抜けて、明かりの落ちた大階段の上で、青年は彼女に追いついた。

　青年は腕を摑つかむ。

　少女は振り払おうとする。

「何もしない！」

　青年が叫んだ。

「わかってるわよ！　そんなこと！」

　少女が言い返す。

　その勢いに、青年は一瞬、息を詰めた。

　闇やみに浮く少女の双そう眸ぼうに、涙の波が揺れていた。

「──わかってるわよ。あなた、いい人なんだもの……だからこそ、私のせいで、もし何かあったら……」

　少女の声は掠かすれていた。

「──私にはね。人の感情が色彩で見えるの。昔から──一族では〝神かみの眼め〟って言われていた。だから、あなたがどんな人かはわかってる」

「それも──君の魔法か」

　少女は頷うなずいた。

「それじゃあ……私が君のことをどう思っているかも、君は知っているんだね？」

　──頷いた。

　青年は顔を紅こう潮ちようさせ、強く握っていた腕を離した。

「気持ちは嬉うれしいけれど……でもだめ。私はこんな所で暮らせる人間じゃないもの。立場が違いすぎるし、なにより……一人で幸せになんてなれない。私は、仲間を捨てて一人で逃げてきたんだから」

　少女の細い肩が震えていた。

　その立ち姿は、繊せん細さいなガラス細ざい工くに似た脆もろさをうかがわせる。

「──何があったのか……話してくれないか？」

「だめ。言ったら……」

「でないと私は、君を追いかけるよ」

　少女は上うわ目め遣づかいに青年を睨にらむ。青年は負けじとその視線を受け止めた。

　しばらくそのまま視線が交こう錯さくし──先に眼めを逸そらしたのは、少女の方だった。

「本気なのね──じゃあ話してあげるから、もうちょっと近づいて」

　青年は歩みだそうとして、その脚をぴたりと止めた。

「どうしたの？　やっぱり怖こわくなった？」

　少女は例の寂さびしげな微笑を浮かべる。青年は首を横に振った。

「いいや。私にも君の心がわかった。ここでさっきの〝魔法〟を使って私をどうにかして、その間に姿をくらませる気だろう」

　心を読まれた少女は、驚いて眼をしばたたかせる。

「どうして……どうしてわかったの？」

　幼い疑問に青年は吹き出した。

「私は魔法なんて使えないけれどね。君は素直すぎるから、それくらいはわかる。何から逃げているのかまではわからないけれど、そんな性格じゃ逃げきれないよ」

「──余よ計けいなお世話。ほっといて」

　少女は顔を逸らした。

「話してくれるね？」

「──だめ」

「……そうか……」

　青年はしばらく考えこみ、やがて大きく頷うなずいた。

「わかった。話はいいよ。そのかわり──出て行くんなら、宿泊費を払ってもらおうかな」

「え」

　青年の思わぬ要求に、立ち尽くす少女の身体からだが硬こう直ちよくする。青年はくすくすと笑って、少女の肩を気安く叩たたいた。

「だってそうだろう？　ただで泊まって自分の都つ合ごうで〝はいさよなら〟なんて、そんな虫ムシのいい話があるかな？」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って。あの、助けてもらったことには感謝してるけど、私、その……お金、もってない……」

　少女はうつむいて、口許を両手で覆おおう。その仕し種ぐさには、〝魔ま女じよ〟といって青年を圧倒した迫力は微み塵じんもない。ただ歳とし相そう応おうの純朴な少女がそこにいる。

　青年はその頭をくしゃりと撫なでた。少女は恐おそる恐おそる、上うわ目め遣づかいに顔をあげる。

「宿泊費がないなら、しばらくうちで働いてくれないか。ちょうど召使いの手が足りないんだ」

「で、でも……」

　少女は泣き顔に近い表情で、声を裏返らせた。

「──行くあても、ないんだろう」

　言葉に詰まる。

「それなら、ここにいて欲しい。いくら漂ひよう泊はくの民たみの出身だって、君の歳で一人旅はつらいはずだ。ここが嫌になるまででいいから──」

　言いながら、青年は固まったままの少女を軽く抱き寄せた。

　抱えられた少女は、その腕の中で小さく頷うなずき──ぽろぽろと、涙をこぼした。







　心しん弥やの眼めに、藤ふじ色いろの髪の少女はどうしようもなく寂さびしげに見えた。

　その姿が自分の幼なじみと重なる。

　そこに手を差しのべたという点で、心弥はグランレイスに親近感を覚えたが──彼には、『感情の色』が見えていない。

　心弥は覗のぞいた記憶に戸と惑まどっていた。

　今の光景を見る限りでは、人の感情が色で見えていたのは、グランレイスではなくリセルの方だった。しかし心弥に影響を与えた絵を描いたのは、画家、グランレイスのはずである。

　そもそもわからないのは、何故なぜ、グランレイスが絵に呪のろいを込めたのか──そのことだった。

　画が廊ろうに残されたグランレイスの姿を見る限りでは、彼は優やさしげな雰囲気を持っている。それが弓ゆみをさらった憎にくい腕の持ち主と、どうしても結びつかない。

　香か夜や子このいった『呪い』が噓うそだったとは思わないが、微妙に解釈がずれているような違い和わ感かんを感じた。

　それでも──〝呪いを解く方法〟を実行するしか、心弥に道はない。

　眼を瞑つぶり、心弥は昔の記憶を呼び覚ました。

　──どこか遠くから、花火の音が聞こえてくる。




　　　　３




　ぽつぽつと降りはじめた大粒の雨は、たちまちに勢いを増して豪ごう雨うになった。

　空が光り、しばらく経たって遠くから花火に似た雷らい鳴めいが響く。

　あっという間に崩くずれた空模様を見上げて、夢ゆめ路じは軽く舌打ちした。

「あーあ、夕方までもたなかったか」

「──す、すみません、夢路さん。運転、代わって、ください──」

　車を路ろ肩かたに停とめ、盲もう目もくの誠せい二じは青い顔をして後部座席を振り返った。面上には脂あぶら汗あせが浮いている。

「あぁ、例の雨酔いか？」

「──うぷっ……は、はい」

　真ま名な井い誠二は運転席から助手席に這はい、ぐったりと座席に身を預けた。

　眼球そのものは盲目だったが、神しん群ぐん・パナンゾロンの影響を強く受けている誠二は、周囲の空間を把は握あくする不ふ可か思し議ぎな感覚に長たけている。その理り屈くつは知れないが、眼めを閉じていても、光の屈くつ折せつによる色の識別さえ可能だった。

　しかし豪雨の日には、その超感覚が仇あだとなる。外部に無数の水すい滴てきが降りしきると、それらの全すべてを〝把握〟しようとする感覚が、ノイズに負けて麻ま痺ひしてしまうのが泣き所だった。

　下手へたに集中を続けると、ちょうど細こまかい字の見過ぎで目め眩まいに陥おちいるように、誠二は『雨』に酔よってしまう。

　同乗の者で他に運転ができるのは夢路だけだった。

　年若い詩し乃のは免許を持っていない。籤くじ方かたにいたっては、免許云うん々ぬん以前に頭が壊こわれかけている。

　生年月日の都つ合ごうで、夢路は免許証こそ偽造品だったが、その運転歴は１９０８年に世に出た、かのＴ型フォードから続いていた。

　どしゃ降りの雨に濡ぬれつつ、後部席から運転席へと夢路は乗り換えた。

　助手席の誠二は、席を倒して額を押さえている。

「おい、だいじょうぶか？」

「は、はい……少し休んで、雨がやめば……」

「無む理りすんな、寝とけ」

　夢路はハンドルを握りながら、しかし嫌な予感を覚えていた。

　本来なら戦力となりうるはずの誠二と籤方が、揃そろって使い物にならない──偶ぐう然ぜんではあろうが、悪い予よ兆ちようのような気がした。

　詩乃はわずかに体術を使えるが、とうてい異い能のう者しやに対抗できるレベルではない。夢路もほぼ似たようなものである。

「なーんか、さっきから嫌な感じがするんだよな……詩し乃の、ちょいと黄こう亮りようと文ふみ槻つきの所に連絡いれてな、こっちから呼ぶことがあったら、すぐに何人かよこせるように、準備を頼んどけ」

　首輪の少女、詩乃は小さく頷うなずいて、前の座席に寝込む誠せい二じの懐ふところから携けい帯たい電話を取り出した。

　夢ゆめ路じは車を走らせ、心しん弥やの自宅に急ぐ。

　詩乃がメモリーの番号を呼び出そうとした時、携帯電話が振動した。タイミングよく、先にどこかから電話が掛かってきている。

　詩乃は無表情のまま、かかってきた電話を受けた。

「もしもし」

『やぁ、元気かな？　私だよ、君達の親友、エス──』

　ぷち。

　詩乃は有う無むを言わさず電話を切った。

「ん？　誰だれからだった？」

「間違い電話でした。お気になさらず──」

　詩乃ははっきりと言い捨てて、再びメモリーから番号を探しはじめる。

『──冷たいなぁ。せっかく、有益な情報を流してあげようと思ったのに』

　ぐったりとなった籤くじ方かたの口が、滑なめらかに動いた。

　男とも女ともしれない中性的な声が、その喉のどから響いている。

　夢路の眉まゆがぴくりと跳はね、詩乃は隣りん席せきの籤方から大きく距離をとって窓まど際ぎわに座り直した。

「間違い電話だろ？」

『やれやれ、君までそんなことを──嫌われたものだね』

「昨日きのうの今日でおまえの声をまた聞くなんざ、不ふ吉きつすぎて何も言えねぇ」

『そういうのを八つ当たりと言うんだよ。あなたには、私の誠意が通じないらしい』

　くすくすと、声の主は籤方の表情も変えさせずに、声だけで笑った。

『さて、私は宝の森の占うらない師し──占い師に、聞きたいことはないのかな？』

「夢路様。籤方さんごと、外に捨てましょうか？」

　無表情のままに、詩乃が物ぶつ騒そうなことを呟つぶやく。夢路が嫌うエスハには、詩乃もまた敵意を持っている。

「よせよ──エスハ、おまえに聞くことなんざない。どうせガセを吹き込みにきたんだろう」

『はは──本当に信用がないんだね。私は哀かなしいよ。あなたとは、もう百年以上の付合いなのに』

「その間、おまえに何度泣かされたかわからん」

　夢路は運転を続けながら、背後を振り返りもせずに言った。

『けれど、私の情報が役に立ったことも多いんじゃないのかな？』

「うるせぇよ──紳しん士しが死んだのは、知ってるな」

　夢ゆめ路じの口調に、真しん剣けんの切れ味がこもった。

「おまえのせいだとは言わんよ。奴やつが死んだのは奴の責任だ。が──今は、おまえの声を聞きたくない。不幸を呼ばれそうでな」

『それは暗に、私のせいだと言っているのと同じだね』

「冬ふゆ華かを連れ出したのはおまえだろうが。関係ないとは言わせん」

『でも、それは彼女が望んだことだ。姉に会いたいと──私は姫ひめ君ぎみのその願いを、叶かなえてさしあげただけ──』

　エスハはおどけた口調で呟つぶやいた。籤くじ方かたの身体からだはぴくりとも動かず、表情も変わらない。

　助手席で黙だまっていた誠せい二じが、ぼそぼそと口を開いた。

「エスハさん──それじゃ、一つだけ、教えてください」

　その静かな声こわ音ねに、怒りの様子はない。

『おや、誠二──君はもっとも、私に腹を立てていてしかるべき人間じゃないのかな』

「俺おれは別に──それより、教えてください。兄あに貴きは、美み春はるさんとうまくいったんですか？」

　中性的な声は、そこで軽く吹き出した。

『ふふ──夢路、誠二はあなたよりも、よほど話せる人間かもしれないね。

　さて、誠二。その質問に答えることができるのは、本人達だけだろうけれど──私は確かに、彼を導いたよ。最さい期ごの瞬間に。でも、そこから先を覗のぞき見するほど、私は野や暮ぼじゃない』

　額を掌てのひらで押さえたまま、誠二は口の端に笑みをもらした。

「聞きました？　夢路さん」

　盲もう目もくの眼めから、一筋の涙が頰ほおをつたった。夢路は不機嫌そうに唇くちびるをとがらせる。

「俺が聞きたかったことは、それだけです。エスハさん、わざわざありがとうございました」

『──君は、少し変わっているね』

　律りち義ぎに礼を述べる誠二に、エスハは珍めずらしく、笑いのない声で応こたえた。

「誠二が納なつ得とくしたところで、そろそろ消えたらどうだ。どうせ用もないんだろ？」

　夢路はやや厳きびしく言い放った。心しん弥やの家までは眼と鼻の先──少し早い夕立ちは、いよいよ雨あま脚あしを強めつつある。

『あなたは冷たいね。それでは、頼まれもしない占うらないを、勝かつ手てに囁ささやかせてもらおうかな──といっても、あなたにではなくて、あなたの中にいる〝シャパニア〟に対してのメッセージだけれども』

　エスハはもったいつけて間まを置いた。夢路は背中の疼うずきを感じる。そこは夢路の身体であっても、彼のものではない。エスハの声を受けて、別の生命体が敏びん感かんに反応していた。

『オルタフがそろそろ──出てくるかもしれない。場合によっては、君の出で番ばんになるかもしれないよ──』

　エスハはくすくすと笑って言った。

　夢ゆめ路じは眉まゆを吊つり上げる。

「おい。そりゃどういう意味だ」

『あなたに言ってもわからないよ』

　エスハは嘲あざけるようにいった。

『あなたは、〝オルタフ〟のことを何も知らないんだから──』

「おるたふ……新あら手ての神しん群ぐんか？」

　夢路の問いに、返事はなかった。

　すぐに籤くじ方かたは安らかな寝息をたてはじめる。

「くそっ……あの野や郎ろう、肝かん心じんなことは教えやがらねぇ。性格悪いぜ」

「夢路さんの態度が悪すぎんですよ。あれじゃ、喧けん嘩か売ってるのと同じです」

　助手席の誠せい二じがけだるそうに苦笑した。

「夢路様──」

　詩し乃のが主の名を呼ぶ──その声には、長い付合いの夢路にしかわからない程度の〝不安〟がこもっていた。

　滅めつ多たにないその響きに、夢路は運転中にも関かかわらず、背後を振り返る。

「うん？」

「奇妙な──気配が見えます。その……ありえないことだとは、思うのですが……」

　詩乃は小さな、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

「グランレイスの影響の気配を感じます」

「そうか、心しん弥やは家にいるのか……で、何がありえないって？」

「いえ、心弥さんではありません。その──グランレイスの気配が……大きすぎて。沸わき上がるように心弥さんの家から溢あふれて、次し第だいに大きくなっていきます。もう、すぐそこまで……」

　詩乃が身を硬こう直ちよくさせる。

　夢路は慌あわてて進行方向に視線を移した。

　雨に濡ぬれた住宅街──特に変わった様子はない。

「──この車も、吞のみ込まれました」

　詩乃自身、自分の知覚が信じられないらしく、声には力がなかった。

　神群と影響された異い能のう者しやを探知する詩乃の力は、範囲や障害物の有う無むに左右されたりと制限こそあるが、その精度は極めて高い。

　一方、夢路の眼めには怪あやしい影すらも見えなかった。ただ、背中だけが疼うずき続けている。

「俺おれには、何も見えん」

「──ですが、確かに神群の力を感じます。心弥さんから感じるものと同じ──いえ、よく似た感触ですが、心弥さんではありません。グランレイスに関かかわる力が、どういうわけかこの一帯を包んでおります。中心部は、やはり心弥さんの家のようですが……判然とはいたしません。まるで──霧きりのようです」

　詩し乃のは、しきりに窓の外を見回しながら言った。

　雨はコンクリの地面を叩たたくように降りしきっている。人影のない住宅街に、日常と異質な様子はない。

「霧──か。中心は心しん弥やの家なんだな？」

「はい、それは間違いありません」

　詩乃は窓の外を眺めながら、はっきりと言いきった。

「オルタフ──グランレイス──心弥──さて、どうしたもんかなぁ」

　夢ゆめ路じはぽつりと呟つぶやいた。

　グランレイスは、今から百年ほども昔に死んだ画家だった。若い頃ころの夢路も会ったことはあるが……彼がどの神しん群ぐんに影響を受け、何を目的にして生きていたのかは遂ついにわからなかった。異い能のう者しやの一人ということで、初期の〝キャラバン〟にも誘さそったが、彼かの画家はそれを嫌がって行方ゆくえをくらまし、それっきりである。

　その後、彼の遺のこした絵画がどこからともなく流出し、その絵の影響によって〝グランレイスの子供達〟と呼ばれる異能者を生み出した。その数は極めて少なく、またたいして強い能力も持たなかったために、これまで決して目立つ存在ではなかったが──それはまだ、能力の〝底〟を見せていないということでもある。

　その中に一人だけ、描くことによって、モデルの〝潜在能力〟を引き出す異能を持つ娘が西洋にいたが、彼女以外には注目される者もいない。その娘にしても、モデル側の「資質」によって成果が左右されすぎるために、決して有用性のある能力とは見られていなかった。

〝グランレイス〟の影響による能力は、まだ発見されて百年以下と歴史が浅い。その潜在能力が発揮されるのは、むしろこれからかと夢路は予想していた。

　心弥の家まで、あと数軒の距離になって──

　運転席に座った夢路の視界に、黒い影が見えた。

　夢路は慌あわててブレーキを踏みこむ。

　たいしてスピードを出してはいなかったが、車は濡ぬれたアスファルトに滑すべりながら停止した。

　ノースリーブのダンガリーを着た娘が、びしょ濡れで道の真ん中に立っていた。短い髪は雨に濡れ、べったりと頰ほおに張りついている。

　娘は、夢路の見知った顔をしていた。

　しかし──中身はおそらく、顔の持ち主とは違う。詩乃の眼めが彼女を見つけられなかったことが、それを証明していた。

　その人物が、本物の〝文ふみ槻つき香か夜や子こ〟であれば、異能者を察さつ知ちする詩乃の能力をごまかせない。夢路の予想通りの人物であれば、詩乃の眼をごまかす程度の手品は得とく意いなはずだった。

　香夜子の顔をした別人は、雨の中から夢路に笑いかけていた。

「じきに来るとは思っていたけれど、意外に早かったのね」

　誉ほめるような娘の口調に、夢ゆめ路じは露ろ骨こつに嫌けん悪おの眼まな差ざしを向ける。

　彼女は〝満月のフェルディナン〟と呼ばれていた。

　現在確認される、唯ゆい一いつの〝月〟の異い能のう者しや──

　星に注ぐ銀ぎんの司し祭さい・ラージャハームの影響は、全すべての生物に及ぶが、異能としてその力を強く受け継ぐのはフェルディナンだけだった。ごく希まれに月の力を感知する者はいるが、人間でなくなるほどに〝変わった〟のは、夢路の知る限り彼かの人物のみである。

　夢路は雨に濡ぬれるのも構わず、車から道へと出た。

　耳の横を激しい雨音が落ちていく。夏の恵みは生ぬるく肌はだに染しみた。

「フェルディナンか……相変わらず、化ばけるのだけは一流だな」

　香か夜や子こに化けたフェルディナンは、にっこりと蕩とろかすような笑みを浮かべた。

「ありがとう。でも化けるだけじゃなくて、夜もけっこう凄すごいのよ。一晩、お付き合いしましょうか？」

　その言葉遣づかいは、すでに香夜子のものではない。

「気き色しよく悪いことを言うなよ、俺おれは〝男〟のお前も知っているんだ。それより──心しん弥やと弓ゆみに、手を出したのか？」

　夢路の問いを受けても、フェルディナンの表情は変わらない。

「えぇ。ちょっと手伝ってもらってるわ。もうじき……片付くと思うの。ここで少し待っててくれないかしら？」

「冗じよう談だんじゃねぇ、詩し乃の──」

　夢路が車内に声をかけると、詩乃はすでに安らかな寝息をたてていた。フェルディナンに眠らされたものらしい。誠せい二じと籤くじ方かたもまた、同様に動かない。

「──相変わらず、あなたにだけは私の力も通じないのね。さすがは封ふう印いんの鬼き神しん・シャパニアの宿やど主ぬしってことかしら」

「ごたくはいい。てめぇ、今日は何を企たくらんでいる？」

　雨中の夢路は、険けわしく彼女を睨にらんだ。しかし娘の方は、まるで古い恋人に逢あったような、余よ裕ゆうのある冷さめた眼差しを変えようとしない。

「自分の眼めで確かめてみたら？　……って言いたいところだけど、私でも見れないのに、あなたじゃ到とう底てい無む理りよね」

　からからと、香夜子そっくりの声こわ音ねで笑う。

「見えるか見えねぇか、見せてもらおうじゃねぇか」

　夢路は雨に濡れながら、彼女の脇わきをすり抜け、心弥の家へと走った。

　フェルディナンは肩をすくめ──風の軽さで舞い上がり、夢路の首筋へ腕を絡からませた。

「待ってよ。まだ終わってないの。もうすぐなんだから──」

「ざけんな。おまえの思い通りになんざ、動いてられるか」

　絡からみついた腕をそのままに、夢ゆめ路じは空中のフェルディナンを引きずって心しん弥やの家の玄関へ踏み込んだ。

　とりたてて──変わった様子はない。目の前には、心弥と、それに弓ゆみのものと思おぼしき靴が並んでいた。

　──詩し乃のは、中に心弥の反応がないと言っていた。弓の反応も感知してはいないだろう。

　二人は不在か、あるいは眠っているか、そのどちらかということになる。

　もう一つ、最悪のケースは〝死体〟だが──

「フェルディナン。心弥と弓は、どこにいる？」

「ふふっ……教えたげない」

「──殴なぐるぞ、てめぇ」

「あら、車の中の連中の、息の根を止めて欲しいの？」

　脅きよう迫はくに関しては勝負にならない。

　夢路の異い能のうは〝不老〟と神しん群ぐんの力が通じないこと──

　それに対してフェルディナンは、月の影響による異能だけでなく、魔ま術じゆつにも近い怪あやしげな技にも長たけている。夢路は自分の身だけは守れても、仲間に手を出されれば打つ手がない。

「二人は……生きてはいるんだな？」

「私は快楽殺人者じゃないの。必要もないのに生き物を殺したりはしない──人間と違ってね」

　フェルディナンは皮ひ肉にくを込めて呟つぶやいた。

　夢路は言い返す言葉もなく、別の事を言う。

「──なぜ心弥達に手を出した？　目的はなんだ」

「あの子は、見る眼めと描く手をもっていたから……これが答えなんだけど、わかるかしら？」

「あぁ？」

　意味が摑つかめずに、夢路は眉まゆをひそめる。

「見る眼をもたない人間に、見ることはできないわ。あなたは──グランレイスについて、何も知らないのよね？」

　夢路は渋しぶ々しぶ、頷うなずいた。

　画家としてのグランレイスには、自身の線画を描いてもらったこともあった。もうその頃ころには、グランレイスは人を避けて隠いん棲せいしていたが、いくつかの厄やつ介かい事ごとで世話にもなっている。

　しかし──彼が異能を得た経緯いきさつについては、遂ついに話を聞くこともなかった。グランレイス自身が、そこに触ふれられるのを好まなかったためである。

「……あぁ。確かに詳くわしくは知らん。あの偏へん屈くつ野や郎ろうは、何度誘さそっても〝キャラバン〟に入らなかったからな」

「卓たつ見けんだと思うわ。人は集まるとろくなことをしないもの」

「──今いま頃ごろになって、俺おれも実感しているさ」

　夢ゆめ路じは愚ぐ痴ちっぽく呟つぶやき、

「だが、集まらんと何もできんのも人間だ。おまえみたいに孤こ独どくに耐えられる奴やつは少数派なんだよ」

　そう決め付けた。

「あら、私は一人じゃないわよ。神しん群ぐんのみんながいてくれるもの」

　フェルディナンはくすくすと笑った。彼かの人物は、人であることを捨てて神群の側がわについた人間だった。特に人類に対して敵意をもっているわけでもないが、人の命と神群を天てん秤びんにかければ、圧倒的な重さで神群に傾く思し考こうをもっている。

　夢路はフェルディナンの嘲ちよう弄ろうを無視することに決めた。相手をしていてもきりがない。

「心しん弥や！　いるんなら出てこい！」

　夢路は家の中に声を張った。まだ彼とは数日の付合いだったが、息子むすこである幻げん三ぞうの知人でもあり、悪い人間でないことはわかっている。

　それでなくても──フェルディナンやエスハが絡からんできた以上、夢路は彼らの安あん否ぴに責任を感じざるを得ない。

「一つだけ、教えてあげる──あの子達、ここにはいないわよ」

　フェルディナンはくすりと笑った。空気に融とけるように、その姿が薄くなる。

「じゃあどこだ……って、おい！　消えるな！」

「だって夢路ったら、かまってくれないんだもの。バイバイ」

　からかう言葉を残して、フェルディナンは姿を隠かくした。

「──くそっ。どうしろってんだ」

　夢路は途と方ほうに暮れつつ、誰だれもいない家の中に手がかりを探しはじめた。籤くじ方かたを病院に連れていく必要もある。一通り探して何も見つからなければ、まずは籤方を送るつもりだった。

　居間に入ってすぐに、夢路は近いうちに回収するはずだった〝絵〟を見つけた。壁にあったはずのそれは、何故なぜか床ゆかに寝かせられている。

　湖こ畔はんと森、木こ陰かげの十じゆう字じ架かと、遠くに連なる山々──

　それは、グランレイスが隠いん棲せいしていた場所の風景画だった。彼が敬けい愛あいしてやまなかった景色でもある。

　心弥が家の中にいない──

　その上で、詩し乃のはこの家から〝グランレイス〟の反応を見た。

　そうなれば、もっとも怪あやしいのはその絵──グランレイスの遺のこした風景画しかない。

　夢路は額に入った一ひと抱かかえもある絵画を脇わきに抱え、雨の中を車にかけ戻った。

　無む性しように、背中は疼うずいている。




　　　　４




　小学生の頃ころの弓ゆみが、目の前にいた。金魚帯の浴衣ゆかたを着込み、暗い道を走っている。

　気弱げな表情の心しん弥やも、彼女に引っ張られて走っていた。

　主導権を握っているのは、誰だれがどう見ても浴衣の少女の方だった。楽しげに笑う表情には、一ひと際きわ眼めを惹ひく躍やく動どう感かんがある。

　らくがき帳を小こ脇わきに抱えた心弥は、腕を引かれながら彼女を追う。

　声が聞こえる。

　──心弥ちゃん！　急がないと、花火終わっちゃうよ──

　まだ始まって五分も経たってないのに──と、少年は小さな呟つぶやきを返す。

　どぉん……遠くの空から振動が届く。

　少女は聞く耳を持たずに走り続け──

　アスファルトの地面にビニールの雪せつ駄たをすべらせ、走る勢いのまますっ転ころんだ。

　たちまち、その眸ひとみに涙が溜たまる。

　少年は慌あわてて彼女を抱え起こし、傷口を見た。腕に少しの擦すり傷きず、あとは浴衣の膝ひざ元もとがすりきれていたが、怪け我がというほどひどくはない。

　しかし少女は肩を震わせ、泣く準備へと入りつつある。

　少年は咄とつ嗟さに、彼女の頭を抱きかかえ両手で撫なでた。耳元に、よしよし、と子供をあやすように囁ささやく。

　少女の泣き顔から涙が引っ込み、赤面に変わる──







　その景色を眺める今の心弥は、思い出した記憶の恥はずかしさに赤面していた。

　相手も自分も、子供だからできたことではある。

　幼稚園は別々だったが、小学校は弓と同じだった。入学当時は別々だったクラスも、二年生から同じになり、それが六年まで続いた。

　花火を見に行ったのは、まだ低学年の頃ころの記憶である。

　連想が連想を呼んで、次の記憶が浮かび上がった。

　時がくだって、中学校の文化祭──

　教師の出し物の一つに、圧倒的な不人気を誇ほこる『進路相談』のコーナーがあった。

　予約制の特設会場は、平日が忙いそがしい保護者に向けたもので、仕事をしている弓の母親もその日に姿を見せていた。

　母親は弓によく似た美人だったが、心弥は彼女のことを好きになれなかった。

　表向きは、誰だれにでもそつなく対応する。しかし、まとっている感情の色には暗いものが強い。娘の弓ゆみに対する時にも──あまり、感心のしない色を浮かべていた。

　進路相談を終えた後の母娘おやこと、心しん弥やは廊ろう下かで擦すれ違った。

「あら、心しん弥やくん。久しぶりね」

　弓の母親は明るい声で、その実、うっとうしげな色を浮かべて声をよこした。

　挨あい拶さつを返しながら、心弥はその背後の弓がやけに沈んでいるのを気にした。

　あたりさわりのない世間話の後で、弓の母親は気を利きかせたのか、あるいは文化祭に飽あきたのかは定かでないが、そのまま弓を残して帰宅の途についた。

　母親の背が見えなくなった後で、弓は大きく肩を落とし、溜ため息いきを吐ついた。

「つっかれたぁー……」

「なんで？　ただの進路相談だろ」

　弓は心弥を恨うらめしげに見る。

「ほら、私、成績いいじゃん」

「嫌いや味みか、それは」

　心弥は苦笑交じりに返す。弓の成績は学年でも上位に入っていた。対して心弥はといえば、美術だけが頭抜けていて、後は常に平均点の少し下あたりをくらげのように漂っている。

「嫌味なのは先生の方よ。同じ県内の公立でも、市立第二と教水じゃ格が違うんだって」

　弓の志望校は、偏差値の低い方── 市立第二だった。電車通学になる一方の教水高校も公立で、学費はほとんど変わらないが、偏差値と格式では差が大きい。

「お母さんも見み栄えっ張ぱりだから、その気になっちゃって……だめもとでもいいから受けるだけ受けてみろってしつっこいの」

　弓は心しん底そこから疲れたように溜め息を吐く。

「じゃ、とりあえず受けてみたら？」

「……え？」

　弓の色が大きく揺れた。

「だ、だって、心弥ちゃんは市立第二にいくんでしょ？」

「そうだけど……あぁ、いや、そういう意味じゃなくてさ」

　心弥は弓の動どう揺ようを察して、慌あわてて笑顔を取とり繕つくろう。弓の〝志望動機〟ははっきりしている。機嫌を損そこねぬように、心弥は言葉を選んだ。

「受けたって、受かんなきゃいいんだろ？　受験でいい点とるのは難しくても、悪い点は取り放題なんだし。結果が不合格なら、仕方ないんだから」

「あ──そっか」

　しばらくきょとんとして、弓は頷うなずいた。常に実力を発揮しなければいけないと、真面目まじめに思いこんでいたものらしい。

　心しん弥やはふと、良心の呵か責しやくを覚えた。

　心弥を基準にして、弓ゆみは道を選んでいる──それが彼女の希望だとも知ってはいたが、本当にそれでいいのかは気になった。彼女の将来を自分のせいで狭めている──そんな気もする。

　それを口に出すことができない自分は臆おく病びようだとも思ったが、同時に心弥自身も、〝学校〟の差については懐かい疑ぎ的てきだった。

　殊ことに進学校の教水は、通っている生徒達の〝色〟に疲れたものが濃こく、教師や親が薦すすめるほど良い学校とは思えない。だから学校のことでは、弓の選択に言うこともなかった。

　しかし、もし──彼女が他の、もっと切実な選択を強しいられた時に──自分の存在がどんな影響をもたらすかを考えると、少し怖こわい。

「まったくお母さんも先生もさぁ……公立高校なんてどこも似たようなもんだって言ってるのに、ねぇ？」

　弓は無む邪じや気きに笑った。

　心弥は曖あい昧まいに頷うなずいて、口をつぐんだ。

　翌年の春、弓と心弥は、揃そろって同じ高校に進学した。







　思い返した記憶の中の自分に、心弥は腹を立てた。優ゆう柔じゆう不ふ断だんで卑ひ怯きよう──我ながらそんな印象が強い。

　しかし弓の選択に関しては、結果として間違っていなかったとも思う。もし弓が別の高校に行って、心弥と疎そ遠えんにでもなっていれば──徒と帰き島にも、心弥を抜きで帰省していた可能性もある。そうなっていれば、もしかしたら彼女は島に残ったかもしれない。

　何が幸いするかなんて、わからないよな──

　心弥は記憶から眼めを背そむけて、内心で独ひとりごちた。

　今のこの事態も、もし、これから弓を助け出せれば、後から見てよかったと思えるかもしれない。ただし、もし助け出せなければ──心弥は怖くなり、考えるのをやめた。

　助け出すしかない──すでにその覚かく悟ごは決めている。

　心弥は、画が廊ろうにグランレイスが描いた記憶の、かなりの部分をすでに〝塗り替え〟ていた。あとどのくらいの量があるのかは知れないが、もうじきに終わりそうな予感もある。

　グランレイスが描いた記憶には一貫性があった。

　リセルと呼ばれる少女の存在──

　どの記憶にも彼女がいる。グランレイスは自分の全すべての記憶ではなく、彼女にまつわる記憶に絞しぼって描いていたらしい。

　心弥はその記憶の気配を察して、再び眼をあける。

　目の前に広がる、新たな光景──

　それは、今までに見たものと様子が違っていた。

　空が紅あかく燃えている。

　遠くから、断続的な怒ど号ごうと悲鳴が響く。

　戦闘服を着た歩兵達が、旧式だが真新しいフリントロックガンを抱えて駆かけ回り、将校らしい騎き馬ばの男が指揮のサーベルを振る。

　唐とう突とつに広がった古い映画のようなその光景に、心しん弥やは驚くよりも先に違い和わ感かんを感じた。

　これまでの記憶とは、明らかに質が違う。

　グランレイスのそれまでの記憶には、美しい自然と穏おだやかな日々が強調されていた。しかしこの記憶にあるのは、猛たけ々だけしい暴力と歪ゆがんだ人の意志ばかりで、胸が苦しくなる。

　心弥は眉まゆをひそめて、他人の記憶を眺めた。

　グランレイスの館やかたは、どこかの国の軍隊に接せつ収しゆうされていた。司令部となったそこに、敵国の軍隊が攻撃を仕掛けている──そんな構図らしい。

　どちらが正しくてどちらが悪いということはない。戦争は戦争であって、巻き込まれる人々にとっては正義もなにもない。

　グレネーダー達の撃つ爆弾が、花火に似た音をたてて館の周囲に爆発を起こす。

　第一次大戦もまだ起きていない時代のはずだが、武器には近代的な火器が目立った。ただし、いずれも性能の面では間違いなく旧時代のもので、それが余よ計けいに古い映画じみた安っぽさで心弥の眼めに映る。

　それでも、目の前に広がるのは紛まぎれもなく〝戦乱〟の光景──

　戦況はグランレイスの館にこもる軍隊に不利らしい。敵の包囲の輪は徐じよ々じよに狭まり、館側を守るはずの兵士達はすでに陣じん形けいを成していない。

　心弥はその世界に、グランレイスの姿を探した。

　高い館の窓──そこから戦況を眺めている青年の、苦にがい顔が見えた。

　詳くわしい事情は心弥に知る由よしもないが、館を接収されたまま、逃げることもできずに留め置かれたらしい。もっとも、彼にとってこの場所は故郷であり、狭いながら代々受け継いできた領地でもある。逃げることなど考えもしなかったのかもしれないし、あるいは逃げ場もなかったのかもしれない。

「グランレイス──」

　扉とびらの側から、藤ふじ色いろの髪の娘が青年に声をかけた。少し成長した面おも影かげに、心弥は数年の歳月を知る。

「リセル？　地下にいるようにと……」

「うん──呼びにきたの。あなたもそろそろ地下に避ひ難なんして。ここは危ないんでしょう？」

「あぁ……そうだな。行こう」

　青年は名残なごり惜しげに、爆音の轟とどろく窓に背を向けた。

　娘は青年の手を引き、足早に地下の倉庫へと導く。

　轟ごう音おんに窓が揺れ、騎き馬ば隊たいの馬ば蹄ていがまた近くなる。

「──よくない戦況らしいな、これは」

「──みたいね」

　青年は娘の肩を抱き寄せた。

「すまない──君まで巻き込んだ」

「ここに残ることを選んだのは私よ。あなたが謝ることじゃない」

　娘は戦乱の中に微笑さえ見せて呟つぶやいた。さすがに不安の色は隠かくせないが、それでも青年よりはよほど気き丈じように振る舞っている。

　地下の倉庫には、病びよう床しようの父親を筆頭に、館やかたの執しつ事じ、メイド、そして逃げ遅おくれた小作人達が集まっていた。

　いずれもが、生きた心地もないように身を縮めている。

　広い地下室の一いち隅ぐうに、青年は娘と並んで座り込んだ。

　司令部として館が接収されることに、病床の父は抵てい抗こうするどころか率そつ先せんして応じた。グランレイスは反対したが、実権はあれど主は父親、結局は軍部の圧力もあって今の事態となっている。

　今いま更さらに誰だれかを怨うらむ気はなかったが、ただ戦争そのものは恨うらめしかった。

「こんなことになるとはね……」

「今だけよ。乗り切れば、ただの〝思い出〟になるわ」

　娘は青年に笑顔を振りまく。

　青年には、それが演技とわかっていた。気落ちする青年を慰なぐさめようと、娘は殊こと更さらに明るく振る舞っている。それが痛いた々いたしく、また申し訳なくも思えた。彼女がここに残っているのは、青年のためでしかない。

　しばらくが経たった。

　爆音はより近づき、いよいよ陥かん落らくは決定的になった。

　司令部は全滅だろうが、館の人間に関しては、直接の戦闘員ではないために、殺されることはないはずだった。ただし財産やその他の物資は、もちろん持っていかれることになる。

　グランレイスは溜ため息いき交じりに、傍かたわらのリセルの耳元に囁ささやいた。

「今回ばかりは、父君にも愛あい想そが尽きたよ。一段落したら、私は家を出るつもりだ──来てくれるね？」

　娘は光の強い眼めをしばたたかせ──演技ではない微笑を浮かべて、頷うなずいた。

　地下室の扉とびらが開く。

　開けたのは味方の軍ではなかった。銃を構えた血走った眼の兵士が数人、奇き声せいをあげて飛び込んでくる。

　メイド達が悲鳴をあげた。

　兵士達はその声にびくつき、銃口の向きをかえる。

　そのうちの一人の銃口が、グランレイスとリセルに向けられていた。

　青年は軽く両手をあげて、武器を持っていないことを示した。

　安あん堵どした兵士の銃口が、下がりかけ──

　その背が唐とう突とつに血を吹いた。

　廊ろう下か側で死にかけていた司令部を守る一兵卒が、最後の力で引き金を引いた──その弾丸が、敵兵士の左肩をかすめていた。

　兵士は攻撃に驚き、下げかけた銃口を再びあげ、勢いで引き金を引く。

　娘がびくりと身を震わせた。青年は咄とつ嗟さに彼女を庇かばい、その上に覆おおい被かぶさる。

　撃げき鉄てつが当あたり金がねを叩たたき、火花を散らす。

　弾丸は──誰だれにも、当たらなかった。

　逸それたわけでもない。目の前に、水の波は紋もんに似た不ふ可か思し議ぎな壁ができ、それが青年に当たりかけた弾丸を防いでいた。

　弾丸が空中で静止する──そんな時の止まったような光景に、青年は眼めを見開く。

　波紋から、しゅるしゅると霧きり状じようの線が伸びた。

　銃を捨てサーベルを構えた兵士に、霧が絡からみつく。周囲にいた仲間の兵達にも、同様の霧がまとわりついた。

　兵士たちは、ほぼ同時に揃そろって膝ひざをつき、その場に身を倒した。

　メイド達が、先程とは意味合いの違った悲鳴をあげる。青年は呆ぼう然ぜんとして、その光景を眺めていたが、やがて霧の出で所どころに気付いて身をあげた。

　娘の手──そこに、あの軟なん骨こつで編んだペンダントの中にあった青い石が握られていた。正しよう体たい不明の霧は、その石から溢あふれたものらしい。

　娘は顔をあげ、青年の無事を確認する。

「怪け我がは……ない？」

「あ、あぁ──リセル、それは──」

　藤ふじ色いろの髪の娘は、虫むし籠かごから出した宝石に口付けた。

「私の一族を守しゆ護ごしてくれる精せい霊れい──よかった、あなたが無事で──」

　娘はいとおしげに、青年の首筋に腕をまわした。青年もまた、危難を脱した安あん堵どを込めて彼女を抱きしめる。

　その視線が、倒れた兵士達にも向いた。

「あの兵士達は……」

「大丈夫、眠っているだけ──死んじゃったら、あなたが困るでしょう？」

「あぁ──ありがとう」

　青年は今度こそ安あん堵どを込めて、彼女を強く抱きしめた。

　部屋の隅すみから──そんな二人を、まばたきもせずに見つめる眼めがあった。

　地域の領主である青年の父親は、確かにその娘の出した〝霧きり〟を見た。その効果は、明らかに〝魔ま術じゆつ〟としか見えないものである。

　息子むすこの酔すい狂きようで拾った召使い──

　彼女には、奇妙な噂うわさが流れていた。その多くは、余所よそ者ものに対する偏へん見けんからくる根も葉もない噂だったが──領主はその時まで無視していた偏見の噂を、この時、遂ついに信じた。

　呆ぼう然ぜんの態ていから立ち直った彼は、そっと傍かたわらの執しつ事じに何事かを耳打ちした──
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「災さい難なんが続くねぇ……」

　香か夜や子こは肩を落として呟つぶやき、眠りこける籤くじ方かたの腕に点てん滴てきの針を打った。

　文ふみ槻つき総合病院の、特別診察室──

　そこへひしめくように集まった顔を見回し、香夜子はまた肩を落とす。

　別のベッドの脇わきには、一言も発さない水みず本もと冬ふゆ華かと、彼女に寄より添そうフローラがいる。そこに夢ゆめ路じと詩し乃の、誠せい二じの三人が加わり、さして広くもない診察室は満員に近かった。

　そして、彼らが囲む床ゆかの上には一枚の絵──

　グランレイスの遺のこした風景画が、寝かされて天てん井じようを仰いでいる。

　ノックの音が響き、さらに一人の来客を告げた。

「親父おやじ殿どの？　心しん弥や君と弓ゆみちゃんに何かあったとか……」

　扉ドアから顔を出したのは、入院中の夢路の息子、翁おきな居い幻げん三ぞうだった。

　小こ柄がらな老ろう爺やは、長い監かん禁きんでなまった脚に杖つえをついて部屋に入る。香夜子がすかさず余っている椅い子すを差し出した。

「やぁ、どうも──親父殿、それで何事です？」

　幻三は不安げに呟きながら、見慣れない顔の冬華を見て首を傾かしげる。

「あぁ、そいつは紳しん士しの知り合いだから大丈夫だ。この数日は、いろいろとあってな──」

　夢路は疲労の濃こい溜ため息いきを吐ついた。

「こっちが疲れるのを狙ねらって、エスハとフェルディナンが波は状じよう攻撃をかけてきたとしか思えんよ。嫌がらせみてぇなタイミングだ」

「爺じじいは被ひ害がい妄もう想そう強すぎ。ただの偶ぐう然ぜんじゃないにせよ、別に狙ったタイミングでもないでしょ。色々と集中しちゃったのは確かだけど……四年に一度くらいはこんなもんじゃない？」

　香夜子が欠伸あくび交じりに呟いた。両目の下には寝不足の隈くまが目立つ。

「オリンピックじゃあるめぇし……かなわんな、まったく」

　がりがりと頭を引っ搔かき、夢ゆめ路じは据すわった眼めを幻げん三ぞうに向けた。

「昨日きのう──いや今朝方か、紳しん士しが死んだよ。それから、弓ゆみと心しん弥やが行方ゆくえ不明だ」

　幻三の眼が驚きよう愕がくに見開かれる。

「な……⁉　一体なんでまた……」

「紳士の件は、もう片付いた。詳くわしいことは近いうちに話してやるよ。さしあたっての問題は心弥の方なんだが──こっちは何がどうなっているのか、俺おれにもさっぱりわからんで閉へい口こうしている。

　──なぁ、幻三。〝オルタフ〟って神しん群ぐんに、心当たりはないか？」

　それはエスハがもらした名前だった。

　幻三は首を傾かしげ、骨張った腕を組む。

「オルタフ──その神群が、心弥君と弓ちゃんの行方不明に関係していると？」

「腐くされエスハの言うことだ。アテにゃなんねぇけどな」

　夢路は不機嫌も露あらわに呟つぶやく。

　雨あま酔よいの誠せい二じと、壊れている籤くじ方かたは使い物にならない。水みず本もと冬ふゆ華かは元から戦力外だが、その放心ぶりは籤方をさらに上回っている。

　この場に残っているのは詩し乃のと香か夜や子こ、フローラに幻三だが──フローラを除いては情報収集や頭脳労働の人間で、戦闘には不向きな人材だった。

　今の状態でフェルディナンあたりに喧けん嘩かを売られれば、買う気にもなれない。夢路の機嫌が悪い原因はそこにもある。

「オルタフ──はて、オルタフ……」

「知らねぇよなぁ、いくらお前が研究熱心でも」

　夢路の息子むすこ、翁おきな居い幻三は、五十年以上に及ぶキャリアを誇ほこる〝迷めい宮きゆう神群〟の研究者だった。推論こそ多いが、その研究成果には定評がある。どこの研究班にも属さない個人の身ながら、キャラバンの関係者達からも一いち目もくを置かれていた。

　古参の研究者は、迷いながらも口を開く。

「いや……確か、書物で見たことがあります。甲こう院いん派はに残っていた、古い記録ですが……」

「なに⁉　どんなネタだ！」

　勢いに吞のまれて、幻三はわずかに身をひかせる。

「あ、いえ、オルタフそのものについては、何もわかりませんが……西洋をさすらっていたジプシー達の中に、ある特殊な一族がいましてな。その一族の〝守しゆ護ご精せい霊れい〟が、確かオルタフとかいう名前でした。おそらくは迷宮神群の一種だったんでしょう。

　当時、この精霊の噂うわさを聞きつけ、その利用を企たくらんだブロスペクトが一族を追ったそうです」

「ブロスペクト──あの腐れ外げ道どうか……」

　幻三が言った名は、夢路にとって懐なつかしくも忌いまわしいものだった。

　自身が異い能のう者しやでもあった彼は、その力をもって人々を支配しようと企たくらみ、長く西洋圏に勢力をもっていた。夢ゆめ路じが〝キャラバン〟を創設した理由の一つには、彼に追われた人々を保護する目的もあった。

　しかし、結局は人の寿じゆ命みように縛しばられる身──その罪な権力者も、今はこの世にない。

「しかし抵てい抗こうがしぶとく、遂ついには一族を皆殺しにしてしまい、肝かん心じんの〝オルタフ〟はその時点から行方ゆくえ不明になったままだとか──比較的に新しい記録として名が残るばかりで、詳しよう細さいはまったくの不明ですな」

　幻げん三ぞうは腕組みを解き、膝ひざに手をあてて身を乗り出した。

「親父おやじ殿どの、それで心しん弥や君達に、一体何が……？」

「こっちが聴きてぇ。フェルディナンが絡からんでいるのは間違いないんだが、奴やつの狙ねらいがさっぱりだ。見る目がどうとか描く手がどうとか……」

　夢路は思し考こうを整理しようと、呼吸を整えた。

　フェルディナンは、心弥と弓ゆみを何かに利用しようとしている──それはおそらく間違いない。しかし、わざわざ彼らを使って〝やろうとしていること〟がわからない。

　すぐ傍そばで、詩し乃のがぶるっと身を震わせた。無表情な視線は床ゆかの絵画に注がれている。

「夢路様──グランレイスの気配がいよいよ広がり、より密度を濃こくしつつあります──間違いありません、この絵から、これまでになく強い影響が漏もれ出ています」

「……ねぇねぇ、そんな危険そうなブツを〝病院〟に持ち込むのってどーだろうとか、人間として思わないわけ？　このクソ爺じじい」

　香か夜や子こが呆あきれた口調で言う。

「へぇ、住宅街のど真ん中に置いとけってか？　ここならいざって時に異能者も少しはいるし、なにより集めやすい。もしなんかあっても、キャラバンの力でごまかせるしな」

　夢路はベッドの枠わくに頰ほお杖づえをつき、眼めつきを歪ゆがめる。

「まぁ、危険があるかどうかも──わかんねぇんだけどなぁ」

「無責任……あたし寝るわよ、疲れてんの」

　床に置かれた精せい緻ちな風景画をまたぎ越し、香夜子は診察室の空きベッドに身を投げ出した。埃ほこりが軽く宙ちゆうを舞う。

「──なんか、変な匂においしませんか？」

　雨に酔よい、別のベッドに寝そべっていた誠せい二じが呟つぶやいた。

　枕まくらに顔を埋めた香夜子が、くぐもった声を返す。

「薬の匂いでしょ？　ここ病院なんだし──ん？」

　いぶかしげに顔をあげて、鼻をひくつかせる──

　夢路も眉まゆをひそめ、周囲の匂いを嗅かいだ。

　生なま臭ぐさい、血の匂い──

　かすかに漂うその匂においは、その場にいるほとんどの人間が嗅かぎ慣れているものだった。

　──ただ一人、水みず本もと冬ふゆ華かを除いて。

　びくっ──

　うつむいた冬華が、床ゆか面めんの一角を凝ぎよう視ししながらその身を震わせた。

　双そう眸ぼうから、水すい滴てきが一つ二つと滴したたって落ちる。

「冬華ちゃん？」

　傍かたわらのフローラが、心配げにその顔を覗のぞき込む。

　血の匂いが強さを増し、遠耳に人々のざわめきらしき声が響く。

　冬華の歯が、カタカタと小こ刻きざみに鳴っていた。

「──いや……いや……」

　おびえた声が、室内に染しみるように響く。

　籤くじ方かたを除く、起きている一同の視線が彼女に集中した。

「いや……いやぁっ‼」

　香か夜や子こが跳はね起きた。幻げん三ぞうは椅い子すからずり落ち、夢ゆめ路じはたたらを踏みつつ立ち上がる。

　詩し乃のと誠せい二じは、揃そろってその両りよう脇わきについた。

　血の匂い──隠かくしようのないほど強烈な血の匂いが、室内を満たしていた。リノリウムの床の感触が、アスファルトのそれへと変わる。殺風景な診察室の壁が、紅白を基調とした中華風の街並みへと変化し──

「ここは──紅あか街まちか⁉」

　夢路の声が裏返った。

　夕方の診察室は、ただの一瞬で紅街中華街の一角へと変わった。空を見上げれば東が明るく、夜明けの近さが見てとれる。

　よく見知った光景が、目の前に広がっていた。

　つい今朝方の、紅街中華街──

　背を丸めた、等身大のゴキブリを思わせる影──

　そこには鋼こう鉄てつの皮ひ膚ふを身にまとった、華かヶが瀬せ清きよ元もとがいた。

　対たい峙じするのは、道路から湧わき出したゼリー質の心臓、〝レブルバハト〟──二つの異い形ぎようの間には、水本冬華が心臓の側を守るように立ちふさがっている。

　細身の体は、異形の怪かい物ぶつに挟まれると殊こと更さらにか細く見えた。

　やがて華ヶ瀬の口中にゼリー質の心臓が飛び込み、その身体からだを内部から満たしていく。息が詰まって悶もだえる華ヶ瀬が、やたらめったに鉄てつ条じようを振り回した。

　逃れようとした冬華が転ころぶ。

　片足をひきずった男が、彼女を突き飛ばす勢いで飛び込んでいく。

　華ヶ瀬の鉄条は、男を切り裂いた。

　夢ゆめ路じの眼めに──それは、華かヶが瀬せ清きよ元もとの執しゆう念ねんとして映った。

　窒ちつ息そくの苦しみの中で、華ヶ瀬清元は最後に冬ふゆ華かと紳しん士しの姿を認め、そこに鞭むちを振るった──傍はた目めには、そうとも見える精密な動きだった。

　夢路は混乱した。

　その光景はつい今朝、見たばかりのものだった。それが再び目の前で再現されている。

「何事だ、こいつは……おい、詩し乃の！」

　夢路は傍かたわらを振り返る。首輪の娘は二人いた。一方は、〝もう一人〟の夢路の傍そばに立っていた。その二人は、記憶の中の、夢路と詩乃らしい。

　本物の詩乃は、すぐ傍の地面に、背を丸めて倒れ込んでいた。夢路は慌あわてて彼女を抱え起こす。

　滅めつ多たに感情を表に出さない彼女が、顔を泣き崩くずしていた。

　激しい鳴お咽えつに肩が揺れる。顔を覆おおった両手は涙に濡ぬれていた。

「詩乃！　どうした⁉」

　返事はない。

　夢路は周囲を見回した。記憶にある中華街の人々は、朝の光景と変わらない。しかしすぐ周りには、診察室にいた面々が、詩乃と同じように泣き崩れていた。籤くじ方かただけは、道路に投げ出されてそのまま眠っている。

「幻げん三ぞう！　香か夜や子こ！」

　老ろう爺やと女医は、顔を覆い、うなだれて動かない。

「フローラ！　誠せい二じ！」

　銀髪の娘は冬華の身体からだにもたれ、すすり泣いていた。

　誠二のみは、涙を流しながらも歯を食いしばって身を震わせている。

「夢路……さん……これは──冬華さんの……」

「誠二、しっかりしろ！　どうしたってんだ！」

　誠二の背が跳はねた。苦しげな吐と息いきが後に続く。

「……か、哀かなしいんですよ、ものすごく……夢路さん、これ、感情を操あやつる──神しん群ぐんみたいで……」

　誠二は泣き顔のまま、薄く笑ってみせた。

「……すみません、もう……」

　背を丸め、鳴咽をはじめる──

　夢路は呆ぼう然ぜんの態ていだった。

　夢路一人に何も起こっていないという事実は、今の状況が〝神群〟の影響によることを示す。封ふう印いんの鬼き神しん・シャパニアを身体に宿した夢路には一いつ切さいの神群の影響が及ばない。

　しかし──〝自分の身〟に及ばないだけで、こうした時に対たい処しよする手段もない。

　夢路は歯は嚙がみして、周囲の様子を探った。

　紅あか街まちの風景は、紳しん士しが死んだ場面で止まっていた。その死体の傷口に、血止めがわりのＹシャツを冬ふゆ華かが押し付けている。

　血の匂におい──

　夢ゆめ路じはむせかえりながら、放心し続ける〝本物〟の水みず本もと冬華に歩み寄った。

　誠せい二じがどうにか伝えた言葉を信じれば、この〝幻げん覚かく〟には冬華が関係している。しかし、一般人にしかすぎないはずの彼女の〝力〟とも思えない。

「冬華、聞こえるか？」

　冬華は反応しない。焦しよう点てんのあわない眼めをうつむき加か減げんに据すえ、小声にぶつぶつと呟つぶやいている。

　聞き取れないほど弱い声は、紳士の名を何度も重ねて呼んでいた。

『──無む駄だだよ。その子は、もう壊こわれかけだ』

　中性的な声が響く。夢路は振り返らずとも、それが籤くじ方かたの身体からだを借りたエスハだと気付いた。

『最愛の姉を失ったすぐ後に、世話になった紳士を自分のせいで死なせた──思い込みの激しい思春期の娘には、少々重い傷だったね。しかもその子は、どうやら精神が他の人間よりだいぶ脆もろいらしい。強気に振る舞っていたのは、それを覆おおい隠かくす演技だったというわけかな』

　エスハはくすくすと笑った。

『根っからの女優なんだね。自分も騙だますほどの──』

「それ以上ほざいたらぶん殴なぐるぜ」

　夢路は声を押し殺して呟いた。

『御ご随ずい意いに。痛いのは籤方だけだよ』

　エスハは笑いをやめない。

『しかし、なかなか──冬華の思いはすごいね。誠二のように芯しんの強い者までこの様子──いや、凄すごいのはオルタフの力というべきかな』

　夢路はエスハを振り返る。眼を閉じて眠る籤方の身体が、人形のようにベッドに腰掛けていた。

『もうわかっただろう？　迷めい宮きゆう神しん群ぐん、〝虹にじの屍しかばねオルタフ〟は、グランレイスに影響を与えた神群だ。グランレイスは彼を、自ら構築した異い界かい──〝画が廊ろう〟に封じた。

　君達がグランレイスの影響と信じていたものは、絵を扉とびらとして異界の側から漏もれでたオルタフの影響だったのさ』

　夢路は目め頭がしらを強く押さえた。ことここに至って、心しん弥やがいない理由に気付く。

　フェルディナンは、〝神群〟のために動いている──彼かの人物は、グランレイスによって封じられた〝オルタフ〟を呼び戻すために、心弥を利用した可能性が強い。

『この状況を見れば、わかると思うけれど──オルタフの能力は、〝記憶と感情の共有〟だ。特に強い感情を持つ人間を中心に、その人間の周囲にいる人間達に同じ記憶、あるいは感情を植えつける。

　影響の範囲は、中心となる個体の感情の強さ次し第だいのようだね。もっとも──肝かん心じんのオルタフがまだ、完全にこちら側に出ていないから、今の冬ふゆ華かの記憶はせいぜい、この病びよう棟とう内ぐらいにしか及んでいないだろう。安心したかい？』

「いや、自分の馬ば鹿かさ加か減げんが不安になった」

　夢ゆめ路じは唇くちびるを嚙かむ。背中がまた疼うずきだした。

「つまり、〝思し念ねん〟のみで威い力りよくを発揮する神しん群ぐんってわけか……詩し乃のが〝霧きり〟と言った時に気付かなきゃまずかったな」

『いや、オルタフは思念のみの存在ではないよ』

　エスハは笑った。

『今は絵から出ようとして、出口の近くにまで来ている状態だ。まだ彼は画が廊ろうの中にいる。心しん弥やの力によって、画廊とこちらを隔へだてる境界は薄くなってきているけれど──わかるよね？　まだ本体が異い界かいにある状態でこれだ。これが表に出てきたら、どうなるか──』

　夢路の背の疼きが、呼吸のテンポと同じ躍やく動どうに変わる。

　薄い作さ務む衣えに隠かくれた、夢路の背中──そこには異い形ぎようの生物の丸い顔があった。

　瞼まぶたを閉ざし、縦横に並んだ数十の眼め。

　引き結ばれた唇からは、牙きばらしきものが微かすかに覗のぞく。

　数十の眼を覆おおう瞼には、読めない文字が刻んであった。その文字が、わずかにほの白い光を放っている。

「く──シャパニアが……」

『起きそうだね──ふふ』

　エスハは低く笑った。

『あぁ、そうそう。その絵を破いたり燃やしたりしても、もう無む駄だだよ。画廊の出口になる絵は他ほかにもたくさんある。むしろ君がいる分、ここの絵から彼を出した方がいいだろうね──』

　エスハの声は尻しりすぼみに遠ざかって消えた。

　夢路は背を気にしながら、冬華の肩を摑つかんで揺する。

　エスハの言葉が正しければ、この現象は彼女の思いによって起こされている。冬華が別のことを考えれば、この場の様子も変わるはずだった。

「冬華！　しっかりしろ！」

　検査着に包まれた体は、弛し緩かんして揺すられるままに揺れた。髪から漂う甘あまい香りが夢路の鼻先をつく。

　夢路の声に、冬華は反応を示さなかった。







[image: 第五章　翁居夢路]
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　心しん弥やは、グランレイスが描いた記憶を見守っていた。

　それが悲劇に終わることは、香か夜や子この話から推測できた。また、そうでなければグランレイスが『呪のろい』を封じる理由にはならない。

　そうとわかっていて、グランレイスとリセルの行く末を見守るのは、心弥にとって苦痛でもあった。

　心弥の眼めに、二人は善良な人間として映っている。知らず知らず、青年と少女の関係に自分と弓ゆみを投影していた。

　それでも──塗ぬり潰つぶす前に、せめてその記憶を見守ることが、グランレイスとリセルに対する敬意のような気がした。

　グランレイスがこれらの記憶を、同種の異い能のう者しやに〝見える〟形で残したのも、あるいは誰だれかに伝えたかったからなのかもしれない──心弥にはそう思えた。

　悲劇は着実に、終幕に向かっていた。思いの密度が肌はだに濃こく感じられる。

　心弥は耳を澄すまし、眼を開く。

　視界では、最後の幕があがっていた。







　館やかたが敵軍から解放されたのは、制圧から一週間後のことだった。

　駐ちゆう留りゆうしていた他国の軍は、別の地域での戦況不利に押されて撤てつ退たいを決め、物資を根こそぎ奪うばって逃げ出した。

　館は司令部として再利用されぬようにと火をかけられたが、グランレイスもリセルも、また館の人間達も、身み柄がらは無事に解放された。その過程では、敵軍の司令官が珍めずらしいほどに良識のある軍人だったことも幸いしている。

　解放から数日が経たって、二人は一軒の山小屋に住み暮らしていた。

　村から外はずれた森の奥──遠くに山々の尾お根ねが見える、湖の傍そばだった。

　焼けた館の建て直しには、かなりの日数がかかる予定になっていた。

　その間、父親や館の者はそれぞれ別の仮かり住ずまいに住み暮らすこととなり、グランレイスはリセルを連れ、猟りよう師しの使う森の小屋を借り受けた。グランレイスはすぐにも領地を出たかったらしいが、付近の街道はまだ戦乱の渦か中ちゆうにある。戦いが落ち着くまでは、旅も難しい。

　メイド服から平民の服に着替えた娘が、甲か斐い甲が斐いしく家事をこなす傍かたわらで、グランレイスは彼女の姿を描いていた。

　空に夕ゆう闇やみが迫る。

　湖面が鮮あざやかな紅あかを発色し、森には徐じよ々じよに闇が降りてきた。

　心しん弥やは無言で、二人を眺める。第三者の視点で眺める心弥の眼めに──二人は、幸せそうに見えた。

　ずっと続くような──心弥とすればずっと続いて欲しいその光景に、ふと複数の人影がさした。

　黒こく衣いの中年神父を先頭に、グランレイスの父の領主、そして館やかたの者と領民達が、松明たいまつを捧ささげて数十人と森を横切ってくる。彼らの手には、鍬くわや鋤すきといった農具が、本来の用途とは別の意味をもって握られていた。

　一行は、小屋の前で立ち止まる。

　キャンバスから離れたグランレイスは、何事かと表に顔を出した。村の神父と父や、館の見知った顔に、いぶかしげな視線を注ぐ。

「──お揃そろいで……なにかありましたか？」

　グランレイスは小声に問いかけた。

「あの娘はどこにいる？」

　父親が、険けわしい声で反問する。

　青年が返答に迷う間もなく、藤ふじ色いろの髪の少女は来客に気付いて顔を出した。途と端たんに集まった領民達が騒ぎ出す。

　青年は、はっとした。

　父親と神父の来訪、その意味に気付き、娘をその背に庇かばう。

　──領民達の間で、リセルを『魔ま女じよ』ではないかと疑う声があることは知っていた。そして先だっての占領の騒ぎの折り、彼女がグランレイスを護まもったことに、尾ヒレと背ビレのついた噂うわさが流れていたことも知っている。

　父親はその真しん偽ぎを正すために、神父を抱き込んでやってきたらしい。

　──いまさら、魔女狩りの時代でもない。しかし田舎いなかのこの地方では、怪あやしい民間伝承もまだ人々の意識の底に根づいていた。

「リセル、さがっていなさい」

　怯おびえがちに頷うなずいた少女は、グランレイスの背に寄より添そい、半身を隠かくした。

　気弱げな眼の神父が、脚を震わせながら近づいてくる。十じゆう字じ架かを握り締める手は震えていた。

　この〝魔女狩り〟あるいは〝悪あく魔ま退たい治じ〟に、神父は乗り気ではないらしかった。ただ、逃げれば人々の信頼が損そこなわれる──それを恐れてやってきたものらしい。

「皆さんは、そこでお待ちください。ここは私に……」

　神父は彼なりの勇気を振ふり絞しぼって呟つぶやく。待っているようにと言われた人々は、しかしぴったりと神父の後についてきた。神父はそれを振り返り、わずかに安あん堵どの息を吐はく。

「神父様、彼女は魔ま女じよではありません。普通の人間です」

　グランレイスは声を張った。

　魔女狩りの被ひ疑ぎ者しやが、どんな拷ごう問もんを受けるか──それは過去の歴史に聞くばかりだった。まさかその通りの拷問はしないだろうが──人数と彼らの血走った眼めつきには、背せ筋すじがぞっとする。見み慣なれているはずの人々の顔までが、グランレイスの眼には醜みにくい悪あつ鬼きとして映った。

　服を脱がせて、黒子ほくろを探す、黒子が見つかればそれは魔女──

　水に浮かべて、沈まなければそれは魔女。沈んで溺でき死ししたら人間──

　体中に針を突き刺し、もし痛つう覚かくのない場所があったら魔女の証明──

「──それをこれから──確かめさせていただきます」

　神父は胸の前に十字をきった。

「そんな馬ば鹿かな……今の、この時代に！」

　青年は叫んだ。魔女狩りの歴史は二百年近く昔に最盛を迎えたが、今はもう魔女の存在など信じる者もいない──ことになっている。

　しかし人の心の奥深くから、未知の存在への恐きよう怖ふが消えることはない。それが対外的な暴力に変わるのは、ある意味で人の業ごうともいえた。

「馬鹿は貴き様さまだ、誑たぶらかされおって──私はこの眼で見た。そこの娘が、空中で弾丸を止めるのを──それに軟なん骨こつで編んだ気味の悪いペンダント、あれはなんだ？」

　領主でもあるグランレイスの父親が、病身に鞭むち打うつようにして山小屋へと踏み込んでくる。手には『護身用』のはずのピストルが握られていた。

　領主自ら出てきたのは、息子むすこの身を案じてのためではない。もともとが血けつ気き盛さかんで、しかも痴ち呆ほうの気けが出てきたここ数ヶ月は、とみに行動が激しくなっていた。

　背後に付き従った屈くつ強きようの若者達が、抵てい抗こうするグランレイスを押さえつけ、リセルと引き離した。

　心しん弥やは眼を逸そらしそうになりながら、痛ましいその光景を見つめる。それはあくまで、過去の記憶だった。今の心弥に、干かん渉しようする術すべはない。

　リセルの甲かん高だかい悲鳴が響き渡る。

　グランレイスは絶ぜつ叫きようとともに抵抗するが、野の良ら仕事に慣れた男達の力には逆らいきれなかった。

　娘の細い身体からだに、男達の手が伸びる。

「いやぁっ！　こないでっ！」

　叫びながら、リセルはいつのまにか、握っていたペンダントから石を取り出していた。

　一族の仲間から託たくされた守しゆ護ご精せい霊れい──それを狙ねらう者達から守るために、彼女は逃げていた。

　汗ばむ掌てのひらに握りしめた石が融とけ──かわりに、霧きりとなって周囲に舞う。

　神父と領主達は身を退ひいた。霧は彼らを包み込み、山小屋を覆おおい、さらには外に溢あふれていた人々までをたちまちに包み込む。

　生ぬるい体温を感じさせる霧きりは、鼻と口から人の中へと入り込み、霧の中の人間達をつないだ。

　リセルの感じた〝恐きよう怖ふ〟が、その瞬間、人々に伝染した。

　恐怖にかられた人々はパニックに陥おちいり、だれかれ構わずに周囲へ攻撃をはじめる。

　やたらめったに武器を振り回す者がいた。

　隣の人間を殴なぐり倒し、手にした松明たいまつを振り回し、叫び、泣き、地に伏ふして震える──

　グランレイスの周囲もまた、例外ではなかった。彼を押さえつけていたはずの男達は、事態も把は握あくできずに互いに争いはじめ、青年は自由を得た。しかし彼自身もまた、リセルの感じる〝恐怖〟のために我を失い、意味もなく這はいまわっていた。

　数分の喧けん騒そうが続き──

　それは唐とう突とつに終しゆう息そくした。

　グランレイスは呆ぼう然ぜんとして身を起こした。体中に、いつできたとも知れない切り傷がいくつもあった。小屋の中には血の匂においがこもり、倒れた人々の呻うめき声が満ちている。

　グランレイスは──その時、事態が終わった理由を知った。

　三本の鋤すきに身体からだを貫かれたリセルが、部屋の隅すみに転ころがっていた。

　心臓を一突きと、左右の脇わき腹ばらに一つずつ──細い体に刺さった農具が、闇やみのために黒く見える血に濡ぬれている。

　絶命の寸前に、彼女はグランレイスの姿を見つけ──何かを言いかけて、声を出せずに微笑わらった。

　グランレイスの視界の全すべてが、白いものに包まれた。自らのあげた絶ぜつ叫きようが、遠い世界の声のように響く。

　霧は彼の〝感情〟を、忠実に周りへ伝達した。

　その後の数時間の記憶は、彼にもない。







　見み納おさめた記憶に、心しん弥やは後あと味あじの悪さを覚えた。

　グランレイスの〝呪のろい〟──それは後世の自分にとっては八つ当たりでしかなかったが、そこに至った過程には同情の念を禁じ得ない。

　もし、弓ゆみが死んでいたら──

　自分も似たようなことになるかもしれないと、心弥はふと思った。

　心弥はその記憶を最後と信じて、塗り替えにかかる。

　思い返したのは、つい数日前の記憶だった。まだ思い出と呼ぶには生々しく、細部までが詳しよう細さいな記憶──

　それを思い出しながら、心しん弥やは足元が浮くような浮遊感を覚えた。〝画が廊ろう〟の空気が、心なしか軽く感じられる。身体からだが上へと流れる感覚に身を任せつつ、心弥は薄目をあけた。〝塗り替え〟の間は精神を集中させるために眼めを瞑つぶりがちだったが、今の自分が感じている上昇が気のせいではないことを確かめたかった。

　周囲の景色が流れていた。

　グランレイスの描いたと思おぼしき『記憶』以外の写実的な風景が、流れによる歪ゆがみのために抽象的な雰囲気を漂わせている。

　その奔ほん流りゆうを上へと昇りながら、心弥はかの不ふ世せい出しゆつの画家の才に、賛さん美びを送りたくなった。流れる風景はいずれも美しい。それだけの作品を描ける人間が、肝かん心じんの作品に〝呪のろい〟を封じたというのではあまりに哀あわれだった。

　その呪いを解く、あるいは弱めることが、弓ゆみを取り戻す手段──心弥はそう信じている。

　身体は何ど処こへ運ばれるともわからないままに、画廊の上空へと抜けていった。
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　作さ務む衣えを着た男が、身体をしきりに揺すって、耳元で何事かを喚わめいていた。

　うるさいとも思わない。言葉の内容を聞きたいとも思わない。ただ、何かを言っているという事実だけを虚うつろな心で認識していた。

　冬ふゆ華かには、彼に一いち瞥べつを送る気力さえなかった。

　自分が今、生きているのか死んでいるのかもわからない──

　むろん、身体は生きている。だが、心の面で〝生きている〟ことを実感できない。

　死んでいるわけではなくて、しかし生きているわけでもない──どっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱな状態であることは、彼女自身にもわかっていた。生につながる気力はわかず、死につながる無意識も得られない。

　頭の中に繰り返される記憶は、生暖かい真っ赤な血と、その匂におい──

　脱いで傷口にあてたＹシャツに、血が染しみていく。波を吸う砂浜のように、その吸収はすばやく──しかし、波のように引くことはない。

　たちまちにＹシャツは、絞しぼれば血が滴したたるほどに濡ぬれ尽くす。

　それでも血は止まらない。傷口は閉じない。朝の太陽が街まちを照らし出すにつれて、男の肌はだの白さが際きわ立だつ。生気のない肌は弾力を失っていく。脈はない。閉じた眼は開かない。温和な口許は動かない。死体。血の匂い。生ぬるかった血は、やがて冷さめていく。血を失った身体も冷たくなる一方で、傷口はいつまで経たっても閉じる気配すら見せない。

　やがて──死体は、水のように融とけて消えた。

　ばしゃ、と奇妙に現実感のない音をたてて、冬華の見守る前で融けて消えた。

　傷口を押さえていた手が、前のめりにアスファルトを叩たたく。

　冬ふゆ華かはそのまま背を丸め、血の匂においの消えない大地に頭から突つっ伏ぷした。

　──傍かたわらで、作さ務む衣えの男がしつこく何かを喚わめいている。

　記憶がぶり返す。黒い影がゼリー質の液体に包まれ、その腕から鞭むちが飛び──

　幾いく度どとなく繰り返されたその記憶が、唐とう突とつに分断された。

　忌いまわしい記憶が半透明になり、そこに見たことのない光景が、やはり半透明に重なっていく。

　冬華とも年の近そうな、少年と少女がそこにいた。

　知らない家の、風呂場の横の洗面所──一間を置いて離れたキッチンから、やけに辛からそうな香りが薄く漂ってくる。

　洗面所にいた下着姿の少女は、突然に走り込んできた少年に驚き、呆ぼう然ぜんとしていた。

　白く滑なめらかな肢し体たいを隠かくすのも忘れて、少年と視線を合わせる。足元には、薄汚れた巫女みこ装しよう束ぞくが脱ぎ捨ててあった。

　少女が控えめな悲鳴をあげるより、わずかにはやく──

　少年の手が、きつく彼女を抱きすくめた。

　押し倒すわけでもなく、ただそのままに、まるで逃げられるのを恐れるように両手を背に回して抱きしめている。

　赤面して身をよじる少女の背には、半透明の〝翅はね〟が揺れていた。

　少女が何事かを喚いても、少年は無言のまま、手を緩ゆるめない。

　やがて少女は観かん念ねんしたのか慣れたのか、紅あかい顔に照てれとも見える苦笑を浮かべ、少年の背をそっと撫なでた。

　少年は泣いていた。

　まだ幼げにも見える目元から、涙が溢あふれていく。

　少女はそのことに驚いたようだった。

　少し慌あわてて、早口に言い訳のような何事かを口走る。

　少年は動かない。

　言葉もなく、ただひたすらに態度で示すように、彼女を離そうとしなかった。







　冬華は唐突に見えた光景に、心を乱されていた。

　なんのことはない、少女の翅を別とすれば、映画やドラマでよくありそうな場面──それ以前に、翅があった時点で、それは映画やドラマの一場面としか見えなかった。

　しかし──一方でその光景には、決して演技に見えない何かがあった。迫はく真しんの印象もなければ、決して力強くもない。ただ、冬華の感性には、演技では出ない真情の重みが感じられた。

　意識がそこに奪うばわれて、ほんの一時ながら、冬ふゆ華かは血の匂においを忘れた。閉じたはずの心の扉とびらが、ほんの少しだけこじあけられたような気がした。

　何故なぜか、幸せな気分になる。失っていたものを取り戻したような、そんな充実感が頭の中を満たしている。

　ふと視界を逸そらすと、そこに翁おきな居い夢ゆめ路じの横顔があった。

　見開かれた眼めは、冬華ではない別の誰だれかを映している。その方角に顔を動かすと、たった今見たばかりの少年が、床ゆかに置かれた絵の上に座っていた。







「あ──どうも」

　心しん弥やは戸と惑まどいながら会え釈しやくした。

　座面はグランレイスの風景画を飾った額だった。ガラスの冷たい感触が、ズボンの上から脚に染しみる。

　周囲を見渡せば、幻げん三ぞうに香か夜や子こ医師、それに夢路の仲間が揃そろっていた。

　一同の充血した眼は、等しく心弥に集中している。

「心弥……本物か？」

　夢路がぽつりと名を呼んだ。

「はぁ……あれ、ここって……診察室──ですよね？」

　心弥は首を傾かしげた。つい先程まで〝画が廊ろう〟にいたはずが、いつのまにか病院にいる。絵については、どうやら夢路達が、なんらかの理由で移動させたらしかった。

　一人だけ、名前も知らない娘がそこにいた。

　検査着を着た、髪の短い娘──

　彼女も心弥を見ていたが、その感情の色合いにやたらと虚きよ無む感かんの白が強い。

　つい先日にも〝点てん心しん華か心しん〟で見た娘だったが、心弥はそのことには気付かなかった。娘の顔つきと色が、店にいた時とはあまりに違っていたせいもある。

　娘は呆ほうけたような眼まな差ざしで、心弥を見ていた。

　その彼女の背後に──

　空間から融とけでるようにして、女の影があらわれる。

「ごくろうさま、心弥君──」

　文ふみ槻つき香夜子の声だった。

　娘の肩にしなだれかかるようにして、妖よう艶えんな笑みを浮かべた香夜子があらわれる。

「え？　香夜子先生が……ふたり──？」

　驚いた心弥は咄とつ嗟さに振り返り、もう一人の香夜子を確認した。本物の女医は眼をしばたたかせ、もう一人の自分を見つめていた。

　まったく同じ姿ながら、その反応の違いのために、どちらが本物でどちらが偽にせ者ものかは一いち目もく瞭りよう

然ぜんだった。

「フェルディナン！」

　夢ゆめ路じが叫ぶ。心しん弥やには、わけがわからない。

「あなたは引っ込んでて。ようやく──彼が出てこれるんだから。

　さぁ、オルタフ──もうあなたは自由──こっちに、出てきて──」

　香か夜や子こは──否いや、フェルディナンと呼ばれた人物は、恍こう惚こつとした微笑を浮かべて呟つぶやいた。

　心弥は座った絵の下から、生ぬるい風を感じた。それは空気の流れによる風ではなく、なにかの力の波動に近い。

　心弥がそこから立ち上がるよりはやく、たちまちに絵画の周囲を渦うずが巻いた。複数の色が螺ら旋せん状じように立ち昇り、虹にじ色いろの竜たつ巻まきが絵の上の心弥を包む。

　周囲にいた夢路達が、部屋の端へと吹き飛ばされた。

　フェルディナンを背後にした娘のみは、その光景をぼうっと見ている。

「あなたの強すぎる思いは邪じや魔ま──寝てなさい」

　フェルディナンが娘の耳元に囁ささやくと、娘はがくりと身体からだをベッドに倒し、細く寝息をたてはじめた。

「けほっ……フェルディナン、てめぇ……何が狙ねらいだ！」

　咳せき込こみながら、壁かべ際ぎわから夢路が声を荒げた。心弥を囲む虹色の竜巻はまだ続いている。その竜巻は『空気』の渦ではなく、光と色彩の渦だった。

　中心にいる心弥からは、外の様子が見えない。ただ、声だけが響く。

「私はただ、オルタフをグランレイスの創つくった画が廊ろうから、解き放ってあげたかっただけ。だってひどいでしょう？　あの人、オルタフを逆さか恨うらみして封じたのよ。彼は単に、人の心に反応するだけの神しん群ぐんなのに……悪いのは人の方なのに」

　香夜子の声で紡つむがれたその言葉に、心弥は覗のぞいたグランレイスの記憶を思い出した。

　あの記憶には続きがあった。

　リセルが殺された──それに気付いたグランレイスの〝絶望〟に、オルタフは反応し、その思いを周囲の人間達に伝達して彼らを壊した。

　その間のグランレイス本人の記憶はなかったが、彼が長い失しつ神しんから目覚めた時──その周囲には、リセルの死体と、そして領民達の死体と植物状態の半死体が転ころがっていた。

　山小屋の周囲だけではない。その周囲の森と村落にまで、影響は及んでいたらしい。

　当のグランレイス一人が無事だったのは何故なぜか──心弥には、その理由に想像がついた。オルタフの力は、強い感情をもつ〝個人〟が〝その他大勢〟に同じものを共有させる力である。

〝強い感情〟の持ち主本人は、そのキャパシティ一杯まで耐えられても、それに影響される〝弱い〟人々はただでは済すまない。他人による〝感情の強制〟によって、脳に著しい負ふ荷かがかかるということもあるだろう。

　グランレイスの〝絶望〟の波動を受けたオルタフは、その感情の強さに比例して大きく広がり、彼の故郷にそれだけの傷きず痕あとを残した。それがオルタフ自身の意志ではなかったにせよ、結果としては多くの人間が不幸になっている。

　虹にじ色いろの竜たつ巻まきは渦うずをつくりながら、大気に散っていった。オルタフに実体はない。強しいて言えば、〝霧きり〟の姿をした神しん群ぐんである。元は虫むし籠かごにおさまる小石だったそれは、リセルとグランレイスの感情の暴走を受けて、より広い範囲に効果をもたらす形へと進化していた。

　この水みな門と市中に霧状に広がり、やがては──その中でもっとも強い感情をもつ〝誰だれか〟の意識を受けて、他の人々に同じものを共有させる──

　身体からだが震えた。

　──自分が解放したのは、グランレイスの〝呪のろい〟などではない。

　彼かの天才画家が、二度と悲劇を繰り返させないために封じた、リセルの一族の守しゆ護ご精せい霊れい──〝迷めい宮きゆう神群・オルタフ〟

　心しん弥やは、ようやくに気付いた。

　──自分がその存在を、再び、世に出してしまったことに。

　誰が何のためにそうさせたのかは、心弥にはわからなかった。

　虹色の竜巻は溢あふれて止まらず、絵から溢れては周囲に散っていく。

　──放っておけば、誰か一人の感情が周囲を支配する事態が、再び起きかねない。

　心弥は焦あせる心で考えた。

　──徒と帰き島じまで見た神群のハタニアスは、人の望みをきいた。彼に直接触ふれた弓ゆみもまた、意志でその支配を拒こばんだだけで、ハタニアスはその〝望み〟をきいて弓を支配しなかった。

　心弥は賭かけに出た。

「オルタフ──あなたの支配は、いらない」

　声に出して呟つぶやく。心から祈いのる。

　リセルの死、グランレイスの絶望──

　その光景が、心弥の脳のう裏りを埋めていた。

「誰の……感情も、記憶も──一いつ緒しよにしないでほしい」

　心弥はもう一度、心からその思いをこめて呟いた。

　虹の奔ほん流りゆうは、止まらない──




　　　　３




　長い黒髪の子供が、夜に面した窓まど際ぎわに佇たたずんでいた。

　詩し乃のは遠い眼めで、幼い日の自分を見つめる。

　そこは古びた洋館だった。

　包帯を巻いた喉のどが、きりきりと痛んで眠れない。

　まだ新しい熊くまのぬいぐるみを小こ脇わきに抱え、少女はぼうっと窓から屋敷の外を眺める。

　閉じた鉄の門。コンクリの壁と、その上に走る鉄てつ条じよう網もう。

　時折、外壁の一いち隅ぐうから煙があがる。それは小鳥や小動物が鉄条網にひっかかり、流れる電流のために焦こげた証しよう拠こだった。

　広い屋敷の何ど処こかから、子供の泣き声が聞こえた。泣き声は悲鳴に、悲鳴は絶ぜつ叫きように変わり、やがて無音へと変わる。

　それが知っている人間の声だったかもしれないと思いつつ、詩し乃のは特に興味も覚えなかった。

　喉が痛む。

　数ヶ月前から、そこには一日おきに注射をされていた。その前には大掛かりな手術をして、何か小さなものを埋め込まれた。それが何なのか、この時の彼女はまだ知らない。

　幼い日の詩乃は、ぼうっと窓の外を眺めている。

　星のない夜だった。朧おぼろの雲に遮さえぎられて、月が妖あやしい光を降らせている。

　詩乃はその外の世界に、出られる日が来るとは思っていなかった。

　屋敷には、同世代か年上の子供達もいくらかいたが、年月が経たつにつれて、彼らはいなくなっていった。

　今では、同世代の子供も数えるほどしかいない。代わりに、何処から来たともしれない幼い子供が何人も〝補充〟され──また消えていく。

　明日は、自分がいなくなるかもしれない──詩乃は幼い乾かわいた心で、そう思った。

　しかし彼女は、それから数年を経た今も、まだ生きている。







「う……」

　誠せい二じは首をまわしながら、身を起こした。

　そこは高層ビルの中の一室だった。

　盲もう目もくの身にも、何故なぜか〝冬ふゆ華かの記憶〟と〝心しん弥やの記憶〟は見えていた。

　日ひ頃ごろと違う〝見え方〟に戸と惑まどいはしたが、誠二も物心つくまでは、普通の人間と変わらない眼めをしていた。その頃の懐なつかしい見え方は、しかし得られる情報量が少なく、まるで視野狭きよう窄さくに陥おちいったように味あじ気けのないものだった。

　神しん群ぐん、パナンゾロンの異い能のう者しやは、希まれに人の〝眼〟を超えた知覚をもつ場合がある。

　紅あか街まちで死んだ華かヶが瀬せにその知覚はなかったが、徒と帰き島で死んだ敬けい神しんや誠二にはそれがあった。

　今見えているものは──誠二のその知覚に従った、３６０度の視界をもつ光景である。

「また誰だれかの記憶か……って、こいつは……？」

　誠せい二じは呟つぶやき、周囲の様子を探った。

　先程までの診察室ではない。瞬間移動したように、まったく別の場所へと変わっている。

　大企業の巨大ビル、その上に近い一室──

　誠二はそこに、伯父おじと自分がいるのを把は握あくした。後者二人は〝記憶〟の中の人物である。

　それは、自分自身の記憶だった。

　オーク材の広い机の向こうに、髭ひげをたくわえた人の良さげな老人が座っていた。顔立ちは水み戸との御ご老ろう公こうを思わせる温和さだが、時折光る眼光は鋭するどい。

　その〝時折〟が、まさに今だった。

「──紳士が、死んだと？」

　伯父──真ま名な井いグループの総そう帥すい、真名井秀ひで世よは低く呟いた。

　直立不動の誠二が頷うなずく。

「今、夢ゆめ路じさんが来て、知らせてくれました」

「華かヶが瀬せか？　華ヶ瀬だな？　華ヶ瀬がやったんだろう？」

　伯父の秀世は、顔と立場に似に合あわぬ伝でん法ぽうな口調で呟いた。

「そうらしいですが……伯父さん、いくら嫌いだからって三度も繰り返さなくても」

　誠二は苦笑する。

「何がおかしい！　貴き様さま、貴様……きさ……」

「あぁほらほら、血圧あがりますって。この短期間に、親族二人も亡なくしたくないですよ」

　直立不動の姿勢で、口だけは軽い。

　伯父の秀世はぜぇぜぇと息をつき、机上の水を飲んだ。

「紳士が……くそっ、もう勘かん弁べんならん。野や郎ろうを潰つぶすぞ」

「あぁ、その必要はなさそうですよ。華ヶ瀬も死んだそうです」

　秀世は皺しわ顔がおの眼めを剝むいた。

「紳士が始し末まつしたのか⁉」

「直接やったのは神しん群ぐんのレブルバハトって奴やつです。その神群も消えましたから、もう山やま之の内うちさんに仲ちゆう裁さいを頼むこともありませんね」

　誠二の言葉に、秀世は脱力して肩を落した。

「──わかった。後は、こっちでもうまい具合に処理しておこう。ご苦労さん──」

　秀世は革張りの椅い子すを回転させ、誠二に背を向けた。

「はい、失礼します」

　誠二も背を向け、退出する。

　３６０度の視界は、背後で涙を零こぼす老人の姿を捉とらえていた。

「あ、そうだ。伯父さん──」

「な、なんだ」

　秀ひで世よは掠かすれる声を隠かくそうとして、しかし失敗していた。

「兄あに貴きはね、いつも伯父おじさんに感謝してましたよ。兄貴の代わりに、俺おれからも礼を言っときます。ありがとうございました」

「き、気き色しよくわりぃこと、言うんじゃねぇ！　雪が降るだろうが！」

　秀世は虚きよ勢せいを張って怒ど鳴なった。

「本当のことですよ。それじゃ、失礼します」

　誠せい二じは重い会長室の扉ドアを開けた。

「誠二」

　その背に、秀世は背を向けたまま声を張る。

「……おまえは、死ぬなよ。少なくとも、わしより先には」

「前向きに善ぜん処しよしますけど……でも伯父さん、百五十歳まで生きたりとかしません？」

「──茶ちや化かすな、ボケっ」

　肩を震わせて、秀世はくっくっと笑った。

　誠二が扉を閉めると、老人の肩はその向こうで動きを激しくし──次し第だいに鳴お咽えつへと、動きを変えていった。

　ほんの数時間前の記憶を見ながら、今の誠二は溜ため息いきを吐つく。

「ただの夢と変わんないよな、これって……」

　呟つぶやいて、肩をすくめる。

　泣くのは我が慢まんした。







　二十四歳の文ふみ槻つき香か夜や子この正面に、真ま名な井い紳しん士しの姿があった。

　文槻総合病院の夜勤──まだ卒業間もない研修医扱いだった香夜子が、そこにいた。

「うーわ……」

　三年も昔の記憶を見せられた香夜子は、眉まゆをしかめて思い出から眼めを逸そらす。たった三年前の自分が、やけに若く見えた。それはつまり、この三年で〝老ふけた〟という証明でもある。

　ある種の異い能のう者しやのためだけにつくられた、真名井製薬の新薬──真名井紳士は、その臨りん床しようでの様子を病院まで確認しにきていた。

　紳士の背後には、大学で同期だった水みず本もと美み春はるの姿もある。お供ともでついてきたものらしい。

「香夜子ぉ、ひさしぶり！」

「あー、はいはい、おひさね」

　会うなり、顔を笑み崩くずして飛びついてきた美春に、香夜子は辟へき易えきして頰ほおをひきつらせた。

　仲は決して、悪くない。

　しかし美春がなついてくる理由は、神しん群ぐん・ラドゥーティの影響のためだと香夜子は思っていた。思し念ねんの鎖くさり・ラドゥーティの血を受け継ぐ人間は、良くも悪くも他人を惹ひきつけやすい。水みず本もと美み春はるは常じよう人じんだが、ことに神しん群ぐんの異い能のう者しやと相あい性しようがいいらしかった。

　久々の友人との再会に、美春は華はなやいだ声をあげる。

「元気だった？　忙いそがしくて瘦やせたりしてない？　特に胸のあたりとか」

「──刺されたいのか、あんたは」

　香か夜や子こは美春の白衣の奥おく襟えりを摑つかんで、強ごう引いんに引き剝はがした。

　真ま名な井い紳しん士しが苦笑のまじった視線を二人に送り、申し訳なげに口を挟む。

「それじゃ僕は、文ふみ槻つき先生に挨あい拶さつしてきます。美春さんは、ここで香夜子さんと遊んでてください」

「あ、所長、私も──」

　顔つきを改め、美春が背せ筋すじを伸ばして立った。

「いえ、ちょっと込み入った話になりますから、一人でいきます」

「紳士さん、あたしはこいつと遊ぶつもりはないんだけど」

　香夜子がぼやく。

　紳士は穏おだやかな童顔に、怯ひるまぬ微笑を浮かべた。

「それじゃあ、よろしくお願いします」

「無視すんな、こら！」

　杖つえをつきながら足早に去っていくその背に、香夜子は乱暴な言葉を投げた。紳士はそのまま廊ろう下かの角に消えていく。

「──ったく、あの男は人の話を聞かないなぁ」

　香夜子は休きゆう憩けい室しつの椅い子すに脚を投げ出した。その隣に美春が座る。

「そう？　研究所ではそうでもないと思うけど。あの所長さん、評判いいんだよ。性格優やさしいし、気き遣づかいが細こまかいから。今だって、わざわざ私に気をつかって、香夜子に会わせてくれたんだろうしね」

「ふーん。でも一歩間違うと女め々めしいわ、あの性格は。あたしは嫌い」

「そりゃあ、香夜子ほど男らしくはないかもしれないけどさぁ」

「……ちょっとまて、聞き捨てならん」

　たわいもない会話を続ける二人を、第三者の視点から香夜子は見つめていた。

　記憶の中で笑っている友人の水本美春は、二ヶ月ほど前に死んだ。

　たった今、角の向こうに消えた真名井紳士もまた、すでにこの世の人ではない。

　人が〝死ぬ〟ものだということは、医師という立場柄、よく知っているつもりだった。

　しかし、実際に身近な人間に死なれると、そんな理り屈くつは忘れてしまう。

　人間は心の何ど処こかで、自分と身近な人間達だけは死なないと思っている。いつか死ぬことはわかっていても、明日や明後日に、自分や友人が〝死んでいる〟ことを想像できる人間は少ない。

　それでも人の寿じゆ命みようは、たかが百年すらもたない。

　二十代も半なかばを過ぎた香か夜や子こならば、老ろう衰すいで死ねるとしても人生の三分の一をもう過ぎている。

　美み春はると紳しん士しに至っては──いかにも、短すぎた。

　美春の死は自じ業ごう自じ得とくでもあった。

　彼女はキャラバン山やま之の内うち派に〝反乱〟を企くわだて、暗殺された。それは普通ならば発覚しないはずの方法だったが、異い能のう者しやの常識を外はずれた能力のために発覚し──そして彼女は、身内を人ひと質じちにされるくらいならばと死を選んだ。

　香夜子はその詳くわしい事情を知っていた。知った時に、美春を馬ば鹿かだと思った。

　美春は人の意志によって進化させられ、さらに冷凍されて実験材料となった〝レブルバハト〟に同情していたらしい。

　その心は、香夜子にもわからないでもない。神しん群ぐんを〝一個の生命〟として敬うやまう思想は、キャラバンの中にも存在している。

　問題は──彼女のとった、その手段だった。

　彼女の手によって放たれたレブルバハトがもし、事前に回収されることなく発動していれば──全滅はないだろうが、山之内派幹部の相当数が死んでいたかもしれない。その多くは人殺しを辞じさない犯罪者達とはいえ、美春が彼らを殺していい法はない。

　彼女の妹の冬ふゆ華かは、姉が行おうとした凶きよう行こうを知らない──おそらく、一生知ることはないだろう。

　しかし水本美春が秘めていた馬鹿にも近い感情の激しさは、妹の冬華にも受け継がれている。

　過去の二人は、無む駄だ話ばなしを続けていた。

「だいたいさぁ、香夜子って弱い人には優やさしいけど、基本的に強気じゃん？　めちゃくちゃ〝男らしい〟って感じなんだよねー。なんか頼りになるし。胸もないし」

「──喧けん嘩か売ってる？　買うよ」

「やーだ、怒んないでよ、冗じよう談だんなんだから」

　美春はけらけらと、嫌味のない顔で笑った。その顔が、香夜子は不思議に憎にくめない。

　──凶行を考えた彼女。

　──妹を守ろうとした彼女。

　──ここで笑っている彼女。

　どれが本当の美春かといえば、どれも本当ということになる。善いいばかりの人間もいなければ、悪いばかりの人間もいない。それは香夜子も同様だった。

　無駄話を聞きながら、今の香夜子は口を開いた。

「──あんたの妹に会ったよ、今日」

　その声を聞く者はいない。

　美み春はるは過去の香か夜や子ことじゃれあいながら、無む邪じや気きに笑っている。

「可愛かわいい子だった。あんたに似てる。けど、あんたよりちょっと弱いかもしんないな。どうせ甘あまやかしてたんでしょ？」

　独ひとりごちながら、香夜子は涙なみだ目めの笑みをこぼした。

「──安心して。あたしも、面めん倒どうみてあげるから。

　──だけど、だけどさぁ…………」

　香夜子は歯を食いしばる。

「あんたも紳しん士しさんも死んじゃったんじゃ……あたしも、ツラいじゃん。どうしてくれんのよ、この馬ば鹿か──」

　吐はき捨てるように言って、香夜子は白衣の袖そでで両目を拭ぬぐった。

　二人は少し先に逝いっただけ──努つとめてそう思うようにしていたが、改めて生きていた頃ころの姿を見せられると、どうしようもない。

　こらえていたものが込み上げてきて、香夜子はその場に膝ひざをつき──そして、子供のように声をあげて泣きはじめた。










　冬ふゆ華かは下水道の中にいた。

　丸い壁面の所々に、緑色のゼリーがへばりついて発光している。

　光は足元を照らす程度には明るかったが、視界を見渡せるほどの明かりでもない。

　冬華は座り込んだまま、その景色を見ていた。

　もう一人の自分が、先導する鼠ねずみを追いかけて、下水道を奥に走っていた。

　やがて彼女は、ゼリー質の巨大な心臓の前で立ち止まる──

　──なんでこんなものが、見えるんだろう……

　冬華はいぶかしく思いながら、くすりと小さく笑った。

　自分は壊こわれてしまったのかもしれないと、ふと思った。

　強いふりをして虚きよ勢せいを張っていたのが、一度はがれてみると──自分はただ、強くなりたいだけの弱い人間だったことに気付いた。

『そこに気付いただけでも、上々だね』

　くすくすと、中性的な声が響いた──

　声に聞き覚えはあったが、言葉は冬華の〝記憶〟にないものである。

　冬華は無言のまま、じっとしていた。

『──私は別に、君がどうなろうと、今いま更さらどうでもいいんだけれど』

　声は冬ふゆ華かの反応を無視して、勝かつ手てに言葉を紡つむぐ。

『水みず本もと冬華』

　フルネームで名を呼ばれた。冬華は動かない。

『君の思う通り、人は弱い。だから強くなりたいと思う者は、まだ望みがある方だけれどね。それでもいつかは、自分の弱さに気付くものだ。そうして気付いた者だけが、次の段階に進める──』

　下水道に反響もせず、声は頭の中へ直接に響いた。

『次の段階が何かは、人それぞれだ。より強く、より強くと求める者もいれば、強さ弱さとは別の方向性を見出そうとする者もいるし、逆に自分の弱さを突き詰めようとする者もいる。

　いずれにせよ、成功に至る道はない。失敗に至る道もない。道はただの道であって、成功も失敗も、その道を歩く者次し第だい──だから、どの道が正しいということはない。人それぞれでね』

　冬華の理解を確かめようともせずに、声は一方的に話し続ける。

『さて、君は──自分の弱さを認めて、そこに溺おぼれる道を選びつつある。私はそれも、悪くないと思うよ。何がどう転ころぶか、わからないのが人生だからね。ただし──』

　声はくすくすと、不ふ謹きん慎しんに聞こえる声で笑った。

『君が選びつつある道は、君を含めて誰だれにも利益をもたらさないだろう。周囲を心配させるだけ心配させて、さらに〝死者の霊〟をも無視する、極めて自己中心的な道だ──おっと、それが悪いとは言わないよ。どの道を選ぼうと、それは君の自由──選択権は、君にある。あるいは、君にしかない。君が壊こわれて周囲に迷めい惑わくをかけることで、周囲の人々が成長できる可能性もあるからね』

　くすくすくす──

　冬華は顔をあげた。声の主を探しても、周りには記憶の中のレブルバハトと自分自身がいるだけだった。

『まぁ、私に言わせれば──たかだか百年の時も生きられぬ身の人間が、たったそれだけの限定された期間を無む為いに過ごすのは、とても滑こつ稽けいで退たい屈くつな見世物だよ。君が強しいてそれを演じるというなら、それも一いつ興きようではあるけれど──』

　声は笑う。

　言いたい放題に断定的なことを言われて、冬華の中には不快感が生まれつつあった。しかし不快は、怒りにかわる遥はるか手前で虚きよ無む感かんのために薄くなる。

　──だからどうだって言うんだろう。

　百年にも満たない人生──それなら、いっそ捨ててしまっても惜しくは──




　泣きたい時は、無む理りしないでわんわん泣いちゃっていいわよ──

　その代わり、ちゃんとその後で立ち直ってね──




　レブルバハトが──その上に浮き上がった姉のシルエットが、冬ふゆ華かにそう囁ささやいた。

　冬華は眼めを見開く。

　抜けていたものが、すっぽりと心の隙すき間まにはまったような気がした。

　自分は今、生きている──

　その事実は、姉と紳しん士しが護まもってくれた〝結果〟の上にあった。

　何もできなかった足手まといの自分を、二人は必死に守ろうとしてくれた。そうして生きている自分が、その生を無む為いにすることは、二人に対する冒ぼう瀆とくにしかならない──

　たったそれだけの簡単なことを、冬華は紳士の死がもたらした衝しよう撃げきのために忘れていた。

　冬華は震える唇くちびるを動かした。

「──お姉ちゃん……真ま名な井いさん……」

　呟つぶやいた喉のどの振動は、自分の命の存在を実感させた。

　濁にごっていた冬華の双そう眸ぼうに、光が戻る。

　中性的な声は、もうどこからも聞こえなくなっていた。
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　虹にじ色いろの竜たつ巻まきが唐とう突とつに流れをとめた。

　びくん、と反動を残して、心しん弥やの周りに流れていた虹の色彩が散っていく。

　足元の絵には──まだ、神しん群ぐん・オルタフの力の波動が感じられた。〝画が廊ろう〟のどこかで、何かに引っ掛かって完全に出られないでいる──そんな雰囲気がある。外にでたのは、気体に近い彼の体の一部だけらしい。

　診察室には、竜巻から散った濃こい霧きりが漂っていた。廊ろう下かから周囲にまで霧は広がっていそうな様子だったが、その範囲は心弥にもわからない。

　霧に沈んだ診察室の中は、惨さん澹たんたる有あり様さまだった。竜巻の正しよう体たいが〝風〟ではなくとも、なんらかの力を発揮していたのは確からしく、机の上にあった小物や書類が部屋中に散っている。

　見渡すと、夢ゆめ路じを除いて、他の一同は眠っているようだった。

「──心弥、ろくでもねぇことをやってくれたな」

　かけられた夢路の声は厳きびしかった。

「──すみません。でも──やるしかなかったんですよ、僕は」

　心弥は自じ嘲ちよう気味に呟く。

「なんだかんだいって、僕は露つゆ草くさのことが好きなんです。あいつのことがある以上、僕はなんでもします。今も後こう悔かいはしていません」

　夢ゆめ路じが舌打ちをかます。

「ちっ──そういうことか。人ひと質じちにとられたのか？」

　心しん弥やは頷うなずいた。

　傍そばで眠る香か夜や子この顔は泣いていた。その向こうの幻げん三ぞうは、微笑を浮かべている。

　眠る人々は、〝一人の意識〟に統合されているわけではないらしい。

　心弥の願いは、オルタフに届いていた──そのことに、心弥はわずかながら安あん堵どする。

　眠りこける冬ふゆ華かの向こう側に、もう一人の起きている香夜子がいた。

　フェルディナンという名の──おそらくは、弓ゆみをさらった犯人である。

　心弥は彼女に険けわしい眼まな差ざしを向けた。

「もういいでしょう。露草を返してください」

　フェルディナンは眉まゆ根ねを歪ゆがめる。

「──まだ、出てこない。オルタフは、こっちに出てこれないでいるわ──」

　フェルディナンは香夜子の姿で空くうを滑すべり、絵の上の心弥に寄った。

「もう一度、中に来て。オルタフを完全に外に出せたら、あの子は返してあげるから」

「ふざけるな！」

　夢路が声を荒げた。

「心弥、そいつを信用するな！　だいたい、このままオルタフが外に出てきたら、どんな被害をもたらすか……」

　フェルディナンは冷さめた眼差しを夢路に送る。

「あなたは黙ってて。選ぶのはこの子よ──心弥くん、弓ちゃんとその他大勢、どっちが大事？　言っとくけど、ここで私をどうにかしたら、あの子は帰ってこないわよ」

　問われた心弥は、迷いもしなかった。

　夢路に向けて、軽く頭を下げる。

「すみません。オルタフは、なるべく害のないようになってくれると思いますから」

「待てこら！　神しん群ぐんはそんなに甘あまいもんじゃねぇ！」

　夢路は慌あわてて駆かけ寄ろうとする。

　心弥は心に痛みを覚えながら、微笑した。

「どっちみち、僕は露草のことを天てん秤びんにはかけられないんです。文もん句くは、あいつを助けたあとで聞きます」

　その答えに満足げに頷いたフェルディナンは、夢路に片目を瞑つぶってみせた。

「だってさ。フラれちゃったね、夢路。でも安心して。私も、オルタフをこんな汚い国に置いておくつもりはないから──出したらすぐに、他の場所に連れていくわ」

「おまえの手て駒ごまにされるのが不安なんだ！　心しん弥や、待……」

　夢ゆめ路じの言葉を聞き終わる前に、心弥はフェルディナンに手をひかれ、画が廊ろうの中へと沈んだ。

　すぐ目の前に、虹にじ色いろの霧きりが留まっていた。竜たつ巻まきの面おも影かげはなく、ただ濃のう霧むとしてその場に停てい滞たいしている。竜巻は、それらの霧が狭い絵画の口から噴ふん出しゆつしたために起きていた現象らしい。

　心弥の体は宙ちゆうに浮いていた。足元に地面の感覚はないが、落ちることもない。周囲の景色は霧に沈んで見えなかった。

「やっぱり──オルタフはまだここにいる。外に出たのは薄い部分だけみたいね」

　フェルディナンが思し案あんげに呟つぶやいた。

　心弥は彼女を見み据すえる。

「──僕がこの霧を外に出したら、本当に露つゆ草くさを返してくれるんですね」

「取引きで噓うそはつかないわ。裏切られるのには慣れているけれど、裏切るのは慣れていないし」

　──感情の色は、彼女の周りにも見えた。起き伏ふくは少ないが──悪い人間には見えない。相手は弓ゆみを人ひと質じちにとった卑ひ怯きような人間のはずなのに、心弥は彼女を嫌いきれていなかった。

「約束は、守ってください」

　たとえ信用のできない相手でも、信用するしかない──心弥はそう決断して、オルタフをこの場に留める〝力〟の存在を探った。得え体たいは知れないが、霧の噴出をとめた何かの圧力は感じられる。オルタフからの影響によってか、心弥の中には確実に、新しい知覚能力が培つちかわれていた。

　心弥は霧が晴れるようにとイメージしたが、効果はなかった。グランレイスの異い界かいは〝創造力〟によってつくられたものであっても、神しん群ぐんのオルタフ自身はそうでない──霧の晴れない理由を、心弥はそう判断した。その判断の正せい否ひは誰だれにもわからない。

「──解放、できる？」

　フェルディナンが不安そうな声を背後からかけた。

　心弥は振り返りもせずに頷うなずき、違い和わ感かんの正しよう体たいを霧の中に探った。
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「くっそ……出てこい！　こら！　心弥、フェルディナンっ！」

　夢路は怒ど鳴なり散らして、額がく縁ぶちを拳こぶしで叩たたいた。心弥と、香か夜や子この姿をしたフェルディナンは、揃そろってその中に吸い込まれていた。しかし直後に駆け寄った夢路は拒きよ絶ぜつされ、無む駄だとは思いつつも絵に怒鳴り散らしている。

『やれやれ──あなたはつくづく、言動が粗そ雑ざつだね』

　霧の中に、白く細い顎あごの線が浮いた。顔の上半分はフードに隠かくれて見えない。

「エスハか⁉　この際、おまえでもいい。俺おれをこの中に入れろ！」

　怒鳴る夢路に、エスハはくすくすと笑った。

『もう少し、シャパニアの宿やど主ぬしとしての品性をもった方がいいよ。まぁ、あなたの前の宿主も、芸術とは無む縁えんの存在だったけれど──』

「んなことはどうでもいいんだ。手伝え！」

『私が？　私は傍ぼう観かんするだけの者だよ。扉とびらのついた異い界かいなんて、入るのは簡単だけれど、直接に関かん与よするつもりはない。フェルディナンにでも頼んだらどうだい？』

「それができねぇからおまえに……もういいっ！」

　夢ゆめ路じは苛いらついて、床ゆかにどっかと腰を降ろした。

　星ほし詠よみのエスハの、高くも低くも聞こえる声が響く。

『まぁ、事態はそれほど切せつ迫ぱくしてもいない。オルタフの力は心しん弥やが制御したようだね。感情の共有ではなく──個人の感情の内的表現、いわば、本人にとって客観的な夢ともいえる方向に、その力が働き方を変えている。派は手でさはないが、なかなかにおもしろい。自己啓けい発はつセミナーにでも使えそうだよ』

「……笑えねぇ冗じよう談だんだな。寝ている連中は、起きられるのか？」

『さぁ？　オルタフが去ったら起きるとは思うけれど、確信はない。彼は今までの〝オルタフ〟とはもう違うからね。なかなか、これからが楽しみな存在に、変わりつつあるようだ──』

　占うらない師しは笑う。夢路は頭をがりがりと引っ搔かいた。自分の無力がもどかしい。

　そのとき、眠っていたはずの一人が立った。

　夢路は衣きぬ擦ずれの音に振り返る。

　籤くじ方かた刀とう至じが体を起こし、肩を落として立っていた。

「フェルディナン──どこだぁ」

　ぱくぱくと動いた口が紡つむいだ言葉は、しかし青年の口調ではなく、奇妙に掠かすれて聞き取りづらい。夢路はいぶかしげに彼を見た。

　籤方は彼の愛刀を抜き、肩の部分に峰みねをあてて持っていた。霧きりの中に青い刃が揺れている。

　見たところ、その長さは三尺に近く──明らかに、鞘さやより長い。

「籤方？　……おい、気が付いたのか？」

　歩み寄ってくる籤方に奇妙な雰囲気を察し、夢路は青年の顔を注ちゆう視しした。

　半開きの眼めが、白目を剝むいていた。

「おい、おまえ──」

「フェルディナン──ここかぁ」

　その頰ほおが引きつり、にたりと笑った。

　籤方のもつ妖よう刀とう・真しん女めが刃に妖あやしい光を籠こもらせている。直すぐ刃はだったはずの刃じん文もんが、緩ゆるやかに波打つ湾のたれ、激しく尖とがった三さん本ぼん杉すぎへと蠢うごめき、また直刃へと戻る。生物のように、その刃は生きていた。

　絵の前まで来て、籤方は刃を大だい上じよう段だんに構えた。

　夢ゆめ路じは止めようとして、しかしその迫はく力りよくに圧倒される。

　揺らめくような軌き跡せきを残して、ゆっくりと刃が振り下ろされた。〝画が廊ろう〟へと続く絵が刃に裂け、その向こうに暗い空間が広がる。

　籤くじ方かたは自ら斬きり開いたその先に体を躍おどらせた。

「な、なんだぁ、あいつ──」

　夢路は驚きながらも、籤方の後を追って、絵の中に手を突っ込んだ。生ぬるい感触──それは確かに、絵が床ゆか面めんではなく向こう側へと続いている証しよう拠こだった。

『ふふ──斬れないはずのものを、また見事に斬ったものだね』

　エスハが薄笑いとともに言った。

　その呟つぶやきを無視して、夢路は脚から画廊に滑すべり込む。

　途と端たんにその視界が暗くなり、上下左右の感覚すら怪あやしくなった。

　夢路は周囲を見回した。霧きりに視界を遮さえぎられた数歩先に、一瞬だけ籤方の背が見えた。

　姿勢を低くし、ある方向へと唐とう突とつに疾はしりだす。

「籤方っ！」

　呼び止めようと、夢路は声を張り上げた。

　籤方の背は、もう霧に沈んで見えない。




　どくん──




　背せ筋すじに、大きな鼓こ動どうを感じた。

　そこにいる何かが、目覚めようとしている──

　どくん、どくん、どくん──

　襟えり元もとから、背に手を差し入れる。

　背中が熱い。心臓の鼓動とは別に、何かが強く息づいている。

「シャパニア──起きる気か……」

　夢路は低く呟いた。

　夢路の背中に棲む封ふう印いんの鬼き神しん・シャパニアは、日ひ頃ごろはいつも眠っている。しかし時折、神しん群ぐんのいる場所で目覚めては、神群の本体をこの世界から異い界かいへと渡す役割を果たしていた。かといって、神群の全すべてに対してそうなるわけでもなく、本体を目の前にしても何の反応を示さないことも多い。

　発動する理由も法則もしかとは知れないが──そのシャパニアが今、目覚めようとしている気配を、宿やど主ぬしである夢路は感じた。

　体の節ふし々ぶしが重くなり、強い吐はき気けが鼓動にそって断続的に襲う。

　その場に膝ひざを折り、夢路は胃からこみあげてきたものを吐き散らした。

　ぶちまけられた吐と瀉しや物ぶつは闇やみの床ゆかに散り、そのままその下へと沈んでいく。グランレイスの〝画が廊ろう〟は、複数の階層に分かれているらしい。

　夢ゆめ路じは背を震わせ、胃の中のものを吐はき続ける。

　数分ほども経たって、その中にどろりとした血がまじりはじめた頃ころ──

　背中の顔が、獣けものじみた唸うなり声をもらした。
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　息苦しささえ感じる霧きりの中で、心しん弥やは〝オルタフ〟をつなぎとめるものの正しよう体たいを探っていた。

　それはグランレイスの〝思い出〟などではないらしい。念じても何も、見えてはこない。

　霧の中を適当にさまよいながら、心弥は探し続ける。

　向こう側と画廊をつなぐ扉とびらは、視線を逸そらした瞬間から見えなくなっていた。何ど処こかにはあるはずだったが、霧は目の前にある自分の手も霞かすんでしまうほどに濃こい。

　ふと──その耳に、囁ささやき声が聞こえた。

〝私は、グランレイス──〟

　老おいた男の声──

　心弥は耳を澄すませた。

〝この異い界かいを創つくりし者だ。この声を聞く者は、おそらく私と同じく、オルタフの影響を受けている者だろう──〟

　老人の声は、特に心弥に向けられたものではなかった。録音のテープが自動で流れるのに似ている。

〝この声を聞くものに告げよう。もし、君がオルタフをどうしても必要とする者でなければ、彼を──向こうの世界に、どうか戻さないでやってくれ〟

　心弥は耳を疑った。グランレイスの言いい様ようは、まるで──

　背後を振り返ると、そこには香か夜や子こに化ばけたフェルディナンがいた。

「どうしたの？　なにか見つかった？」

「あ、いえ──」

　声は心弥にしか聞こえないらしい。

「そう──このあたりには、ちょっと変な感じがするんだけど……」

　フェルディナンは眼めを瞑つぶり、気配を探りなおす。

　心弥は老人の残した声に、耳を傾けた。

〝このメッセージは、最さい期ごの瞬間に私が遺のこしたものだ。本当はもっと明確な形にしたかったのだが、残念ながら時間がなかった。用件だけを、手て短みじかに遺す。

　ここはオルタフのために私が創った世界だ。もし、君が彼を必要とするなら、オルタフに向かって、思し念ねんでこう語りかけなさい。『グランレイスの祈いのりは終わった。もう縛しばられることはない』と。オルタフは、私の願いによって、ここに留まり続けているにすぎないのだから──〟

「ここじゃないなら、先に行きましょう」

　歩みかけたフェルディナンの腕を、心しん弥やは引き止めた。唇くちびるの前に指をたて、静かにするように合図する。

〝……しかし、もし君がただここに迷い込んだだけなら、どうか彼をそっとしておいて欲しい。彼は我々、人間の都つ合ごうでどうこうしてよい存在ではないし、なにより── 安あん易いに神しん群ぐんに頼ることは、人そのものの可能性を一つの方向に狭めかねない。もう一度言う。君がオルタフの〝力〟を必要としないなら──どうか黙だまって、ここから立ち去ってくれ。この世界は、出入りそのものはそれほど難しくもない。来る時には『扉とびら』に描いた十じゆう字じ架かに祈る必要があるが、帰りたいだけなら、真面目まじめに来た場所を念じれば何ど処こからでも帰れる。

　それでは、さようなら。君の行く道に、幸さちの多からんことを──〟

　呪のろいどころか祝福の言葉を残し、グランレイスの声は遠ざかった。

　心弥はごくりと唾つばを吞のむ。

　今の言葉を信じれば──グランレイスは、オルタフを怨うらんですらいなかったことになる。何が真実で、その真実がどんな意味をもつのか、心弥にはもうわからなかった。

　ただ一つ、揺るがない決意があるとすれば──

　幼なじみの少女、その笑顔が、心弥の脳のう裏りによぎる。

「たった今──オルタフを解放する方法を、グランレイスの声が教えてくれました」

「え──本当に？」

　フェルディナンは華はなやいだ声をあげた。

「今からやります。そうしたら……露つゆ草くさを返してください」

　心弥は言いながら、もうグランレイスの伝言を実行していた。自分に〝オルタフ〟の力は必要ない。しかし──彼を解放しなければ、弓ゆみを取り戻せない。

「えぇ。それはもちろ──」

　呟つぶやきかけたフェルディナンの背後──霧きりの向こうに、心弥は細く青い光を見た。声をあげる間もなく、たちまちに光は肉にく薄はくする。

　無音のまま、閃せん光こうが上から下へと斜ななめに疾はしった。

　袈け裟さ懸がけに、フェルディナンの肩から反対側の腰へと光が抜ける。

「──あ……」

　気の抜けるような声だった。何が起きたのかもわからずに、フェルディナンは断ち切られた我が身の傷を見下ろす。

「フェルディナン──斬きったぁ」

　低く押し殺した声が聞こえた。暗い歓かん喜きに満ちた声は、魔ま性しようのものを内に秘めている。

　背後から刀を振るったのは籤くじ方かた青年だった。しかし、そのまとう色が尋じん常じようでない。心しん弥やの目には、真っ黒な憎ぞう悪おの炎ほのおが見てとれた。

　最もその色が濃こいのは──刀身、そのものだった。刀身から伸びた負の感情が、籤方の体を束そく縛ばくするように包み込んでいる。

「く、籤方さん⁉」

　心弥は声をあげた。籤方は白目を剝むいたまま、刀を再び振りかぶる。意識があるようには見えない。体の動きもどこか緩かん慢まんだったが、しかし刃を振るう腕だけは動きの質が違う。

「あなた、いったい……」

　香か夜や子こに化ばけたフェルディナンの顔が、般若はんにやの形ぎよう相そうに転じた。斬きられた傷口から血が溢あふれる。

「こ、この感じって……まさか、甲こう院いんの……？」

　声が掠かすれる。

「フェルディナン──斬きるうぅ」

　気き合あいの声というよりは、寝言に近い口調だった。

　細長い太刀が翻ひるがえり、振り返りかけた女の首を一刀両断に刎はねる。

　そのとき、衝しよう撃げきに踊った奇妙なペンダントが心弥の視界に入った。首にかかったチェーンが刀によって断ち斬られ、ヘッドの部分が落ちていく。

　骨らしきもので編まれた、小さな籠かご──

　その中に──小さくなって眠りこける、露つゆ草くさ弓ゆみの姿があった。

　心弥は息を吞のむ。

　スローモーションに、フェルディナンの頭とペンダントヘッドが落ちていく。

　首は二転三転と転ころがって、横向きに止まった。

　ペンダントヘッドは──とぷん、と軽い音をたて、床ゆかの中に沈んでいく。

　心弥は必死の思いで手を伸ばした。

　あと数メートル──

　弓が絵にひきずりこまれた光景が、脳のう裏りに浮かぶ。

　あと数十センチ──

　徒と帰き島から還かえった彼女を、有う無むを言わせず抱きしめた。

　あと数センチ──

　指が床の硬かたさに触ふれた。小さな籠は、その下に落ちていく。心弥は床の存在を否定して、そこからさらに手を伸ばした。ずぶりと手が肩まで沈み、その向こう側に頭が出る。

　次の瞬間、心弥は〝画が廊ろう〟を見下ろす空の間から、顔を出していた。

　眼下には、丸い星が一つ──

　視界一杯の大きさで、表面の〝色〟を様々に変化させていた。

　巨大な球体。

　それはまさに、グランレイスの〝画が廊ろう〟だった。彼かの画家は、異い界かいに別個の〝地球〟を描き出したらしい。

　大きさも──見た限りでは、大差がない。心しん弥やが星を見下ろす高さは、地球でいえば衛星軌き道どうにも相当する場所だった。しかし画廊に〝宇宙〟はなく、周囲には空気も存在している。

　その高さから〝星〟に落ちたはずの籠かごは、もう何ど処こにも見えなかった。

　心弥はごくりと唾つばを吞のみ込むと、落ちた籠を追って、そのまま空に身を躍おどらせた。

　風の抵てい抗こうもなく、体は意志のままに落ちていく。

　落ちた籠は──見えてこない。
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　霧きりの中──

　斜ななめに半身を分けられ、首を刎はねられたフェルディナンは、三分割にされてなお生きていた。

　籤くじ方かたは──妖よう刀とう・真しん女めは、さらに刀を振りかぶる。

「そんな刀で、私が死ぬわけもないのに──」

　嘲あざ笑わらうようにフェルディナンは呟つぶやいた。

　不ふ意い打うちのために体は斬きられたが、彼女にとって、それは致ち命めい傷しようには程遠い。

「馬ば鹿かな人──逆さか恨うらみもいいところだわ」

　真女が疾はしる。

　青い刃が残光を残したその跡あとに、フェルディナンの頭はなかった。

「フェルディナン──斬るうぅ」

　失った姿を探すように、真女が左右へとぶれる。籤方は刀に操あやつられる人形のように、がくんがくんと首を揺らしていた。

　そこから遥はるか離れた位置に、香か夜や子この頭を抱えた人影が立つ。

　斬れた半身から、触しよく手しゆに似た白い糸が無数に伸び、その一本一本が、傷と傷をつなごうと蠢うごめき絡からみ合っていた。

　フェルディナンは両手で、自らの首の上に頭を載のせる。

　やがて真女が彼女の存在に気付き、籤方を操ってその姿を追いはじめる。

　鬱うつ陶とうしくなり、フェルディナンは姿を消してその場から飛び去った。何処かに消えた心弥の行方ゆくえも気になったが、件くだんの刀はあまり相手にしたくもない。

　遠耳に、獣けもののような唸うなり声が聞こえた。

　フェルディナンは、びくりとその身を震わせる。聞き覚えのあるその声は、翁おきな居い夢ゆめ路じの体に巣食う〝神しん群ぐん〟のものだった。

　封ふう印いんの鬼き神しん、シャパニア──彼かの神しん群ぐんは、夢ゆめ路じの意志とはまったくの無関係に、神群にしかわからない法則に従って威力を発揮する。

　周囲の霧きりが一つの方向に、流れはじめていた。

『発動したね。シャパニアが』

　エスハの声が頭上から響いた。

『ほとんどの神群は、この世界に定められた滞たい在ざい期間を持つ──その終了を待たずして次の異い界かいに渡る者もいれば、滞在期間を過ぎて居座り続けるものもいるけれど、オルタフはやはり、滞在期間を過ぎていたらしい』

　エスハの声は、あいも変わらず笑っていた。

「……知っていたの？　あなた、シャパニアがオルタフを、次の異界に送るって……」

『さぁ？　まぁ、そろそろかなとは思っていたけれどね。彼もこの世界が長かったから』

「……そう──」

　フェルディナンは溜ため息いきを吐つく。

『抵てい抗こうしないのかい？　君の求めていたオルタフが、シャパニアによって君のわからない場所へ行ってしまうよ』

「私は──グランレイスの枷かせから、オルタフを自由にしてあげたかっただけだもの。オルタフが次の世界に渡るのなら、それは祝福してあげていいんじゃない？」

　くっくっと、エスハの含み笑いが虚こ空くうに響いた。

『フェルディナン。君は大きな勘かん違ちがいをしているよ。グランレイスは、オルタフが憎にくくてこの〝画が廊ろう〟に封じたわけじゃない。

　むしろ彼は、オルタフが人間に毒されないよう、彼の居場所としてこの画廊を提供したんだ』

　フェルディナンは眼めを剝むいた。

『封じるだけなら、単にそのための世界を創つくればいい。どうしてこんなに〝創り込む〟必要がある？

　答えは簡単。

　ここは、グランレイスがオルタフのためにつくった箱庭なのさ。

　彼が美しいものに囲まれて過ごせるように。

　汚い人間の手が、届かぬように──』

「そんな話、信じないわ！」

　フェルディナンは叫んだ。

「グランレイスはオルタフのせいで恋人を失い、オルタフのせいで暴走して虐ぎやく殺さつにはしったのよ⁉　そんな人間が、オルタフを怨うらんでいないわけが──」

　エスハの声が、一ひと際きわ甲かん高だかく笑った。

『リセルを殺したのは人間。怒りに任せて、罪ある人々だけでなく罪なき人々も巻まき添ぞえにして殺したのも、人間たる身のグランレイスの意志──

　グランレイスが嫌っていたのは、自分を含めた〝人〟だよ。だから彼は、人から離れて隠いん棲せいし、画が廊ろうを描き続けた。その意味で、彼は君に近い思想をもっていたんじゃないかな？

　──こんな人類がどうなろうと知ったことじゃない。けれど、こんな〝未み熟じゆく〟な人類の悪い影響から、純粋なオルタフを守りたい──

　彼は偏へん屈くつで口くち下手べただったから、言葉にはしなかったけれど、抱いていた思いはそんなところだろう。オルタフは、リセルが大事にしていた形かた見みも同然だったわけだしね。

　君は道どう化けを演じたかな？　フェルディナン──』

　くすくすくす──

　フェルディナンは細い拳こぶしを握り、その場に立ち尽くしていた。

「なんで──教えてくれなかったの？」

『君は信じないだろうと思ったし──それに、オルタフが人と触ふれ合あえば〝おもしろい〟ことになるのは、グランレイスとリセルの時で知っていたからね。君がオルタフを元の世界に出したいというのなら、それもおもしろいかと思ったまでさ。

　そうそう──もう一つ、教えてあげるよ。

　グランレイスが異い界かいにかけようとした〝鍵かぎ〟はね、人類がより高次の生命に進化するか、あるいは〝滅めつ亡ぼう〟したら解けるものにするはずだったんだ。ところがその細さい工くを施ほどこす前に、君が早とちりをして彼を殺してしまったものだから──』

　笑うフードの占うらない師し──

　その顎あごの線が、画廊の黒い天てん井じよう一杯に広がっていた。

　歯を食いしばり、フェルディナンはそこに掌てのひらを向ける。

　一ひと条すじの雷らい光こうが掌から放たれ、エスハの影にめがけて疾はしった。雷光は天井の顔を素通りする。

『おっと──怖こわい怖い。だけどね、フェルディナン。これは君のミスだよ。彼を問答無用で殺したのは、君自身だろう──？』

　笑いながら、エスハの声は遠くなっていった。

　フェルディナンは怒りに鼻筋を痙けい攣れんさせる。

　刀で斬きられた傷よりも、深い傷を心に感じた。

　オルタフの霧きりは、夢ゆめ路じのいるらしき方向に勢いよく流れていった。

　力の波動が徐じよ々じよに薄くなり、やがて画廊からも、また絵の向こうからも、彼の気配が消えていく。

　ふと、気付くと──

　首から下げていたはずの〝虫むし籠かご〟が消えていた。

　フェルディナンの顔色が、蒼そう白はくに転じた。
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　次の方、どうぞ──

　はいはいどうぞ。どうしたの？　頭が痛い？　くらくらする？　ちょっと舌だしてぇ、はいＯＫ。シャツめくってくれるかな？　うん、そう。聴診器あてるからね──体温はどうかな？　平熱？　そう。……お母さん、最近、家を新築されたとか、散らかっているとかそういうことは……




「ふぁ……」

　文ふみ槻つき香か夜や子こは患かん者じやと患者が入れ替わる一瞬の隙すきを見計らって、欠伸あくびをかみ殺した。

　何分にも、人の命を預かる仕事──肉体の疲労もさることながら、気き疲づかれがなかなか抜けない。

　今の診断、あれで合っていたかな──香夜子はそう自問する。自信はもちろんあったが、確信はない。診断に関かかわる不安は、医師として六年目の今も常に付きまとっていた。もし『自信』ももてない診断ならば、その患者はもっと経験の豊富な医師へとまわすことにしている。

　元々、彼女の専門は外科である。といって内科が診みれないわけでもなく、今日は小児科の助すけっ人とに来ていた。〝ラドゥーティ〟の影響をわずかに受け継ぐ香夜子は、子供にも懐なつかれやすい。

　次の患者は、なかなか入ってこなかった。

　香夜子は机上の時計を見る。もうじき、午後の二時をまわろうというところ──

　今日は土曜日だった。

「あれ？　今の患者さんで最後？」

　香夜子は奥に声をかけた。

「はい。お疲れ様でした」

　看護婦の一人が返事をよこす。隣の診察室にはまだ数人の患者が並んでいたが、そちらは担当医の再さい来らいだった。香夜子が手伝うことはできない。

「あ────……終わりか。さってと、それじゃ、少し寝て……」

「香夜子先生、お疲れのところすみません、院長がお呼びです」

　奥から看護婦が声をかけてきた。香夜子は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「あぁ、そう……ありがとう。行ってくる」

　くだらない用件なのはわかりきっていたが、まさか看護婦に当たるわけにもいかない。

　ここ数日──院長を務める父からは、しきりに見合いの話をすすめられていた。しかし香夜子にはそのつもりもなく、仕事が忙いそがしいからと、のらりくらり逃げている。

　今年で、えーと──

　満二十九歳。

　もうじきに、三十の壁も迫ってきた。

　危機感を覚えないでもなかったが、少なくとも、父親の選ぶ見合い相手とは結婚したくない。いい家いえ柄がらの、ろくでもないボンボンばかりである。

　院長室に向け、香か夜や子こはとぼとぼと廊ろう下かを歩いた。

「あー、かったりー……」

　思わず低く、声に出していた。ほんの数年前までは一夜でとれた疲れも、だんだんと蓄積するようになってきた。三み十そ路じ目前にして、妙に老化を実感する。

　冬の日差しが注ぐアクリル張りの渡り廊下を抜け、外来病びよう棟とうから入院患者の病棟へとうつる。

　院長室はさらにその先──そこに待ち受ける父親の口上を想像すると、ただでさえ遠い道みち程のりは、距離以上に長ったらしく感じられた。

　だらだらと歩いていた香夜子はふと、その視界に知人の青年の背を見つけた。

　入院患者用の見舞い受付を、顔パスで通過していく。

　香夜子は脚をはやめて彼に追いつき、背中を軽く叩たたいた。

「よ、心しん弥やくん！　お見舞い？」

　青年は驚いて、温和な整った顔を振り向かせる。

「あぁ、香夜子先生。こんにちは、奇き遇ぐうですね」

　青年は十八という年の割には、大人おとなびた微笑を浮かべた。少し寂さびしげで、しかし人を和なごませる優やさしさが面上にある。

「珍めずらしいね、表から来るなんて」

「たまたまです。ちょっと、弓ゆみのお袋ふくろさんのところに呼ばれまして」

「──弓ちゃんの？」

「えぇ、いよいよ再婚するそうです。まぁ……あれから、二年以上経たってますしね」

　青年になった希き崎ざき心弥は、遠い目をして、廊下の奥を眺めた。

　その先に──彼が見舞う〝病室〟がある。







　二年と半年前の、あの日──

　男との旅先で連絡を受けて戻ってきた弓の母は、植物状態の娘を見て号ごう泣きゆうした。

　露つゆ草くさ弓は、ちょうどその前日早朝に起きた、紅あか街まち中華街の『爆発事故』に、偶ぐう然ぜんに居合わせて巻き込まれ、頭を打って植物状態になった──世間的には、そういうことになっている。

　弓がいなくなった直後には、誠せい二じが変装用につくる〝マスク〟を人形にかぶせてごまかした。

　酸素吸入器や包帯で顔と頭の多くを隠かくし、体には毛布をかけた。もちろん、集中治療室の奥には母親も入れず、部屋を遮さえぎるガラスの手前からしか見舞いを許可しなかった。

　その後、マスクが腐ふ敗はいする前に、夢ゆめ路じが何ど処こからか精せい巧こうな人形を調達してきて、今の弓ゆみはその人形が〝代役〟を果たしている。

　二年前──大おお袈げ裟さに泣き喚わめく弓の母親を見た時に、心しん弥やは苦にがい顔で目を逸そらせた。

　彼女の母親が浮かべていた色は、その号ごう泣きゆうが演技であることを証明していた。とはいえ、自分を騙だますほどの名演ではある。

　娘を失った母親は泣くもの──そして、泣くことによって自分が娘を愛していたと思いたい──つまりは自己満足と陶とう酔すいの涙だった。

　傍はたから見れば、その光景にそんな疑いを差し挟むのは人として許されないことかもしれない。しかし、心弥には彼女の真情が色で見えてしまった。

「弓が何をしたっていうんですか！　あの子は、あの子は──」

　母親が自分をも騙す演技のままに、医師の香か夜や子こにまで八つ当たりをはじめた時──心弥は我が慢まんできずに、声を荒げそうになった。

　しかし咄とつ嗟さに、香夜子がその口を手で塞ふさいだ。

　母親が別室に連れられた後で、香夜子は釈しやく然ぜんとしない顔の心弥に、苦笑交じりに呟つぶやいた。

「……建たて前まえでもなんでもいいんだよ。キミには、あの人の本ほん音ねが見えちまうのかもしんないけどさ。

　それでも──本人は、ほんの少しでも、そこに親子らしい心を見出したいのさ。そのうちに、それが〝本当〟になることもある。人は変われるからね。

　あたしが見たところ、あのお母さんはまだ、あの子の母親でいたいらしいし、そのために頑がん張ばるつもりでいる。児童虐ぎやく待たいするような親に比べれば、それだけで天地の差だよ。

　これから、本当の親子になれる可能性を信じてあげな。ね？」

　香夜子は嚙かんで含めるようにそう言い、子供扱いに心弥の頭をくしゃりと撫なでた。

「──それにこっちだって、噓うそ吐ついてあの人を騙してんだ。威い張ばれやしない」

　香夜子の言葉に、心弥は黙だまって頷うなずいた。自分の浅はかさを痛烈に感じた。

　相手の否定的な感情に対して、自分まで否定的にならなければならない法はない。相手が否定的でも、自分が肯こう定ていしていれば──いずれは、理解できる日が来る可能性は残る。

　それを知ってから、心弥は弓の母親への態度を変えた。今では彼女も、心弥を弓の友人としてというより、息子むすこに近い存在に思っている節ふしがある。

　だから心弥は、弓の母親が〝職場の人間と再婚する〟と言った時に、素直に祝福の言葉を言えた。

　そして、もし弓の意識があったら──彼女もきっと賛成すると、そう慰なぐさめることができた。







　今日の心しん弥やは、その現場からそのまま病院へと来ていた。

「香か夜や子こ先生、仕事の方は、大丈夫なんですか？」

　心弥はついてくる香夜子に問いかけた。

「今日は土曜日だから午前だけ。あたしも久々に、様子見に行くわ。一応、あたしが管理責任者ってことになってるし」

　心弥は頷うなずいて、香夜子と並んで病びよう棟とうの奥へと歩いていった。

　その先には、二年前に改築された『集中治療室』がある。建たて前まえは〝集中治療室〟だが、そこは夢ゆめ路じのはからいでつくられた、弓ゆみ専用の病室でもあった。

　弓がグランレイスの異い界かいに落ちてすぐに、心弥は彼女を探す時間をつくるために、学校を退学した。

　その折には、夢路が〝キャラバン〟のコネを使い、著名な画家への〝弟子入り〟という理由を作ってくれた。その噓うそをつかって心弥は学校側を説せつ得とくし、海外にいる両親も納なつ得とくさせてある。

　実際には弟子入りどころか、画家には夢路を介して数回会ったにすぎない。その画家もまた、なんらかの異い能のうをもつ人間らしかった。

　今の心弥は、つまり無職に近い。

　まだ歳としが若いだけに生活費は親の仕送りに頼っていたが、一日のほとんどをグランレイスの〝画が廊ろう〟で過ごす心弥は、食費と光熱費以外に金をほとんど使わなかった。無職でも、とりあえずの所は生活に困らないでいる。

「塗ぬり潰つぶし、進んでる？」

「えぇ、まぁ……」

　香夜子の問いに、心弥は曖あい昧まいに頷いた。

　グランレイスの画廊は、視線を動かすたびにその姿を変える──そのために、弓が落ちた場所については見当もつかなかった。しかし、心弥が自らの手で塗り替えた箇所だけは変化をしない。その法則を利用して、心弥は弓を内包する〝虫むし籠かご〟を探し続けていた。

　グランレイスは、こちら側のキャンバスの上から、異界を構築していったらしいが──虫籠は、掌てのひらに包まれるほどのサイズしかない。実際に手探りで探していかない限り、見つけられそうになかった。

　塗り潰した箇所は、つまり心弥が手探りで探した場所──

　そこを塗り潰していけば、重複して探す手間はなくなる。気の遠くなる話だったが、それが弓を探す上で、心弥にとれるもっとも確実な手段だった。

　集中治療室の前についた。

　心弥は慣れた手つきで扉とびらを開ける。稼か動どうもしないハリボテの生命維持装置や酸素吸入器が、怖こわいほどによくできた人形を囲んでいた。

　男が一人──少女のまま歳としを取らない人形を、ぼうっと眺めていた。灰色の作さ務む衣えを身にまとい、火もついていない鉄煙管キセルを咥くわえている。

「夢ゆめ路じさん？」

「……お？　心しん弥やか。なんだ、こっち側にいたのかよ」

　夢路は気安い笑みを向けた。

　二年と半年──その歳月の流れが、彼の容姿にはうかがえない。弓ゆみの人形もまた、変わってはいない。虫むし籠かごにとらわれた本物の弓も──おそらくは、変わっていないだろう。

「香か夜や子こも一いつ緒しよか。やれやれ……妙なところで、鉢はち合あわせちまったな」

　夢路は照てれたように、指先で頭を搔かいた。

　香夜子が首を傾かしげる。

「どうしたのよ、爺じじいがここにくるなんて珍めずらしい」

「いやなに……」

　曖あい昧まいに言って、夢路は何も言わなかった。彼の感情の色だけは、相変わらず心弥にも見えない。しかし、夢路が自分と弓を気に病やんでいることは、その態度からわかった。

「ありがとうございます、わざわざ来ていただいて」

「他人行ぎよう儀ぎなこと言うなよ。ほら、行った行った」

　夢路は壁を指差して、掌てのひらを打ち振った。

　そこにはグランレイスの風景画が掛かっていた。籤くじ方かたの刀で裂けた部分は補修してある。

　心弥の家には、もう一枚──幻げん三ぞうの骨こつ董とう品ひん店、翁おきな堂どうから貰もらった同じ風景画があった。それをつかって、心弥は画が廊ろうを通じ、自宅と病院を行き来している。

　それは夢路の計らいでもあった。病院にも弓はいないが──ほぼ姿を完全に再現した、彼女の人形がある。好きな時にその姿を偲しのべるようにとの心こころ遣づかいだった。

　心弥としては、贋にせ物ものの弓に心を惹ひかれることもなかったが、夢路のその思いやりは嬉うれしかった。また病院からならば、〝点てん心しん華か心しん〟にもより近いため、二枚の絵と画廊を抜け道として活用することもある。

　心弥は二人に礼を送り──風景画の木こ陰かげの十じゆう字じ架かに触ふれ、いつものように祈いのりを捧ささげた。その体が、画廊の奥へと沈んでいく。

　その日もまた、心弥は探たん索さくをはじめた。







「爺──見つかると、思う？」

　心弥が〝画廊〟へと消えた後で、香夜子は傍かたわらの夢路に問いかけた。

　夢路は渋しぶく顔を歪ゆがめる。

「──グランレイスの異い界かいがどの程度の広さなのか、俺おれには皆かい目もくわからん。だが天才画家の創造力が、数十年がかりで創つくりあげた世界だ。生なま半はん可かな広さじゃなかろうし──それにグランレイスは、キャンバスを通して、その奥へと絵を描いていたが、探し物をする心しん弥やは、中で手探りをしていくしかない。効率が悪すぎる」

　香か夜や子こは溜ため息いきを吐ついた。すでに何度か、同じことを聴いた。そのたびに、あまり良くない答えが返ってくる。

「だが、グランレイスの異い界かいには、思し念ねんはあっても基本的に生物がいない。虫むし籠かごを襲う動物もいないし、マリアンヌの虫籠は普通の衝しよう撃げきじゃまず壊こわれないはずだから──」

　せめてものフォローのように、夢ゆめ路じは低く呟つぶやく。

「弓ゆみは無事なことは無事だろう。たとえこっちでは長い時間が経たっても、な──フェルディナンも、罪なことしやがるぜ」

　夢路は舌打ちした。

　二年前のあの日──

　事件の後で、フェルディナンは夢路の前にあらわれ、弓を閉じ込めた〝マリアンヌの虫籠〟を落としたことを告げた。激げつ昂こうした夢路は彼女に殴なぐりかかったが、逃げられて拳こぶしは空くうをきった。

　その後も、彼女はちょくちょくと夢路達の前に顔をあらわしてはいたが、弓の一件以来、あまり表立っての行動はしていない。もっとも、人の記憶を消すフェルディナンは、その行動の痕こん跡せきを滅めつ多たに残さなかった。単に夢路の目を避けているだけという可能性もある。

「あれから二年か──もうじき三年になるか？」

　鉄の煙管キセルで肩を叩たたきながら、夢路が問う。

「二年と半年。あれ、真夏だったじゃない」

「……もう二年、まだ二年、だな──」

　夢路はしんみりと呟いた。声に力がない。

「あーあ。あたしにも、あれっくらい一いち途ずになってくれる彼氏がいたらねぇ……」

　話題をかえようと、香夜子は冗じよう談だんめかして呟いた。

「おまえな。高望みすると、婚こん期き逃すぜ。もう三十だろ？」

「うるさい帰れ塩まくぞ」

　半なかば以上の本気を込めて、香夜子は夢路を睨にらみつけた。

　夢路は肩をすくめ、飄ひよう々ひようと逃げをうつ。

　廊ろう下かに出る寸前に、夢路は香夜子を振り返った。

「なぁ、香夜子──できるだけ、あいつには便べん宜ぎをはかってやってくれな。頼んだぜ」

「へいへい。爺じじいに頼まれなくても面めん倒どうみるよ。あの子も弓ちゃんも、幻げん三ぞうさんのお気に入りなんでしょ」

　香夜子は軽い調子で受けて、薄い胸を叩いた。

　夢路は頷うなずいて、背を向ける。

　その足取りは、顔つきほどには軽くなかった。







　──今日も、見つからなかった──

　心しん弥やは大きく息を吐はいた。

　塗り替えの作業には、ある程度の集中力と想像力が必要だった。一日を探たん索さくにあてると、疲労は泥どろのように濃こくなる。しかし時には、心弥は徹てつ夜やでその作業を続けていた。

　弓ゆみがいなくなって、すぐの頃ころ──夢ゆめ路じ達も人数を集め、探索を手伝ってくれたことがあった。しかしオルタフの異い能のうをもたない人間には、画が廊ろうはただの闇やみとしてしか映らず、また長時間を画廊で過ごすと、元の世界に戻ってから奇妙な幻げん覚かく症状があらわれることもわかった。

　その理由は知れないが、グランレイスの〝画廊〟には、オルタフの異能者以外の身に有害な、〝何か〟がある可能性も否定できない。結果として、探索は心弥一人の手によって行われている。

　心弥は弓の身を案じたが、夢路の話では、『虫むし籠かご』の中にいる限りは問題ないとのことだった。狭くとも、虫籠はあらゆる世界と隔かく絶ぜつした〝一つの異い界かい〟らしい。画廊のような、現げん界かいとつながった〝扉とびら〟がない以上、いかなる影響も虫籠の壁は越えられないはずだと、夢路は言っていた。今の心弥は、その言を信じるしかない。

　扉となる絵を抜けて、心弥は元の世界へと戻った。

　窓の外にはもう夜の帳とばりが降りていた。

　煌こう々こうと差す満月の光が、明かりもついていない心弥の部屋を照らしている。

　机の上に、スケッチブックが埃ほこりを被かぶっていた。

　久々に心弥はそれを手にとってみる。

　一枚目に──二年前に描いたきりの、ラフ画があった。モデルの少女は優やさしげに微笑ほほえんでいる。

　二枚目以降は、白紙のまま──

　画廊の探索をはじめてから、紙に絵を描くこともなくなった。その時間があれば、少女を探しに行っている。

　弓との時間は、あの時から止まったままだった。

　それにも関かかわらず、自分の時間だけは確実に過ぎていく── そのことに、心弥はひたすら焦しよう燥そうを感じていた。

　日が、月が、年が経たつほどに、あの頃の弓との距離が広がっていくような不安を覚える。一分一秒すらが惜しい。

　一枚しか描いていないスケッチブックを眺めているうちに、心弥は眠気がとんでいくのを感じた。

　休む時には休む──香か夜や子ことはそう約束していた。まだ弓ゆみがいなくなってすぐの頃ころ、あまりに探たん索さくに没ぼつ頭とうしすぎて倒れたこともある。

　以来、睡眠だけは取るようにしていたが──

　今日は、もう少しやれそうな気がした。机の上にあった栄養補助食品をつまんで、心しん弥やは身を翻ひるがえす。

「──あ……待って」

　娘の声がした。心弥はどきりとして、背後を振り返る。

　空間から、人の影が融とけ出てきた。黒髪に細身のその姿は、知らない少女のものである。

　絹きぬの光こう沢たくを放つ髪が、窓から差し込む月光のために青く輝いていた。

　心弥は、すぐにその正しよう体たいを見破った。空間から融け出るような真似まねができる者には、一人しか心当たりがない。

「フェルディナンさん──でしたね」

　少女は上うわ目め遣づかいに、心弥を見上げて頷うなずいた。二年半の間──彼女は、心弥の前には一度も姿を見せなかった。今いま更さらにあらわれた理由が知れない。

「何か用ですか？」

　警戒しつつ、心弥は低い声で問いかける。

「──意外に、冷静なのね。いきなり殴なぐりかかってくるかと思ってた」

　知らない顔の少女はぽつりと呟つぶやいた。

「──怒らないの？」

「怒っています」

「そうは見えないわ」

「忙いそがしいんです。帰ってください」

　心弥は壁の絵──翁おきな堂どうからもってきた、グランレイスの風景画に近づいた。

「あの子を……見つけられるの？　あなたなんかに」

　少女が問う。心弥は脚を止めたが、振り返りはしない。

「二年半──僕は、あなたが落とした弓を探し続けています」

　この二年の間に、心弥は幼なじみのことを、姓の〝露つゆ草くさ〟ではなく名で呼ぶようになっていた。母親の再婚で、姓の方はもうじきに変わる。二年の歳月は、そういう意味をもっている。

　少女は無言──

「生きているなら、探します。それが一番、僕にとって大事なことですから」

　照てれもせずに、心弥は言い切った。

　少女は顔を斜ななめ下に向け、吐はき捨てるように呟いた。

「──人間って、馬ば鹿か……」

　心弥は振り返った。

　知らない顔の少女は、心しん弥やから目を逸そらしている。その感情の色には──どこか、寂さびしげなものが強い。

「──あなただって、そうなんでしょう？」

　心弥は問いかけた。少女は質問の意味が摑つかめずに、わずかに顔をあげた。

「あなたはオルタフが好きだった。だから、彼を助け出すために、僕を百年も探し続けた──」

　フェルディナンは心弥を睨にらみつけた。その眼光の意味するところは心弥にもわからなかったが、口は動かし続ける。

「同じですよ。あなたは神しん群ぐんのために、グランレイスと同じ異い能のうをもつ僕を探した。僕は──僕は弓ゆみのために、こうして探し続けています。

　──まだ二年しか経たっていません」

　フェルディナンは黙りこくって、唇くちびるを嚙かんでいた。心弥は言葉を続ける。

「僕は、あなたのことが嫌いです。はっきり言って憎にくんでいます。

　でも、オルタフを助ける方法を探し続けた、あなたの気持ちもわかるんです。僕だってもし弓を助けられるなら、人ひと質じちくらいとったと思いますから」

　心弥は再び、背を向けた。

「だから僕に、あなたを責せめる資格はないんです。僕とあなたは似ているのかもしれません。大切なものをとりもどすために、手段を選ばない──その気持ちはわかりますから、責められません」

「──馬ば鹿かな子」

　フェルディナンは低く呟つぶやいた。

「私に媚こびを売ったって、なんにもならないわ」

「用がないなら帰ってください。邪じや魔まです」

　心弥は絵をいれた額がく縁ぶちに手をあてた。

「……待ってよ」

　少女が小声に呼び止める。

「これ以上、何の話が──」

　心弥はうんざりしつつ、また振り返った。

　少女が片手を、心弥に向けて伸ばしていた。

　その掌てのひらに、あるものは──

「──あげる」

　消え入りそうな声で呟いた。

「私でも二年かかっちゃったけど──あ……か、勘かん違ちがいしないで。二年なんて、私にはまばたきほどの時間──それにグランレイスの画が廊ろうは、彼がオルタフのために描いたもの。あなたなんかに荒らされちゃ、迷めい惑わくだわ！」

　今度は一いつ気き呵か成せいに、早口で怒ど鳴なる。

「それと──それから……」

　また声はかぼそく、小さくなった。心しん弥やは少女の手の上にあるものから、視線を外はずさない。──外せない。

　手を伸ばす。触ふれる。求めていたものの確かな存在感が、指先に伝わった。

「私にだって──あなたの気持ちは、わかるの」

　少女はそれだけを言い残して、逃げるように立ち消えた。

　窓からは、満月の放つ光が注いでいる。

　心弥はフェルディナンから受け取ったものを、月光の下にさらし──

　そしてゆっくりと、その虫むし籠かごの蓋ふたを開けた。
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　ライトノベルの特徴の一つとして、「挿し絵」の存在がよく挙げられます。

　実験的に挿し絵なしのライトノベルがいくつか出ていることも承知しているのですが、やはりそれらは希な例で、一般的には「ライトノベルには挿し絵があって当然」という共通認識があるはず――といっても自分の著書の場合、一作目の『陰陽ノ京』では表紙と口絵のみで挿し絵がなく、ライトノベルを書いたつもりでいた自分は当時かなり面食らったのですが、その後のこの『パラサイトムーン』でも三巻四巻は口絵と扉絵のみ、五巻六巻は扉絵もなし、という切ない状況になっていたりしました。このあたりの事情は実は作者自身もよく知らないのですが、カラーの表紙と口絵が当時の心の拠り所だったのはここだけの話です。

　もちろん一般書籍や文芸雑誌に掲載されている小説にも挿し絵が入る例はよくあるのですが、「ライトノベルの挿し絵」はご存知の通り、アニメや漫画からの影響が強い絵柄です。

　自分がライトノベルを書き始めた動機もまさにこれで、「書いた話にイラストをつけてもらえる！」ということが、当時の自分には物凄く魅力的でした。




　実は今でもこの感覚はあまり変わっていないというか、先述した新人の頃の悲哀を経てむしろ強くなっていまして、特に空鐘以降は登場人物のデザインをチェックさせてもらえたり、挿し絵の場面についても一部で希望を聞いてもらえるようになってきたため、その嬉しさが今も続いています。そうした役得がなかった時代は、今にして思い返すとどうにも切ない日々でした。

　特にパラサイトムーンに関しては、ペーペーの新人だったこともあり事前のデザインや挿絵のチェックも皆無だったもので、実際の本を受け取るまで何もわからないという状況で――四巻では「仕上がってみたら扉絵の文章が重複していた」という笑えない失敗もあったのですが、そこは今回、電子書籍の配信にあたって修正していただけました。当時のことを思い返すと実は今でも冷や汗が出ますが、十年越しで修正が叶い、少し救われた思いです。




　そんなトラウマ混じりの思い出話はさておき――挿絵については作者それぞれで考え方やスタンスに違いがあるとは思うのですが、自分の場合には「絵にして映えそうな場面」と「文章だけでは伝わりにくい場面」には、やはり挿絵が欲しくなります。

　たとえば――黒猫がマントを翻して颯爽と登場する場面なら、文章だけでも情景はわかりますが、絵になっていた方が絶対に映えるはず。

　またその黒猫が「いかに可愛いか」までを表現するためには、やはり文章だけでは少し物足りず、そこはぜひイラストの力を借りて視覚的な刺激を得たいです。

　このパラサイトムーンでも、この先の五巻に登場する〝龍舌魚〟などは文章だけではどうにもイメージしにくく、裏表紙にはぎやまさかげさんの筆によるカラーイラストをいただいていました。

　これがなんとも心躍る異形ぶりで素晴らしいのですが、電子書籍では最後の頁にならないと見られない（と思う）ので、五巻の読後にぜひ確認していただけましたら幸いです。

　はぎやさんの絵柄はやはり女性キャラの可愛さが当時から人気で、実際に表紙や口絵を飾る女性キャラがとても魅力的だったのですが、この龍舌魚を見本誌で見た時には「おお！」と感嘆したのをよく憶えています。




　さてこの三巻、『百年画廊』では、心弥とグランレイスという二人の絵描きがキーパーソンになっていました。

　パラサイトムーンの世界観では、その設定上、同じ神群からの影響を受けている人間はだいたい同郷だったり親戚同士になりやすいのですが、心弥とグランレイスに関してそういうつながりはありません。

　これは「絵は人種や国境の壁を容易に越えられる」というメッセージ……などでは全然なくて、「人は知らないところで知らない人とつながっているのが当たり前」的な感覚だったのですが、もしかしたら作者と読者の関係もこれに近いのかもしれないと、最近思うようになりました。

　古い時代の人間たるグランレイスはもちろん後世の心弥のことを知りませんが、心弥はその作品を通して、グランレイスのことを少しだけ知ることになりました。

　絵も小説も作者の死後にまで残りやすい媒体ということで、あるいは僕が死んだ後にこの文章を読んでいる方もいるかもしれません。

　今の時点ではまだ「縁起でもない！」という話なのですが、もしも少し先の未来にいる方にも自分の本を楽しんでもらえる機会があれば――

　それはそれで作者冥利に尽きる次第で、とても嬉しく思います。





２０１３年　春　渡瀬草一郎




〔このあとがきは電子書籍の配信にあたり書き下ろしました〕









[image: ]







渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。毎回の著者近影がその他の生命体ですみません。今回ご登場を願ったのはイトコの友人、Ｋさんのお宅の小鉄くん六ヶ月です。そろそろ画像の出所が怪しくなって参りました。ところで写真の彼、やけに威圧的ですが決して他意はありません。
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はぎやまさかげ

昭和五十二年生まれ。水瓶座のＢ型。主な栄養源は月餅。近ごろ関東方面へ引越し先を探索中。









電撃文庫






パラサイトムーンⅢ




百ひゃく年ねん画が廊ろう











渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう
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